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　それは何かの縁えんだった。




　　　∫




　キャンパスのメインストリートをこそこそと歩く。

　生せい協きよう棟とうの柱に隠かくれる。様よう子すを見ながら飛び出して、反対の柱にまた隠れる。暖かな春の日差しが降り注ぎ、希望あふれる新入生が笑顔で往おう来らいする中、なぜ僕だけが興こう信しん所じよの探たん偵ていのように日陰を渡り歩かねばならないのかと思うけれど、今やっているのはまさに興信所の探偵のような作業だから仕方がない。

　柱の陰から片目を出す。

　視線の先には、一組の男女がいる。

　二人は笑顔で会話を弾ませていた。女の子は新一年生と思われる。男子の方は学内で見かけたことがあるので多分二、三年次だろう。両方とも知人ではないのでよく知らない。全く面めん識しきのない人を尾び行こうしているところだ。さらに説明すると僕の尾行が下へ手たで通りすがる人達からヒソヒソとされているところだ。つらい。

　こんな苦く行ぎようを一刻も早く終わらせるべく次の柱へ無む造ぞう作さに飛び出したところで不意に呼び止められた。見ればターゲットの二人だった。それくらい僕は尾行が下手であった。

「さっきからなんなんです」

　男子学生が僕を問い詰める。

「ええと、自治会なんですけど」

「自治会？　勧かん誘ゆうですか？　この子は陶とう芸げい研けんの新人なんで他ほか当たって下さいよ」

「いや勧誘というわけではなく」

「はあ」

　男子学生は眉まゆ根ねを寄せた。新入生女子も怪け訝げんそうに見ている。僕も僕は怪しいと思う。居た堪たまれなくなってつい小声でせっついた。

「（まだですか）」

「（まだ）」

　小声で返事が返った。つらい。

「なにをブツブツと言ってるんです」ヒソヒソする僕を男子がさらに問い詰める。「そもそもあなた。二、三日前からずっと彼女のこと付け回してたでしょう。僕はそのことを相談されてたんですよ。本当に自治会なんですか？　どうして尾行なんてしてたのか、この場できちんと説明して下さいっ」

　そう力強く問われても、簡単に説明できるならば苦労はない。そんなストーカー同然の僕を前にして、新入生女子は怯おびえるように後ずさる。そして男子は彼女を守るように立ちはだかる。

　その時、多分彼女はときめいたんだと思われる。

「とうっ！」

　掛け声とともに僕のパーカーのフードからバレーボールのような白い塊かたまりが飛び出した。

「うわぁっ！」「ひっ！」

　恐怖に叫ぶ二人の間に塊がボフンと着地した。

　うさぎであった。

「うさぎだ」

「うさぎ……」

　二人は呆ぼう然ぜんとうさぎを眺ながめてから、僕に説明を求める視線を向けた。僕は頭を搔かいてえへへ……みたいな顔をした。やはりパーカーのフードからうさぎを射出した効果は絶ぜつ大だいで、こいつは関わり合いになってはいけないヤツだと思ってもらえたらしく、二人は逃げるようにその場を離れた。僕は十数度めになる辛しん苦くを味わいながらうさぎを抱き上げ、同じくいそいそと立ち去る。

　歩きながらうさぎに話しかけた。

「結べました？」

「結べた」

　うさぎは、人の言葉で答えた。




　　　∫




　三ヶ月ほど前、僕はこの喋しやべるうさぎと知り合った。

　うさぎことうさぎさんは、人の縁を司つかさどるというお伽とぎ話ばなしのような存在らしく、そのファンタジーの影えい響きようなのか僕にも急に〝縁の紐ひも〟というものが目に見えるようになってしまった。縁は白い紐の姿すがたをしていて、人の背中から沢たく山さん生えて遠くまで伸びている。その紐が誰かと繫つながっていることを〝縁がある〟というらしい。ちなみに僕にも三ヶ月前まで良縁で結ばれた相手がいたのだが、うさぎの無む慈じ悲ひな蛮ばん行こうによって縁を切られてしまった。それ以来、僕は自分の縁を結びなおしてもらうために不本意ながらもうさぎさんの仕事の手伝い、つまり〝縁結び〟をするはめになっている。

「どうした、ゆかり」

　パーカーのフードの中から、うさぎさんが波は多た野のゆかり君こと僕の名前を呼んだ。

　人気のない大学の裏うら道みちだからこそこうして気軽に話しているけれど、うさぎさんが喋れることは一応秘密になっている。

「疲れておるように見えるが」

　大きくため息を吐ついてフードに言い返す。

「ええそりゃあ疲れてますよ」

「なんで」

「なんでもへったくれも……今ので何組目だと思ってるんです」

「十二」

「十四です」

　自分で具体的な数字を口にしたら肩こりが一段増した気がした。

　新年度が始まってからの三週間、僕は寝る間も惜おしんで縁を結び続け、実に十四組もの縁結びを果たしてきたのである。これで疲れないわけがない。

「春は縁の兆きざしが増えると言ったであろう」と悪びれもしないうさぎさん。

〝兆し〟というのは業界の専門用語で縁の紐が光ることを言う。これが出た時が縁の結び頃になるのだけれど、春になってからというものそこら中の人の縁が光り出し、特に新入生の背中はもうピッカピッカと兆しが出まくっていた。

「増え過ぎなんですよ……。まったく一年生が入学早々恋だの愛だのと。わざわざ最高学がく府ふまで来たんですからもう少し勉学のことに頭を回すべきじゃあありませんかね」

「別に本人の思おも惑わくと縁は関係ないからのう。たとえば」

　うさぎさんがフードから飛び降りた。華か麗れいに着地して、片耳を器き用ように動かして地面をまさぐる。その耳を持ち上げると、耳の先でつまみ上げた縁の紐がスーッと浮き出てきた。

「誰の縁ですそれ」

「知らん」

「その辺に落ちてるもの拾わないで下さいよ……」

「しかしこの何の変へん哲てつもない普通の縁も、春となれば」

　うさぎさんが言った途と端たん、つまんだ紐がほのかに光り出した。

「わぁ、光った」

　僕は喜びの、もとい嘆なげきの声をあげた。

　兆しが出た後の縁結びの方法は至って単純だ。結ばれるべきタイミングを示す兆しが出れば、結ばれるべき相手もどこかに現れる。あとはその相手の縁を探し出して、うさぎさんが二本の紐を固かた結むすびにすればお仕し舞まいである。

　と口で言うのは簡単なのだが、この相手を探すというのがとにかく手間だった。兆しが出る時は相手が近場にいることが多いとうさぎさんは言うけれど、近場というのはつまりこの珠たま山やま大学の学内のことであって在ざい籍せき学生数は二万人である。そんな中で十四組もの縁を結んだ自分を心から褒ほめてあげたい。讃たたえて労いたわって休ませてあげたい。

「ほれ、十五」

　うさぎさんが今拾った縁を耳で振りながら言った。見なかったことにして去ろうをしたけれど、縁を持ったうさぎがガシガシと背中を登ってくるので諦あきらめた。




　　　∫




　光る紐から目を逸そらしつつ、自治会室に戻った。

　自治会室は自治会執行員である僕の学内におけるホームだ。学外のホームである自宅アパートよりも滞在時間が長いので、もはやここが実家と言っても過か言ごんではない。やっと縁結びが一件終わったとこなんだから、次の仕事に行く前に実家でくつろぎたいと思うのは人として当然の欲求だと思う。

「おかえりなさい」

　部屋で僕を温かく迎えてくれたのはお母かあさん、もとい西さ院いさんだった。彼女は珠山大学全学生の心の母であり姉であり女王陛へい下かなので別に間違いではない。

　元自治会総務部長の西院澄すみ子こさんは、その美び貌ぼうと辣らつ腕わんと神じん通つう力りきで珠たま大だいを支配した才さい媛えんだ。四回生に上がった今は自治会の役職から外れて一線を退ひいているけれど、その影響力は未だ根深く、学内一番の有力者は彼女だと全学生が知っているので本人にそんなつもりがなくても勝手に院いん政せいが成立していた。名前にも院と入っているし、きっと上じよう皇こうになる星の下に生まれたのだろうと思われる。

「ゆかり君達がまだまだ子供だから、きちんと後こう見けんしてあげないと」

　西院さんはそう言って優しく微ほほ笑えんだ。僕は笑えなかった。院政だなんだと心で思っただけで何も言ってないからだ。この人の言動は時々超ちよう越えつし過ぎていて怖い。

「まあこの時期なら、まだゆかり君達でもなんとかなるでしょう」西院さんが壁のカレンダーを眺める。「四月は自治会もそこまで忙いそがしくないし」

「院のお手を煩わずらわせぬよう尽じん力りよくいたします」

　僕は西院さんのご機き嫌げんを取るべくコーヒーを淹いれ始めた。銘めい柄がらは院の寵ちよう愛あいするブレンドだ。僕もこれは好き。

「ところでゆかり君」

　メーカーに粉を入れていると後ろから呼ばれた。

「なんでしょう」

「あなた、最近忙しそうだけど」

「ええ、ああ、まあ、はい」

「何してるの？」

　なぜこの人は普通に質問するだけでここまで尋じん問もんじみた空気を作れるのだろう。僕は絶対に振り返らないようにしながら答える。

「別に忙しいことはないですよ？」

「そう」

　西院さんがリモコンでテレビを点つけた。画面に午後のワイドショーが映って「恐怖！　ストーカー犯罪の実態！」というコールが室内に響ひびき渡った。僕は聞こえないフリをした。どういう原理なのか知らないけれどこの人はこういうことする。

　実際、このところの僕の行動はストーカー同然だった。

　縁を結ぶには相手を見つけなければいけないので候補を探しては付け回す。兆しのある人を見つけてもすぐには結べないのでその兆しが熟すまで付け回す。相手が男ならまだ冗じよう談だんで済むけれど時には新入生の女の子を何日も付け回すこともあって、同然というかもはや本物のストーカーなのだった。そんな構内犯罪者の話が大学最高権けん力りよくである院の耳に入らないわけもない。

　しかし真実を説明できるかと言われると全く無む理りだった。縁が見えるようになったので縁結びをしています、キューピッド的な、と事実を話しても頭が天使になったとしか思ってもらえないだろう。

　西院さんは引き続き無む言ごんでテレビを見ている。ストーカー特集はつきまといから連続電話に発展していた。それはしてませんよと訴えたいけれど、つきまといはしていますと自白するだけなのでできなかった。いけない。この気まずい空気を打破する何かが必要だ。

　僕は淹れたてのコーヒーを並べた後、徐おもむろにフードからうさぎさんを取り出してテーブルの上に置いた。西院さんの注意がテレビから離れてうさぎさんに向く。僕は小声で指示を出す。

「（あれお願いします）」

「（よかろう）」

　うさぎさんはテーブルの上で尻しりをついて座った。

　それから耳をぴこぴことくっつけたり離したりする。

　そして最後に首を傾かしげて、手を振った。

　これこそ対たい西院さん用に僕らが特訓した秘ひ技ぎ《シルバニアファミリーの動き》である。

「ああ……」

　西院さんは苦悩の表情で嗚咽おえつを漏らした。

「かわいい……かわいい……」

　院はうさぎさんを抱きかかえて寵ちよう愛あいモードに入られた。僕は隙すきを突いてチャンネルを変える。これで一安心である。後でうさぎさんに一いつ封ぷう与えなければならないのが痛いけど背に腹は替えられない。

「ゆかり君が変へん質しつ者しやになったとは最初から思っていないけれど」

　僕は驚いて顔を向けた。

　西院さんはうさぎを愛めでながら呟つぶやく。

「貴方あなたは自覚なしに疲れを溜める人なのだから、自分で考えている以上に体調に気をつけるようにね」

「……重々承しよう知ちいたしました」

　うん、と頷うなずいて、西院さんは引き続きうさぎを愛でた。やっぱりこの人は珠大のお母さんだと思った。

　僕はちょうどテレビで流れていた学内チャンネルに目をやる。放送研が自主的に制作している大学情報番組で、今やっている休きゆう講こう予よ報ほうなどは休みを作るためには大変便利だ。これから縁結びは休講や空きコマの時にやることにして、夜はなるべく早く帰ろうと心に誓ちかった。




　　　∫




　翌日は大変健すこやかだった。

　朝から講義に出席して勉学に励み、心地よい疲労と充足を感じながら生協食堂のオープンテーブルで生姜しようが焼やきランチをいただく。勉強とは楽しいものなのだなあと三年次になってついに気付いた。少なくともストーキングよりはよっぽど気分が良い。

　対して露ろ骨こつに不満気なのが隣となりの椅い子すでちくわ天を食はむうさぎさん。

「いつ縁を結びに行くのか」

　うさぎさんは片耳で摘つまんだ縁の紐をプラプラと振った。昨日きのう拾った紐はほのかに光っていて縁結びの兆しが既すでに出ている。

「だからもう暇ひまな時しか行かないって言ったでしょう。休講でもあったら行きますよ」

「その休講はいつあるのだ」

「神様にでも聞いて下さい」

「わしは知らんが」

「神レベル低いんですようさぎさん」

「失しつ敬けいな。昨日ビバロイヤルクイーンレベルに到達したわ」

　それはうさぎさんがやっているゲームのレベルである。もうゲーム内ファッションをほぼコンプしてしまったらしく、新しいのを買えとせっつかれている。

「でもまだグロリアスコズミックハニーレベルが残ってるんでしょう」

「く……モモプラムの星ラメヘアバンドが手に入らんのだ……あとフランソワーズのムートンメガネ……」

「何言ってんだかわかりません」

「それはお前のオシャレートが低いからええいっそんなことはどうでもいいっ休講だ休講はいつなのだっ」

　僕は仕方なく、食べ終わったトレイを片付けて食堂内のテレビ前に向かった。

　テレビの前にはすでに二十数人の学生が陣じん取どっていた。一三時一五分からの休講予報待ちだ。ふぁんふぁんふぁ　ふぁーんとのんきなＳＥが響き、定刻通り番組は始まった。とはいえこれも学生が作っているプログラムなので中身は大分シンプルだ。

　画面の中のスタジオには無造作にホワイトボードが置かれ、そこにマグネットで休講になりそうな講こう義ぎ名めいと時間がぺたぺたと貼られている。その横で女子アナもとい女子アナ役の学生が何も言わずに微笑んでいる。それだけである。

　常識的に考えてみれば、この講義は多分休みでしょうなどと学生が勝かつ手てに宣言するのはやはり問題がある。けど放送研は「この番組は女子アナの笑顔をお送りするだけの番組であり、たまたまスタジオにあった放送研私し物ぶつのホワイトボードが映り込むことがありますが他意はありません」という体ていを作り上げて法の目を潜くぐっていた。というか教授達も休講予報を頼りに予定を組んだりするのでぶっちゃけ大学公こう認にんではあるけれど、まあ建たて前まえというのは大事だ。あと本当に女子アナの笑顔だけを見ている固定ファンも割といるから全くの噓うそではない。休講予報担当アナ小こ玉だま美み夜や子こ（二年次）は今日きようも一分間微笑み続けて放送は終わった。休講の予報は無かった。うさぎさんは地じ団だん駄だを踏んだ。過ごしやすい一日であった。




　　　∫




　予報通りに開講された午後の講義が終わり放課後になった。

　三号館を出ると植え込みの中からうさぎさんが現れた。まだしぶとく縁の紐を持っている。

「さ、結びに行くぞ」

　僕はスルーして通り過ぎた。当然付いてきた。

「どこに行くんじゃ」

「自治会に決まってるでしょ。放課後は仕事があるんです」

「ならその後でいい」

「そしたらもう夜ですよ。学生は大たい半はん帰ってますから縁探しは無理です」

　冷たく言い放って先を急ぐ。別に悪いとも思わないし間違ったことも言っていない。僕は僕の暮らしを営むだけだ。

　しかしその時、背後で不ふ穏おんな気配がした。振り返ればうさぎさんが耳で持っていた紐を前足で押さえつつ、自由になった両耳をスーッと左右に開いていく。僕はこのおぞましき挙きよ動どうを知っている！　今まで幾いく度どと無く僕を貶おとしめたこの動きを！

　これこそうさぎさんの持つ最悪の切り札！　縁を切断するはさみをちらつかせて良縁を人ひと質じちにとり、罪のない人間を奴ど隷れいとする非ひ道どうの極きわみ！　うさぎ流最さい凶きよう奥おう義ぎ・縁切りの構えなのである！

　が。

「いつまでもそれに屈する僕じゃあありませんよ」

「なっ」

「切るというなら切ればいい！」

　僕は言った。言ってやった。切られたらもの凄すごく困るけど言ってやった。

　これまで僕は、うさぎさんの縁切り怖さに為なす術すべもなく働かされてきた。

　だが考えてもみてほしい。もし言うことを聞かずに縁を切られたら僕は不幸になるだろうが、同時にうさぎさんも僕を従えるカードを失うことになる。人質は生きているからこそ価か値ちがある。向こうだってそう気軽には切れないはずなのだ。

　だから僕は戦う。一方的に搾さく取しゆされる時代に今日終しゆう止し符ふを打つ。うさぎの圧あつ政せいを覆くつがえし、対等な関係を手に入れるのだ！

　うさぎさんが耳のはさみをチョンとやった。

「ひ」

　僕は悲鳴を上げた。慌あわてて目を凝こらすと縁の紐が浮かび上がってくる。うさぎさんの耳はさみは紐から僅わずか一センチの場所を切っている。威い嚇かくである。僕は心臓をバクバクさせながらも、その場で足を踏ん張って耐えた。ここで平へい伏ふくしたら元の木もく阿あ弥み。折れてはならない、折れてなるものか。

　うさぎさんがチョキチョキチョキチョキチョキとやった。

「あああああぅぅぅ」

　嗚咽を漏らす。ブラフだと思っていても超怖い。

　けれど僕は絶対に愛あい玩がん動物の軍ぐん門もんには下らぬという矜きよう持じをもってしてうさぎさんを睨にらんだ。

「ふむう」

　うさぎさんが力を抜いて、両耳を左右に垂たらす。

「強くなったではないか」

「鍛きたえられましたからね……もう以前の僕と思わないで下さい」

「認めざるを得まい……ゆかりよ、お前はもう一人前の男である」

「うさぎさん」

「ならばわしも、それ相そう応おうの扱いをしてやらねばな」

　そう言うとうさぎさんは、兆しの出ている縁を持ち上げてみせた。

「聞け、ゆかり」

「なんですか」

「この兆しの縁を結んだ暁あかつきには、わしが切ってしまったお前の良縁、結び直してやろうではないか」

「え？」

　僕は一いつ瞬しゆん目を丸くして、そしてすぐに思い直す。

「いや、だって……結び直すと言っても兆しが出ないことには無理なんでしょう？　そんな都つ合ごうよく僕の縁に出るわけが」

「兆しには、心持ちが影響すると教えたな」

　言われて僕は頷く。以前にうさぎさんから〝心が変われば縁が変わる〟という話を聞いたことがある。ただ、好きとか嫌いの心しん情じように沿って変わるというよりは、色んな方へ好き勝手に変化するという感じだったけれど。

「縁は様さま々ざまなものの影響を絶えず受け続けているからの。しかしその中でも、一番兆しへの影響がでかいファクターがある」

「なんですか？」

「わしの心じゃ」

「…………えー」

「いや、ほんに」

　うさぎさんはおばちゃんみたいな手付きで言う。

「考えてもみろ。自分で言うのもなんじゃが、わしは縁結びの神様的なものであるわけだから。わしが結びたいと思う縁が光って、わしの興味が無い縁が光らぬのは当然と思わんか？　そりゃあ一〇〇パー光るとは言わんが、わしの体感ではこのプラシーボ効果が結けつ構こうばかにならんのだ」

「じゃあうさぎさんが僕の縁を結びたいと強く思えば……」

「七、いや、八割光る」

「まじですか」

「ひれ伏せ」

「ははーっ」

　僕はうさぎ神様に最さい敬けい礼れいを捧ささげた。もはや偶ぐう然ぜんを待つしかないと思っていた僕の良縁がすぐにでも復活するというのである。そんなの早く言えという気もしないでもなかったが、とにかく大だい吉きつ報ぽうには違いない。

「では約束通り、まずこの誰ぞの縁を結びに行こうではないか」

「荷物置いてすぐ行きましょう！」

　僕はうさぎさんを丁てい重ちように抱きかかえ、小走り＆小こ躍おどりで自治会に向かった。もう今月だけで十四本も結んでいるのだからあと一本くらいチョチョイのチョイ三さぶ郎ろうである。今日明あ日すにでも片付けてさっさと本題に入ろうじゃないか。僕が主人公の物語がついに始まるのだ。

　そう勢い込んで自治会室の戸を開けると、テレビカメラを担かついだ男が僕にレンズを向けた。




　　　∫




「おかえりなさい」

　西院さんが普通に言う。

「ただいま帰りました、ええと、このカメラの方は」

　言いながら僕は知らないカメラマンの顔を見た。見たけどカメラの横から飛び出た液晶モニタが邪じや魔まで見えなかった。ただ唯ゆい一いつ見えていたキャップの文字で素す性じようを確認する。

「放送研？」

　男は放送研究会のカメラマンのようだった。

「お邪魔しています」

　カメラマンがカメラを構えたまま会え釈しやくする。顔が見えないせいでカメラ自体が会釈したようになって映画泥どろ棒ぼうみたいだった。背が高いのもそれっぽい。映画泥棒は経済学部三年の尾び藤とうと名乗った。学部は違うけど同年だ。

「どうも、自治会の波多野です。まあどうぞ」

　僕がパイプ椅子を勧めるとカメラマンは「仕事柄がら立っている方が楽なんで」と言って着座を固こ辞じした。まあ確かにカメラを担いだまま座ったら落ち着かないだろうなと一瞬納なつ得とくしかけてすぐにカメラを置けよと思い直す。

「それで放送研のカメラさんがどんなご用件で？」僕は先に応対していた西院さんに聞いた。「何かの取材ですか」

「自治会じゃなくてゆかり君に用事みたいよ」

「僕？」

　なんの用でしょう、と聞いてみる。

　しかしカメラさんはカメラを構えて突っ立ったまま返事をしない。

「あのう」

　カメラさんは微び動どうだにしない。

「これはどういうことでしょう西院さん」

「何か言いにくい話なんじゃない」

　この映画泥棒のどこを見てそう判断したのかわからないが、どうやら西院さんの言った通りらしく、カメラさんはカメラを上下させて頷いた。

「じゃあ私は席を外すから」

　言って西院さんは離席した。カメラさんは「すいません」とだけ答えた。これも職業柄なのか、あまり声を出して話すのは得意ではなさそうだと思った。渋くて良い声なのに。

　西院さんが出て行って、部屋には僕と口下手なカメラとうさぎが残された。なかなか如何いかんともし難いトリオだった。僕が進行しないと一切進まなそうだ。

「用事というのは……」

　そう切り出すと、カメラさんは無言で、物がいっぱい入ってそうなベストのポケットを漁あさった。そこから一枚のブルーレイを取り出すと、やはり無言でそれを差し出す。見ろということらしい。

　自治会のレコーダーにディスクを入れて、僕はうさぎさんと一緒に観み始はじめた。

　３、２、１という業務用映像っぽいカウントダウンの後にタイトルが出る。どうやらこれは放送研で作った学内チャンネル用の番組らしかった。

『入学おめでとう！　春のにわかカップル特集』

　祝ってるのか妬ねたんでるのかよくわからない番組だ。

　画面にはまず大学通りが映し出され、放送研のリポーターが通りすがりの学生にインタビューを始めた。男女の二人組と見るや否いなや話しかけ、カップルでなかったら舌した打うちして通り過ぎ、カップルでも付き合いの長い二人だったら舌打ちして通り過ぎ、新入生を含むカップルを見つけた時だけ舌打ちしてインタビューしていた。大おお筋すじで妬んでいるらしい。

　ただインタビューされる新カップルの方はまさにこの世の春状態なので、独り者の妬み嫉そねみなど全く意に介かいさず幸せオーラを振りまいている。リポーターはそれでさらに目つきが悪くなっている。勝者と敗者のわかりやすい番組だ。

　しばらく見ていると、うさぎさんが耳で僕の袖そでを引っ張り、小声で呟いた。

「（今わしが映った）」

「（気付きませんでしたけど）」

「（戻せ戻せ）」

　僕はカメラさんに一ひと言こと添えて巻き戻す。インタビューされるカップルのかなり後方で、うさぎさんを抱えた僕が通り過ぎた。

「あ、いた」

　ただ通っただけなのだけど。それでもテレビに自分が映るというのはにわかに興こう奮ふんするものだ。うさぎさんも誇らしげにフフンと鼻を鳴らした。

　と、そんなことより用件だ。ここまで五分見たけれどまだ意図がわからない。再びビデオを再生する。次のカップルの後ろにも僕らが通った。

「（あ、また）」

「（なかなかキュートに撮れておるではないか）」

　その次のカップルの後ろをまた通った。

「（結構映るもんですね）」

「（そうじゃのう）」

　また通った。

「…………」

「…………」

　いい加減、僕らも気付く。

　そう、よくよく見れば。インタビューされているカップルの大半は、僕らが縁を結んだカップルなのである。

　考えてみればそれも当然で、最近の僕らはずっと兆しの出た縁を結んだり、結ぶ前に学生を付け回したりしていた。だから初うい々ういしいカップルや、まだカップルじゃないけどそういう空気の二人組を狙ってインタビューしているならば、必然的に僕らがそばをウロウロしていることになる。

「編集で切ったところにも波多野がよく映っていた」

　僕はびっくりして振り返る。寡か黙もくなカメラさんが渋しぶい声で喋っている。

「新入生の絡んだカップルのそばには必ずお前がいた」

「それは奇き遇ぐうですね」

「インタビューした何人かはお前のことを覚えていた。ストーカーだと言っていた」

　カメラさんの尋問みたいな強い言葉が続く。

「ははは、僕がストーカーだなんて」

　僕は雑にしらばっくれた。

　するとカメラさんはリモコンを取って映像を早回しにした。番組のチャプターが終わった後、未編集っぽい学内の映像が流れ始める。そこからまた再生が始まる。

　画面のど真ん中に僕が映っている。

　テレビの中の僕は物凄く挙動不ふ審しんで、周りからも丸わかりの下手糞くそさで前方の男女を付け回していた。言い訳のしようもなくストーカーだった。

　そして映像の僕はそさくさと男女の背後に近づくと、片手をフードの中に突っ込んで一ひと際きわ怪あやしい動きを見せた。カメラの位置からは微妙に陰になっているので具体的に何をしているのかは判はん然ぜんとしないけれど、無条件で職しよく務む質問していいほどに不審だった。そこでピタリと一時停止になる。

「こういう妙みような動きをした後、波多野はストーカーをやめて、また別の学生を付け回し始める」

「それは、まあ、なんというか」

「すると程ほどなくして、ストーカーしていた男女が付き合い始める」

　僕は恐る恐るカメラさんの方を見た。

　同時にカメラがぐるりとこちらに向いた。大きなレンズが真ま正しよう面めんから僕を見み据すえる。隠していることを全て見抜かれてしまいそうな、嫌な悪お寒かんが背せ筋すじに走る。

　カメラさんは言った。

「波多野、お前、縁結びの力を持っているだろう」
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「なに、を」

「何か不ふ思し議ぎな力で男女の仲を取り持ってるんだろう。俺おれはここしばらくお前の挙動を追い続けていた。波多野が妙な動きをした後に付き合い始めた新入生が何人も居るし、付き合ってはいなくても確実に距離が縮んでいるんだ」

「そんなの勘かん違ちがいじゃないですか？　わからないでしょ距離が縮んだなんて」

「映像で見ればわかる。一〇センチから二〇センチくらい縮んでいる」

　実際の距離の話だった。本当かよと突っ込みたくなるが、数字で示されると妙な説得力がある。

「お前が縁結びをしたとしか思えない」

　カメラさんは椅子から立ち上がると、座ったままの僕にグググと寄った。頭ず上じようからレンズが近付いてくる。ズームとかではなく直じかにグイグイと。今撮っているのかどうかは知らないけど、それでもレンズを向けられているというだけで噓が吐けないような謎なぞのプレッシャーが掛かる。

「と」

　僕は逃げるように立ち上がり。

「トイレ」

　逃げた。

　慌てて自治会室のトイレに駆け込む。ガチャガチャ鍵かぎを掛け、バクバクと打ち続ける心臓の落ち着きを待った。

　バレてる……。

　頭がパニクっていた。どうしよう。もしバレたら……バレたら……どうなんだろう。

　落ち着いて考えてみる。今日までなんとなく隠してきてしまったけど、縁結びの事って人にバレたらやばいんだろうか。こういう場合、秘密が知られたら政府の実験台というのがテンプレだけど……でもその時はうさぎさんだけを差し出せば……とはいえ僕も見える人間だとか言われて一緒に連行されそうだし、やはりバレないに越したことは……。

　ぺすんと後こう頭とう部ぶを叩たたかれた。

「何を焦あせっておる阿あ呆ほう」

　うさぎさんだった。トイレに駆け込む時に服に張り付いてきたらしい。

「だって、縁結びのことがバレて」

「落ち着け。まだバレとらんしバレようもない」

　うさぎさんが肩まで登ってきて、やれやれと説明する。

「いいか。縁が見えるのはわしとお前だけじゃ。見えんものをいくら有ると言っても誰も証明できん。というかわしらにだってできん」

「それはまあ、確かに」

「第一な、縁を結んでも本来はすぐにカップルになったり、距離が縮まるものではないんじゃ。最近そうなのはたまたま春だからであって、学生の浮かれ気分がそうさせているだけである。そんなん何の証しよう拠こにもならん。去年も一昨年おととしもカップル誕生率は同じである」

　うさぎさんに諭さとされて段だん々だん冷静になってくる。言われてみれば春先の大学は例年こんなものだった。新入生なんて勝手に仲良くなって勝手にくっつくものだ。

「〝縁結びの力〟など証明する方が難なん事ごとじゃ。お前がオタオタさえしなければ済む話である。知らぬ存ぜぬで通せ」

「なるほど……わかりました」

「まったく。こっちは忙しいんじゃぞ。あんな妙な奴はさっさと追い返すのだ」

　うさぎさんは光った縁ひもの紐を耳で持ち上げて見せた。そうだった。僕は今忙しいのだ。この縁を早く結んで、それから自分の縁を修しゆう復ふくしなければ。

　二、三度深呼吸して、表情を造り込んでからトイレを出る。

　カメラさんがトイレから出てきた僕にカメラを向けた。やな映像を撮らないでほしい。僕は努めて冷静に席に着いた。

「さあ答えろ」

「なにをです？」

「縁結びの力があるんだろ」

「いや、さっきから何のことだか」

「じゃあこれは何をやっているんだ」

　カメラさんは先さき程ほどの映像を繰り返し流す。僕が男女の後ろから近づいて白い塊を出したり引っ込めたりしている。うさぎである。

「うさぎを出したり引っ込めたりしてたんです」

　僕はうさぎさんを抱いて見せた。

「なんでそんなことを」

「て、手て品じなの練習」

　今のはとっさの割には適切に返せたと思う。うさぎを出したり引っ込めたりするといえば手品だ。なんの違い和わ感かんもない。

「…………」

　だがカメラさんが疑ぎ惑わくのレンズを向けてくるので、仕方なく僕は手品を披ひ露ろうすることにした。

　自治会の玩具おもちや箱ばこからトランプを出してきて、カメラさんに一枚引いてもらう。

「引いたカードをこのうさぎにこっそり教えてあげて下さい」

　カメラさんがうさぎさんに耳打ちした。その後うさぎさんはテーブルに広げたカードの中から見事ハートの８を選び出した。

「すごい」

　カメラさんは素直に驚いている。人じん語ごを解かいするというだけで何の打ち合わせもなくできる芸で申もうし訳わけなく思う。

「これで僕の趣味が動物マジックだと信じてもらえましたか」

「じゃあ縁結びの力はないと……」

「ないですよ……当たり前でしょう」

　わざと冷たく言い放す。カメラさんは未だに懐かい疑ぎ的てきな空気を出していたけれど、「縁結びの力がある」なんて言う自分の方が非常識なのはよくわかっているようで、その場で黙って俯うつむいてしまった。

　床を撮影するカメラのオートフォーカスがウィンウィンと物もの寂さびしく響いている。

「（ほれ、後ひと押しじゃ）」

　フードの中のうさぎさんが耳をシッシッと振り、さっさと追っ払えと急せかした。カメラさんの意気消しよう沈ちんぶりは目に見えていて、もう帰ってもらうのは楽らく勝しようだ。だから僕はこの不ぶ躾しつけで失礼なカメラさんに、最後に一言言ってやったのだった。

「あの……事情があるなら話くらいは聞きますけど」
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　学内をカメラさんの後に付いて行く。フードから不機嫌極まりない声がした。

「（毎度毎度なんなんじゃお前は）」

「（すいません、つい気になって……）」

「（兆しの縁がもう手元にあるのに、なんでわざわざ他の縁なんぞ見に行かねばならんのだ）」

　まったく仰おつしやる通りだ。

　カメラさんの用事というのは、まあとどのつまり、僕に縁結びをしてほしいということらしかった。詳くわしいことはまだ聞いてないけれど、まずはその相手を見てくれと言われて、今僕はのこのこと案内されているところだ。うさぎさんが引き続きぼやく。

「（これで最後にしてやると言うたじゃろうが。忘れたのか）」

「（忘れてませんけど。でも話を聞くと言っちゃった手て前まえ）」

「（そっちも光っとったら二本とも結ばせるからな）」

　僕はうへぇとなったが、一〇〇％自分の責任なので文もん句くも言えない。

「（ま、それはなさそうじゃがの）」

　うさぎさんが耳を上げる。兆しの出ている縁とは別に、紐をもう一本をつまんでいた。そっちは光っていない。目を送ると、すぐ根本に辿たどり着いた。前を歩くカメラさんの縁だった。

「（こやつの目当てが誰かは知らんが、こりゃ望み薄であろう）」

「（そういうのわかるんですか？　光る前なのに）」

「（わからんが。あれに恋人ができると思うか）」

　僕はカメラさんを見た。会ってから三十分経たっているけれど未だにレンズしか見ていない。合コンでもああなんだとしたらうさぎさんの言う通りだろう。

「（兆しが無いのを確かめたらすぐ帰るぞ）」

　言ってうさぎさんはフードに引っ込んだ。

　カメラさんと一緒にサークル棟に辿り着く。相手は放送研の部室にいるという。

　珠山大学放送研究会は数あるサークルの中でもかなり歴史の長い古こ参さんの団体だ。サークルＯＢには有名ディレクターやプロデューサーも多数いて、放送研に入りたくて珠大に来る人間もいるほどの大学名物サークルである。

　サークル会員はリポーター、アナウンサー、ディレクター、裏うら方かた等とうを分ぶん担たんし、チームに分かれて自分たちの番組を作っている。制作した番組は学内の専用チャンネルで流すのだけど、ラジオ番組などは大学周辺でも聴ちよう取しゆできるため近きん隣りん住民にもファンがいたりする。それほどの有力サークルなので、会員数も多ければ予算も潤じゆん沢たくで部室も広い。

　そんな放送研の部室に僕らは辿り着いた。サークル棟一階最さい奥おう、もっとも広い二部屋の連結である。

　中に入ると十数人の学生が地図や本を広げて色々相談していた。機材の準備をしている人もいて多分これから取材に行くのだろう。さすがに活気のあるサークルだ。

　カメラさんは他の会員に軽く挨あい拶さつすると、部屋を横断して隣室につながる鉄のドアを開けた。

　隣の部屋は放送研の専用スタジオだ。

　真っ白い壁で覆おおわれた箱の中には、ハリボテの舞台やセットの道具が所ところ狭せましと並んでいる。天てん井じようにはでっかい照明が吊り下げられ、テレビで見るような大型のカメラが三台もある。知らない人が見たなら学生サークルのスタジオだとはとても思わないだろう。

　これらの道具は六十年前からの歴れき代だい会員が部費でコツコツと買い集めたものである。なのでよく見れば、機材はどれも使い込まれてかなり古い印象を受ける。僕はつい自治会目線になって買い替え申請の断り方を考えたりした。

　スタジオの中には数人の学生がいて、教授らしき年ねん配ぱいの先生が台だい本ほんを持って何やら指示している。今は番組の撮影中らしかった。

「あ、カメラさん」

　と、女性の声がカメラさんを呼んだ。僕はそちらを振り返り、その人の顔を見ておおう、と色めき立つ。

　声をかけてきたのは珠大の誰もが知る人気女子アナ、癒いやしの笑顔で学生を魅み了りようしファンクラブまで存在するという休講予報担当・小玉美夜子であった。

「カメラさん探していたんですよ。どこに行ってたんですか」

「特集番組の下調べだ」

「こちらの方は？」

「自治会の波多野だ。取材の相談をしていた」

「そうですか。小玉です。よろしくお願いします」

「あ、いえ、ご遠えん慮りよなく」

　小玉アナの素す敵てきな笑顔に当てられてよくわからない返事をしてしまう。学内放送で毎日見ているけど、実物の小玉アナは顔が小さく目が丸く、映像で見るよりも三割増しで可か愛わいく見えた。なるほどファンクラブができるわけだと納得する。

「教せん授せいならあっちだ」

　カメラさんが奥にいる教授を指差す。小玉アナはファン垂すい涎ぜんの笑顔で会釈して去っていった。僕ははぁ……と呆ほうけた。

「さすが女子アナ。美人ですね」

「どうだろうか」

「いやいやカメラさん。あれは誰が見ても美人ですよ。知り合いだから感覚が麻ま痺ひしてるんじゃないですか。もったいない」

「そうではない」

　僕はカメラさんのカメラを見た。レンズがこっちを向いた。カメラさんはそれからもう一度、向こうに行った小玉アナの方を向いた。

「どうだ、結べるか」

「え」

　……ええと。

　それは、つまり。

　僕も同じようにカメラさんを見て、それから小玉アナを見た。フードからうさぎさんが顔を出し、カメラさんを見て、小玉アナを見た。それから小声で言った。

「（ない）」

「（ちょっと、失礼じゃないですかうさぎさん）」

「（お前だって思ったじゃろうが）」

　口くち籠ごもる。反論が難しい。

「（いや僕はその、カメラさん本人がどうというわけでなくですね、小玉アナは学内のアイドルですから競争率高いんじゃないかなとですね）」

「（よし、ちょっと見てくる）」

　うさぎさんはフードから飛び降りると、ピョンピョンと小玉アナの背後に近づいていく。そして本人に気付かれぬまま、ピョンピョンと戻ってきた。帰ったうさぎさんを抱き上げる。

「（兆しは出とらんのう）」

「（そうですかあ）」

「（このカメラ男にもない。つまり無縁じゃ）」

　なんとなくわかっていた事とはいえ、いざ結果を告げられると沈ちん鬱うつな気持ちにならざるを得ない。

　カメラさんのレンズが再度僕に向く。

「どうだ波多野」

　期待の光に満ちたレンズがウィンウィンと僕をフォーカスしている。そんなレンズで見られても兆しが出ていなければ縁を結んであげられないし、かと言って無縁ですよという残ざん酷こくな真実を教えられるわけでもない。

「僕に言われましても……」

　結局、ごまかし笑いで茶を濁にごした。

「こういうのは本人同士のことですので、部外者の僕が何かするわけにも」

「そんなことはわかってる。それをおして頼んでいる」

「いや、僕は本当に何もできませんよ？　さっきも言いましたけど縁結びなんて非科学的な力はありませんからね……。もしあったとしても、そんな力で女性の気持ちを動かすなんて馬ば鹿かげているじゃあないですか。小玉アナは普通に小玉アナの好きな人と結ばれるのが一番自然でありまして」

「だから」カメラさんのフォーカスがウィンウィンと動いた。「その好きな相手とくっつけてほしいと言っている」

　僕はきょとんとした。

「小玉と、小玉の好きな相手の縁を結んでほしいんだ」

「え、カメラさんとではなく？」

「何を言ってるんだお前は」

　どうやら勝手に勘かん違ちがいしていたらしい。

　けどカメラさんではなく小玉アナの恋バナならば、そっちの方が全くもって簡単な話じゃなかろうか。

　縁とか関係なく、小玉アナに好きだと言われて落ちない男は珠大にいない。わざわざ縁結びに奔ほん走そうしなくても本人の告こく白はく一発で済みそうな、何の苦労もない案あん件けんに思えるのだけど。

「小玉アナの意い中ちゆうの相手って誰なんですか？」

　僕が聞くと、カメラさんはもう一度小玉アナの方を指差した。

「あの人だ」

「え、どの人」

「隣に居るだろう」

　僕はカメラさんの話が一瞬理解できず、理解してからも腑ふに落ちず、抱えたうさぎさんと顔を見合わせてしまった。

　小玉アナの好きな人というのは、彼女のすぐ隣で打ち合わせをしていた、渋くて落ち着いていて包ほう容よう力りよくのありそうな。

　六十になろうという顧こ問もんの教授であった。
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「里さと見み教せん授せいは放送研のＯＢだ」

「三十年間テレビ局に勤められて、ディレクターとして数々の名番組を制作された。民放連れん盟めい賞しようも放送文化大賞も取った。今も語り継がれる伝説のディレクターだ」

「五年前に局を退職して珠大の教授に就任された。放送研の顧問にもなって下さって、番組制作を熱心に指導していただいている。放送研の学生はみな里見先生を尊そん敬けいしている」

「俺も先生に憧れて珠大放送研にきた」

「だが俺より、どの部員より、一番先生を慕したっているのが小玉なんだ。だから」

　小玉と先生の縁を結んでくれ、とカメラさんは言った。

　談話室のベンチで缶かんコーヒーを啜すすりながら話を聞く。カメラさんは相変わらずカメラを担かついで立っている。

「うーん……」

　僕は眉をハの字にした。色々とハードルの高そうな話だった。

「まず里見先生ってお幾つです？」

「六十歳さいだ」

「ご家族は」

「六十年来独どく身しんを貫かれておられる」

「小玉さんの方は」

「二は十た歳ちだ。恋人もいない。どうだ、何も問題はないだろう」

　ここまで聞いただけなら、まぁ極きよく端たんな歳としの差はあるにせよ、絶対にダメということではなさそうだけども……。

　ただ、あと一点。これだけはきちんと知っておかないといけない情報がある。

「小玉さんの気持ちはどうなんです？」

　僕は一番大切な事を聞いた。

「小玉さんは、里見先生と交際したいと思ってるんですか」

「思ってる」

「本人がそう？」

「言ってはいないが」

「じゃあなんでわかるんですか」

「俺は小玉と同じチームのカメラマンだ」カメラさんは胸を張った。「小玉の考えていることなど、カメラに撮れば全て解わかる」

　説得力があるような、やっぱり全く無いような言い分だった。僕は缶を捨てるフリをしてその場を離れ、パーカーのフードに一言相談してみる。

「どう思いますか」

「どうもこうもない」

　うさぎさんがダルそうに答える。

「おかしいじゃろうが。六十男と女子大生とか」

「まぁそうですけど……。でも世の中には歳の差カップルも沢たく山さんいるわけですし」

「そもそもどっちも光っとらんし」

　そうなのだ。うさぎさんの言う通り、小玉アナの縁も里見教授の縁も今は兆しが出ていない。つまり結ばれるべき時期じゃないということになる。

「そんなもんの相手をしてられるか。百ひやつ歩ぽ譲ゆずってどっちかでも光り始めたら結んでやる。じゃが今は全く時期でない。というわけで」

　はよ断れ、と言ってうさぎさんはフードの中で丸まった。

　ビジネスライクだなと思いつつも、僕も大おお筋すじで同意見だ。日ひ頃ごろから人のお節せつ介かいを焼いて痛い目を見ている僕だけど、人のお節介を焼く人のお節介まで焼き始めたらもう身が持たないのはわかる。

　僕はカメラさんの所に戻った。そしてわざとため息混じりの演技をしながら話す。

「カメラさん、さっきも言ったんですが……僕には縁結びの力なんて無いんですよ」

「噓だな」

　カメラさんは意い外がいにも強く否定した。さっきは折れかかっていたのに。

「今日見ていて思ったが、やはり波多野は怪しい」

「どこがですか」

「持ち歩いているうさぎを放ったり回収したり、フードにぼそぼそと話しかけたりするところがだ」

　仰る通りで全く否定できない。最近悪い意味で慣れてしまい小声で話せば問題ないと思い込んでいるが、それでも普通に独り言であり怪しい奴なのだと今いま更さら気付く。

「俺がカメラを通して見るに、どうもそのうさぎに重要な役割があるようだ」

「う」

「そのうさぎを使って縁結びをするんだろう。そうなんだろう。俺のカメラは誤ご魔ま化かせん。認めろっ、そして小玉の縁を結べっ」

「うう」

　カメラさんが物凄い勢いで詰め寄ってくる。合わせてウィンウィンとズームもしてくる。僕はずりずりと後あと退ずさり、談話室の壁に追い詰められた。縁結びの力なんて一切認めてないけど、こうまで強く思い込まれてしまうともう反論しても聞いてもらえない気がする。ピンチだ。いったいどうしたら。

「（ええい、まだるっこしい）」

　壁と僕に挟まれて憤いきどおったフードが突とつ如じよ荒ぶった。

「（いいかゆかり、ちょっと黙っておれ）」

　うさぎさんがそう囁ささやいた。何をする気なのか不安だけど、追い詰められた僕は指示に従う他なかった。

「さあ白状しろ波多野っ。こちらの手元にはお前の挙動不審映像もまだたっぷりと」

『──カメラマンよ──』

「うん？」

　僕は驚きの声が漏れそうになるのをグッと堪こらえた。

　なんとうさぎさんは、フードの中だと思ってカメラさんに直接喋りかけたのだ。しかもなんか偉そうな感じの声色で。

『──聞けカメラマンよ──』

「声が、波多野以外の声が聞こえる」

『お主の言う通り。わしはこの者を守しゆ護ごする縁結びの神である──』

「ほ、本当に……？」

　カメラさんは本気で戸と惑まどっている。僕が口を噤つぐんでいるのに僕と違う声が喋りかけてくるのだからそりゃあ超ちよう常じよう現象に思えるだろう。

『──おいカメラ──』

「は、はい」

『──これより、あの女と老人の縁を結ぶ方法を授けて進ぜる──』

「えっ？　お、お願いします！　教えてください神様！　何なに卒とぞ！」

『──この学まなび舎やのいずこかに、人の縁結ぶ力持つ、伝説の桜の木がある──』

「そ、それはどこにあるのでしょうか」

『──いずこかじゃ──その木を見つけ出せカメラよ──さすれば恋の縁結びなど──ポポイポイ──である──ある──ある──』

「神様ありがとう！」

　うさぎさんのエコーの演技を聞き終わらぬうちに、カメラさんは勢い勇んで走り去っていった。

『ある──ある──』

　まだしつこくエコーしているフードに僕は聞いた。

「うさぎさん、この大学に伝説の桜なんて物があったんですか？」

「あるわけないであろうが」

「ひどい」

「縁結びのプロがそんなにわらわら居てたまるか。じゃが、これでもう奴やつは来まい。無いものはいくら探しても見つかるまいからな。さ、ゆかり、こっちの縁結びに専せん念ねんせい」

　うさぎさんが光る縁をフルフルと振る。

　僕はカメラさんにはちょっと悪いと思いつつも、流石さすがに今回は付き合えないなと諦めてうさぎさんに同意した。。

　彼に結びたい縁があるように、僕にも結びたい縁はある。

　切れたと判わかっている自分の縁を、ずっとそのままにしてはおけないのだ。
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「あるよ。伝説の桜」

　自治会室でお茶を噴いた。うさぎさんもカリカリを噴いた。

　翌日の放課後に縁結びへ行こうとした矢先、西院さんの知識庫から非常に厄やつ介かいな情報が湧わいて出たのだ。

「山の中だけど」

　西院さんが壁に貼られた大学構内図で場所を教えてくれる。指差された地点は大学西側の山中だった。書類上は大学敷地内に違いないのだけど、学内と呼ぶにはあまりにもナショナルジオグラフィックな山林の奥である。

「あの、西院さん。僕その桜の話初耳なんですけど……それって結構有名な話だったりします？」

　不安混じりに聞く。珠大の完全なデータベースである西院さんの頭脳が回転を始め、怪しい都市伝説の情報が検けん索さくされる。

「有名だったのは三十年以上前ね。昔は縁結びのご利り益やくがあるって持て囃はやされていたようだけど。場所が場所だから行く人も減って伝説も消えたみたい。最近の学生は聞いたこともないでしょうね」

　最近の学生の西院さんがスラスラと答えたが、この人はチートなので数に入れなくていい。もう廃すたれた話だとわかってホッと胸をなで下ろす。

「まあ知っている人がいるとしたら、大学マニアの珠大史研究会か、」

　自治会室の扉とびらがスパーンッと開いて、頭がカメラになった人が飛び込んできた。

「伝説の桜あったぞ波多野！」

「昔の番組資料を持ってる放送研くらいでしょうね」

　僕は激しく動どう揺ようしてうさぎさんを前後に振った。

「（完全に墓ぼ穴けつじゃないですかうさぎさんっ）」

「（落ち着け、落ち着け、そうだほれ、桜の木で縁結びなどと言うなら、花が咲いておらんと話にならんじゃろうが、もう五月前じゃ、つまりまた来年ということ）」

　その二秒後に西院さんの脳内ウィキペディアが再検索されて、伝説の桜が遅咲きの霞かすみ桜ざくらで今も咲いていることを教えてくれた。

　カメラさんは僕の肩をガクガクと揺すって次はどうすればいいんだ神様！　と神しん託たくを求めた。僕はガクリと放心し、うさぎさんは悔しそうにテーブルをバシバシ叩いた。西院さんはその愛らしい憤り姿を携帯ムービーに撮っていた。
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　全人類が知っていることだが山登りは辛つらい。ましてや大学周辺の山は登山道もない野山なので足でも滑らせれば遭そう難なんの危険すらありえる。学内での遭難事件は自治会としても避けたいので僕は注意して山道を登る。

　うさぎしか荷物のない軽けい装そうの僕を尻しり目めに、前方では業務用カメラを担いだカメラさんが黙もく々もくと山を登っていく。カメラを持っていない方がバランスを崩すのだという。背骨が片側に曲がってるんじゃないかと他ひ人と事ごとながら心配になった。

　山に登山道はなかったけれど、僕らの行く手には微かすかな獣けもの道みちが残っていた。三十年前の学生が行き来した名残なごりだと思われるが、流石に四し半はん世せい紀き経っていると荒れ放題だ。岩や木の根を踏み越えて、鬱うつ蒼そうとした草くさ薮やぶを搔き分けながら進む。

　十五分くらい登ったところで、やっと開けた場所に出た。

　ゆるい斜面の途中の広場に大きな木がぽつんと立っている。枝にはピンクの霧かすみみたいな桜の花が慎つつましやかに咲いていた。持ってきた地図と携帯の地図を見比べる。山の中で大おお雑ざつ把ぱな位置しかわからないけど、周りを見てもそれらしい木はないし多分間違いないだろう。

　縁結びの力持つ伝説の桜である。

　僕らは木に近づいて花を見上げた。綺き麗れいだった。カメラさんは職業病なのか一番綺麗に見える場所を探してウロウロしている。その隙にうさぎさんに話しかける。

「どうですかうさぎさん」

「普通の木じゃの」

「縁結びの力は？」

「無い」

「まあ当然か……」

「ああ、でも待て」うさぎさんはずっと持ち歩いている兆しの縁を眺めた。「なにかこう……縁にビミョーな変化がある気がしなくもない。なんとな～くであるが。紐が何かに引っ張られているような……」

「え？　この木の力で？」

「わからん。気のせいかも」

「はっきりして下さいよ」

「気のせい」

　適当だった。試しに僕も目を凝こらして桜を眺めてみたが、これと言って変わったところがあるようには見えなかった。まぁうさぎさんに何も見えていないなら、僕には到とう底てい見えないだろうけど。

　目の力を抜く。ベストアングルを探していたカメラさんが我に返って戻ってくるのが見えた。僕はうさぎさんをフードに放り込み、ついでにポケットから出したメモ用紙も放り込んだ。

「これが伝説の桜で間違いないな」カメラさんが歩み寄ってきて言う。

「そうですね」

「うむ。それで波多野。この桜をどうしたら縁が結べるんだ。いやお前に聞いてもしょうがないのか。神は、神はいらっしゃいますか」

『──おる──』

「おお、神様！」

　うさぎさんのフード内小こ芝しば居いが始まった。僕は何もやることがないけれど、雰ふん囲い気きを出すために菩ぼ薩さつみたいな顔をしておいた。

「神様、ここからどうすれば」

『──まず祭さい壇だんを作るのだ──』

「祭壇」

『──伝説の木を奉たてまつり、儀ぎ式しきによって縁結びの力を授かるのである。祭壇を起こし、供そなえ物ものを奉ほうぜよ。あと桜さくら餅もちとか食べよ──」

　うさぎさんがフードの中でカンペを読みあげる。

　実はここに来る前に、伝説の桜の木の逸いつ話わについて珠大史研究会から詳しく聞いておいたのだ。それによって三十年前の縁結び呪じゆ法ほうが明らかになったのだが、内容はまあ学生が考えたっぽい感じの適当なものだった。

《伝説の桜の花が咲く頃に、桜の木に桜餅をお供えする。桜吹雪ふぶきの下、それを分けて食べた二人は結ばれる》

　二分で考えたような雑な儀式である。まさかこれで本当に縁が結ばれるとは思わないけれど。でも一応正式な段取りが存在する以上はカメラさんにちゃんと教えてあげなければと思い、神ことうさぎさんに伝えてもらうことにしたのだ。

「祭壇というのはいったいどんなものでしょうか……あと桜餅は皮のやつですか、道どう明みよう寺じですか」

『──桜餅はだな──────────詳しくはこれを読め──』

　うさぎさんはフードからカンペを投げてカメラさんに授けた。面めん倒どうになったらしい。わざわざメモまでくれるユーザーフレンドリーな神様にカメラさんは深く感謝した。

「なるほど……祭壇は木で作ればいいな。あとはお供え物と……よし、波多野」

「なんですか」

「手伝ってくれ」

「なんでですか」

「ここに祭壇作ろうとしたらどうせ自治会の許可や点検が要いるだろう。学内だし」

「う……確かにそうですが」

　学内でのサークル活動やイベントには自治会の許可がいる。無許可で暴れるサークルに必ず申請を出せと怒っている手前、今回に限って勝手にやってくれとも言えなかった。

「それに、急がなければ散ってしまう」

　言われて桜の木を見上げた。

　いくら遅咲きとはいえもう五月に近い。霞桜の花はすでに散り始めている。

「確かにこの分だと、今週いっぱい持つかどうかくらいですかね……」

「俺一人では間に合わないかもしれない」

　そう言うとカメラさんは重いカメラを担いだまま、深く腰を折って頭を下げた。

「頼む。手伝ってほしい」

「うう……」

　こう真っ直ぐにこられると……。

　僕は戸惑いながら肩越しにフードを覗のぞいた。中でうさぎさんが諦め混じりの溜ため息いきを吐いた。

「（どうせ桜が散るまでの数日じゃろうが。勝手にせい）」

　頑かたくなにカメラさんを追い返そうとしていたうさぎさんがついに折れたので、僕も観かん念ねんする。

　これが断れる人間だったなら、普ふ段だんから他人の縁結びなどに一々振り回されたりせず、今頃とっくに自分の縁を結び直せていることだろう。
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　観念した翌日にはもう後悔していた。

　木材を担いで山を登るのが大変なことくらい想像できてしかるべきだったのだ。文化系自治会男子の僕にこの労働は相当きついと言わざるを得ない。

　前方では僕の倍の木材と大だい工く道具を持ったカメラさんがガシガシと山を登っている。恐るべきことにこんな状況でもまだカメラを担いでいる。何かの呪のろいなんだろうか。

「小玉には『縁結びの桜』の番組を作ると言ってある。だからこの作業の間も、一応撮影だけはしている」

　登りながらカメラさんが説明してくれる。

「全ての準備が整ったら、本番の撮影と称して小玉を連れてくる。指導を頼んで里見先生も連れてくる。そこで二人に桜餅を食べてもらうんだ」

「番組の一いつ環かんってことならやってくれそうですね」

　作戦としては良いと思う。そのためにはやはり、桜が散る前に準備を終わらせなければならない。という理り屈くつは解るのだけれど、実際カメラと木材を担いで山登りするカメラさんを見ていると、なんで誰に頼まれたわけでもないのに人様の縁結びにここまで入れ込むんだろうと思わざるを得なかった。

　藪だらけの山道を登り切って、再び伝説の桜にやってくる。僕とカメラさんは木材を下ろして作業を始めた。ちなみにうさぎさんは付き合い切れんと言って自治会室でお昼寝中だ。

　さて、珠大史研究会提供の資料によると。まず地じ鎮ちん祭さいみたいな台を作って、その上に決まったお供えを並べるらしい。お供え物は桜餅、お神み酒き、鯛たい、アメリカンチェリー、あと唐揚げ、ポテトフライ、他一人一品ずつ持ち寄りとある。このエセ縁結びの儀式が花見の別称であったことがよくわかる素晴らしい資料だ。

　カメラさんは最初にてきぱきと作業台を作り、その上に祭壇に使う長板を置いて定じよう規ぎで印しるしをつけていく。カメラを担いでいるとは思えぬ手て際ぎわの良さだった。

「放送研じゃセットも作るからな」

「カメラさんはカメラ担当じゃないんですか？」

「一応美術専門の人間もいるが。人手は常に足りないから結局持ち回りだ。そっち押さえてくれ波多野」

　僕が板を押さえて、カメラさんがのこぎりを引く。人ひと里ざと離はなれた山中で祭壇を作る男二人。一見するとカルト教団だが、ちゃんと説明したとしても縁結びカルト教だとバレるだけだった。警察に見つかる前に早く地下に潜もぐりたい。

　ギコギコという怪かい音おんが森に響く。

「カメラさんは」

　無言の間が寂しくて、僕はさっき思ったことを聞いた。

「どうして小玉さんの縁を結びたいんです？」

　カメラさんは無言のままのこぎりを引いた。十数秒の間の後、カメラさんは板を切り続けながら話し出した。

「休講予報は見ているか」

「毎日見てますよ。助かってます」

「放送研の番組の中では人気ナンバーワンだ。あれを考えたのは里見先生なんだぞ」

「先生が考えたんだあれ……」

　教授が率そつ先せんして作るにはなかなか危険な番組だ。でもその番組がこうして大学に欠かせないものになっているのを考えると、里見教授が元もと敏びん腕わんディレクターというのも頷けた。

「里見先生のアイデアは常に先せん駆く的てきで革新的だ」

　カメラさんは誇らしげに里見教授を語った。本当に教授が好きなんだなあと思う。

「でもやっぱり一番の人気要因は小玉アナでしょう？　小玉アナのおかげで講義の情報関係なくつい見ちゃいますし」

「うん。あの番組の小玉は良い顔で笑うだろう？」

　僕は素直に頷く。〝女子アナの笑顔をお送りする番組〟なんていう無む茶ちやな建前が通るのも、小玉アナの笑顔が実際に魅力的だからである。作ったようなわざとらしさのない、自然で柔らかい小玉スマイルは全男子学生の癒しだ。

「ああ見えて、最初は緊きん張ちようして大変だった。カメラを前にすると固まっちまって、笑うなんて到底無理でなあ」

「へえー。それは意外ですね」

「他の学生に交代しようって話も出たが小玉が降りなかった。カメラに慣れるためと言って、スタジオで一人延えん々えんとリハーサルを繰り返していた。そうしてやっと上がり症を克こく服ふくして休講予報の看板になったんだ。それも全て」

　バカン、と板が二つに切れた。

「里見先生のためだ」

　カメラさんは次の木を置いた。僕はまた板を押さえた。のこぎりの歯が再び動き始める。

「小玉は里見先生に憧れて放送研に来た。その里見先生の番組を任されたからこそ、あいつはここまで頑張ることができたんだ。あいつがあんなに良い顔で笑えるようになったのも、里見先生の役に立ちたい一心で……」

　カメラさんは言葉を詰まらせた。

　言いたいことが、上手く説明できなくて歯は痒がゆいように。

　その代わりに、刃は引びきが速くなっていく。

「里見先生は前期いっぱいで退たい任にんされる」

　二枚目の板がバカンと割れる。

「その前に小玉の気持ちを伝えてやりたい。来年の桜は待てない。この花が散る前に」

　カメラさんは急くように三枚目の板を切り始めた。

　少しだけ、胸が痛んだ。

　僕は伝説の桜に何の力も無いことを知っている。これが縁結びの木なんかじゃないことを知っている。それがカメラさんを騙だましているようで、心が咎とがめたんだと思う。

　けれど、本当に縁が見える僕でも、縁を結べるうさぎさんでも、結局、何もできはしない。縁に兆しが出ない限り、僕らにできることなんて何もない。

　せめてもの罪つみ滅ほろぼしに、僕はしっかりと板を押さえた。
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　夕方まで作業をして、山を降りてカメラさんと別れた。祭壇自体はそれほど大掛かりな物ではないので、このペースなら明日には作り終わりそうだった。

　自治会棟に戻る途中で生協に寄る。今日はフードが軽いから余計なお菓子を買わされる心配もない。

「波多野さぁん」

　生協を出たところで声をかけられた。小走りで近付いてきたのは小玉アナだった。よく通る声は普段の練習の賜たま物ものだろうか。綺麗な女子アナに綺麗な声で呼び止められるというのはとても幸せなものだと思った。

　お世せ話わになってます、と小玉アナが仰ぎよう々ぎようしくお辞じ儀ぎする。

「番組のお手伝いをしていただいているみたいで……」

「いえいえ、こっちも自治会の仕事なんで」

「本当は私も手伝いに行きたいんですけど、カメラさんがこっちはやると言って作業に入れてくれないんです」

　まぁそれはしょうがない。女子にあの山を登らせて大工させるのは誰でも気が引ける。

「カメラさんて、変わってるでしょう？」

「変わってますね。カメラを離さない辺りが」

「絶対に離さないんです。決定的瞬しゆん間かんを逃すからって。でもああ見えて、撮影の腕は本当に凄いんですよ」

　頑がん固こ職人というやつなんだろうが。頑固の方向が間違っている気がしなくもないけれど。

「でも言ったら、小玉さんだってよっぽど頑固ですよね。あがり症が治るまでずっと一人でリハーサルしたんでしょう？」

「え？　ええ。もしかしてカメラさんに聞いたんですか？」

　あれ秘密だったかな、と一瞬腰が引けたが、すぐに小玉さんが「ふふ」と笑ったので胸をなで下ろした。

　カメラさんの話を聞いた後だと、この何気ない笑顔の裏にも大変な努力があったことが想像できる。

　その努力は、すべて。

「……小玉さんは」

　僕は言葉を探りながら口を開く。

「次の番組の内容を知ってますか？」

「縁結び伝説の特集ですよね？　企画書もいただいてますから一通りは。桜餅を分けて食べる儀式だとか……実はちょっと楽しみなんです。ロマンチックですよね」

「……里見教授も来るんですよね」

　言ってしまってから、ああやばいと思った。少し突っ込み過ぎた。

　けど彼女は僕の言葉を特に気にも止めずに、はにかんで笑った。

「里見先生はほとんど見てるだけだと思いますよ。けど現場に居らっしゃるだけでやっぱり安心なんです。それに、里見先生こそ縁結びの桜餅を食べるべきなんですよ。六十歳なのにまだお一人で。そろそろ良いお相手を見つけて落ち着いた方がいいんです」

　小玉アナは嬉うれしそうに里見教授の話をした。

　その顔を見ていたら、僕も少しだけ、カメラさんの気持ちが解ったような気がした。
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　バンバンと台を叩いて、ヤスリの粉を払う。

「せーの」

　二人で祭壇を起こして桜の木の前に据えた。その上にお供え用の小さな台を並べて体てい裁さいを整える。

　桜餅と花見の肴さかなを置くだけとは思えないほど立りつ派ぱな祭壇が出来上がった。

「これで大だい丈じよう夫ぶだな」

「なんとか間に合いましたね」

　僕は桜の木を見上げる。花は今も散り続けているけれど、枝にはまだ三分ほどが残っている。撮影は明日なので、これならもう大丈夫だろう。

「波多野、料理の方は」

「桜餅もお神酒も鯛も買いました。あとはホム弁べんのオードブルセット頼んだんで唐揚げもそこに」

　儀式の料理を馬鹿正直に揃える必要もない気はしたけれど、終わったら花見をしながら食べればいいかと思って結局全部買い揃えてしまった。まあお金は放送研の制作費から出ているし、頑張ったからこれくらいの役やく得とくはあってもいいと思う。

「あと一品持ち寄りどうしましょう」

「俺はたこわさを」

「僕は何にしようかな……」

『──味玉──』

　フードが神しん妙みようにリクエストした。暇でついてきただけのくせに主張だけは激しい神だ。

「神が味玉を所しよ望もうしているが」

「じゃあ僕が作ってきます」

「味玉って家でできるのか」

　僕も初めて家で作った時は感動したものだ。今晩漬つけておけば明日には食べ頃ですよと説明する。

「明日」

　カメラさんが腕時計を見て言う。

「里見先生は午前の講義に来られる。昼には終わるので、その後にこっちに来てもらうことになっている。それに合わせて料理を並べて、小玉を連れてこよう。あと少しだ」

　僕はそうですね、と頷いた。

　明日の段だん取どりを軽く打ち合わせて、僕らは一緒に山を降りた。大学の構内に戻り、カメラさんと別れる。

　時間を見たらまだ十五時過ぎだったので自治会に行くことにする。通常業務も少しは片付けておかないと西院さんにいじめられてしまう。西院さんのいじめはちょっといじめの域を超えているので可能な限り避けたい。僕は大学中央通りを真まっ直すぐ自治会に向かう。

　その道すがらで。

　ふと、さっきのカメラさんの言葉が頭によぎった。

『あと少しだ』

　自分の顔が曇ったのが自分で判った。

　さっき僕は、その言葉に簡単に頷いた。けれど、本当は違うことを知っている。あと少しじゃない。あと少ししても、変わらない。

　桜の儀式を成し遂とげても、縁の紐は結ばれない。

　カメラさんだって本当は解っているんだと思う。もう僕らは十分大人おとなだから知っているはずだ。こんなおまじないで、人の縁が結べたりはしないことを。桜餅を分けて食べたって、何かが変わるわけじゃないってこと。

　なのに、どうしてカメラさんは。

　無意味なおまじないに、あんなにも真剣になれるんだろうか。

「あ」

　背中からうさぎさんの間ま抜ぬけな声が聞こえた。

「ゆかり大変じゃ、戻れ戻れ」

「戻るって、山にですか？」

「ＤＳ忘れてきた」

　最低だった。役に立たないのみならず積極的に足を引っ張ってくれる。僕は来た道を戻って、虚むなしい気分でまた山に入った。

　桜の木辺りに忘れたならまた往復三十分かかる。うさぎさんに一人で取りに行かせればよかった。でもうさぎがＤＳ持って歩いていたら怪し過ぎるし、心ない通行人に奪われるかもしれない。まあ山なら誰も居ないだろうけど。

　突然、バキバキと音がした。

　僕はびくりと立ち止まる。

「なんじゃ。誰かおるのか」

「ええ……？　だって山ですよ？　こんな所、僕ら以外に来るわけが」

　またバキバキと聞こえた。枝を無む理り矢や理り搔き分けるような音だった。ビビってうさぎさんと一緒に竦すくみ上がる。

「ま、まさか熊じゃああるまいな……」

「さすがにそこまで田舎いなかじゃないと思いますけど……」

　ガサガサバキバキと音が止まない。近くに何かがいるのは確実だった。僕らはいつでも逃げられるよう物凄い引け腰になりながら、恐る恐る茂みを搔き分けて、山道の先を覗いた。

　遠目からでも一目で分かった。頭が四角い。

「なんだ……カメラさんじゃないですか」

「脅おどかしよって」

　うさぎさんと一緒に胸をなで下ろす。

　けど一人でいったい何をやっているんだろう。もう準備も一通り終わっているのに。僕は気になって、そのまま茂みから様子を窺うかがった。

　カメラさんは、ナタを振るって周りの木の枝を切っていた。

　それからしゃがみ込んで、大きな石を拾っては森へ投げている。

　しばらく見ていて、僕はやっと理解する。

「もしかして……道を」

　カメラさんは、広場へと続く道を整えていた。

　三十年も人の通らなかった山道は、枝も根も伸び放ほう題だいで落石もゴロゴロと転がっている。カメラさんは邪魔な枝や藪をナタで払って、足を取りそうな石を掘ってどかし、通る人が歩きやすいように、山道を均ならしていた。

　少しでも楽に登れるように。

　この道を通る人が、少しでも。

　僕は茂みから歩き出る。

「カメラさん」

「うお。なんだ、波多野か。帰ったんじゃないのか」

　僕がナタを見つめると、カメラさんはああ、と答えた。

「里見先生はお年の割に健けん脚きやくだから、これくらいの山道ならなんともないんだろうけどなあ。ただ……」

　カメラさんは、足元の石をまた一つ拾って投げる。

「まあ、歩きやすいに越したことはないかと思ってな」

　僕は彼の手を見つめた。

　素す手でのままで藪を払った手は擦すり傷だらけで、何箇か所しよか血が滲にじんでいた。

「一人でやるからいいよ波多野。もう十分手伝ってもらった。帰って味玉作るんだろう」

「……カメラさんは」

「うん？」

「なんでここまで……」

　僕は、質問も覚おぼ束つかないまま、聞いていた。

　なんで。

　なんでカメラさんはここまでできるのか。

　他人の縁結びのために。

　縁すら結べない与よ太た話ばなしのために。

　なんで。

「俺はカメラマンだ」

　カメラさんは答えた。

「小玉の一番の顔を撮るのが俺の仕事だ」

　そう言うと、カメラさんはまた黙もく々もくと石を片付け始めた。それ以上は何も言わなかった。

　でも僕には。

　それでもう十分だった。

　一緒に石を拾い始める。

「おい、波多野」

「漬けるだけなら五分ですから」僕は味玉の製法を説明した。「後は朝まで置くだけなんで」

　それから二人で獣道を片付けた。うさぎさんは早くＤＳ取りに行けと文句言っていたけれど、うさみみ大回転で小枝を払う遊びが楽しくなってしまったらしく途中から率そつ先せんして道路整備に励んでいた。夕方になる頃には、うさぎ幅だった獣道は人一人分くらいまで広がっていた。

　夜、アパートで卵を煮た。タレのタッパーに漬け込んで冷蔵庫で寝かせる。

　明日の縁結びのお花見を楽しみにしながら、僕は布ふ団とんに入った。
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　携帯の目覚ましを止めて起き上がる。うさぎさんが布団の上で伸びをする。

「さて。オードブル引き取りに行きましょうか」

「花見花見」

　ご飯がゴージャスになるのでうさぎさんはご機嫌だった。軽やかな跳ちよう躍やくで窓辺に飛び乗るうさぎさん。僕もつられたテンションでウキウキしながらカーテンを開けた。

　ザーと言っている。

「「雨だーッ[image: びっくりさん]」」

　二人でひとしきり慌てた後、大急ぎで準備して玄関を出た。しかし強烈な雨に押し返されて一いつ旦たん戻り、雨あま合がつ羽ぱを装備して再び出しゆつ陣じんする。

　自転車にまたがって大学を目指す。濡れるのを気にするレベルの雨じゃなかった。その上に風が尋じん常じようじゃない。

　嫌な予感が頭を掠かすめる。

　信号待ちで携帯が鳴った。カメラさんからだった。電話の向こうで風音がビュウビュウと鳴る中、山に来てくれ！　とカメラさんは叫んだ。
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　ズボンのももまでびしょびしょになりながら伝説の桜にたどり着く。

　状況は予想以上に悪かった。強風にさらされた桜の木は花がほとんど散ってしまっていて、残された僅かな花も風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。

「波多野！」

　カメラさんがカメラを担いだまま駆け寄ってくる。業務用っぽい合羽を着ているけど僕以上にずぶ濡れだ。カメラさんが指差した先には工事現場で使うような巨大なビニールシートが置いてある。

「あれで木を覆うぞ。風を防ぐんだ」

「これで足りますか」

「花のあるところだけ覆えればいい。急げっ」

　カメラさんがシートの片側を持って木に登っていく。僕は下で反対側を引っ張りながら残った花を探した。探している間にも白い花びらが散り散りになって飛んで行く。

「カメラさんあっち！　あの枝にまだ残ってます！」

「わかったー！」

　カメラさんは枝を伝って移動するが風雨で視界が非常に悪い。間違えて細い枝に足をかけると折れてしまうのでなかなか思う場所に行けない。僕らは悪あく戦せん苦く闘とうしながら一時間以上かけてようやく一部の枝をビニールシートでカバーできた。

　でも依然として風は強い。シートの端がバサバサと水平にたなびいている。油ゆ断だんすればシートごと飛ばされてしまう。

「俺はこのまま押さえてるからっ」枝の上からカメラさんが叫んだ。「もう講義が終わる。波多野、お前は小玉と里見先生を！」

　頷いて踵きびすを返す。うさぎさんがフードから飛び降りてくれたので少し軽くなった。ドロドロになった山道を僕は必死で駆け下りた。
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　回収したパーティープレートと桜餅の袋を振り乱してサークル棟に走った。唐揚げもウインナーもグチャグチャだろうけどもう供えられれば何でもいい。

　びしょ濡れのまま放送研の部室に飛び込んで、小玉さんの姿を見つける。

「小、玉、さんっ……」

「波多野さん！　大丈夫ですか？」

　小玉さんは携帯を持って待っていた。

「連絡を待っていたんですけれど……もしかして」小玉さんは暴風の窓外を見遣る。

「今日、中止ではないんですか？」

「やり、ますっ」

　僕は息を切らせながら言った。

「山の上でカメラさんが待ってます。一緒に来て下さい。ああ、雨具を、合羽必ひつ須すです、それから、それから」

　気ばかりが焦ってしまう。こうしている間にも桜の花が風に晒さらされていて。

　カメラさんが不安定な木の上でずっとシートを支え続けている。

「すみません、急ぎでお願いします！」

　僕は小玉さんの手を引いた。一分でも一秒でも早く戻らないといけなかった。けどまだ里見先生を呼びに行かないと、ええと講義はもう終わっている時間だからゼミ室か、もしかしたら食堂か、なら小玉さんに電話で連絡をとってもらって、

「あの」

　小玉さんが後ろで小さく呟いた。僕は立ち止まって彼女を見た。

「今日は……」
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　ズルズルの土が足を取る。

　山を登り始めた頃、やっと雨が弱まり出した。合わせて風も治まりつつある。小雨が僅かに残る中、僕らは山道を登り切ってようやく桜の木の広場に辿り着いた。

　目の前に広がった光景を見て、僕は絶句する。

　無残だった。

　作った祭壇は強風で横倒しになり遠くで転がっていた。

　枝を覆ったはずのビニールシートが飛ばされて無くなっていた。

　幹の向こう側に人が倒れているのが見えた。

「カメラさん！」

　叫んで駆け寄る。声が届いたのか、カメラさんが腕をついて体を起こした。僕はそばにしゃがみ込んでカメラさんの背中の土を払う。見る限りは大きな怪け我がはないようだった。

　けれど起き上がったカメラさんは。

　呆然と、何もない宙ちゆう空くうを撮っている。

「シートが、谷に飛ばされた」

　カメラさんが辛そうに呟く。

「もう覆うものが……何もなかったんだ」

　僕は伝説の桜を見上げた。

　花は。

　全て散っていた。

　そこにあったのは、黒い枝とわずかな葉が残っただけの。

　縁結びのできない、ただの桜の木だった。

　カメラさんがハッとしてレンズを上げる。キョロキョロとカメラを振りながらその場で立ち上がる。

「小玉と先生は」

　カメラさんのカメラがぐるりと一周して、広場を全て見回した。

　そのレンズには、僕と、一緒に山を登って来た小玉さんが映っている。

「波多野、先生は？」

　僕は答えようとして。

　でも答えられずに、苦にが々にがしく俯く。

　僕の代わりに答えてくれたのは。

　休講予報担当アナウンサーの小玉さんだった。

「今日の雨で電車が止まったんです」

　小玉さんは、プロとして、淀みなくそれを伝えた。

「里見先生の講義は休講です。先生は今日、来られません」
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　カメラさんは呆然と立ち尽くした。

　僕は下を向いて、ただ土を見ていた。




　全部、失敗した。

　伝説の桜は全て散って消えた。祭壇はボロボロになった。お供えはグチャグチャになった。縁を結びたい二人すら揃わなかった。

　僕らは、何もできなかった。

　こんなこと、元々意味のあることじゃなかった。

　伝説の桜は所しよ詮せん作り話で、縁を結ぶ力なんて最初からない。桜餅を供えて分けて食べたとしても何も起こらない。だから花が散ったって、人が揃わなくたって、何も変わらない。そんなことは僕達が一番よくわかっていたんだ。

　けど。

　それでもカメラさんは。

　カメラさんは。

　ただ、小玉さんのために。




「全く」

　トン、と肩に何かが降りた。それはもう体に慣れ親しんでしまった重みだった。

「世話が焼ける」

　枝から飛び降りてきたらしいうさぎさんは、片耳で真上を指した。

　僕は見上げる。

　雨は上がり、風も止んで、静かにたたずむ枝の間に。

　小さくて白い、何かがあった。

「…………花？」

　一瞬呆然とした後、僕は叫んでいた。

「カメラさん、花！」

　その枝の先にあったのは。

　たった一輪だけ残った桜の花だった。

「花……」

　カメラさんも目を丸くして見上げる。だがすぐに首を振った。

「しかし、先生がいらっしゃらないのでは……」

「（ゆかり、聞け）」

　耳元でうさぎさんが再び囁いた。僕はなんだかよくわからないまま、うさぎさんの指示通りに動き始めた。

　転がっていた祭壇を起こして運ぶ。その上にお供えの台を並べ直す。グチャグチャのパーティープレートを置いて、酒さか瓶びんを置いて、最後に潰つぶれかけていた桜餅を供えた。

「波多野？」

　カメラさんもよくわかっていない。

　僕も自分で何をしているのかよくわかっていない。

　多分わかっていたのは、うさぎさんと。

　桜の花の下で背を伸ばして待っている、珠大一の女子アナだけだった。

　小玉さんが祭壇の前に立つ。それを見て、カメラさんは反射的にカメラを向け直した。それは本当に反射だったんだと思う。小玉さんを撮り続けてきたカメラさんだけの、絶対に抗あらがうことのできない性質。小玉さんが立てば、カメラさんが撮る。

　小玉さんはお供えした桜餅を手に取った。

「わたしがカメラの前で笑えるようになるまで、黙って、ずっと、撮り続けていてくれましたね」

　小玉さんが桜餅を二つに割る。

「カメラさん」

　彼女はそれを、カメラさんに差し出した。




「食べてくれますか？」




　そう言って小玉さんは笑った。

　その笑顔は間違いなく。

　カメラさんが本当に撮りたかった、一番の小玉さんだった。




　その時、僕の視界の中に何かが見えた気がした。

　ハッと気付いて目を凝らす。二人の背中から伸びる、それぞれの縁の紐が浮かび上がってくる。

　小玉さんの縁とカメラさんの縁が光っていた。

　二本の縁が同時に光り始めていた。

　けどそれは、物凄く目を凝らさないとわからないような、とても僅かな縁の兆しだった。

　肩でうさぎさんが囁く。

「これだけお膳ぜん立だてしてやって、やっとこの程度か。こいつらほとほと縁がないのう」

　じゃが、とうさぎさんは言った。

「光ったからには結んでやらんわけにもいくまい」

「そうですね。仕事ですからね」

　僕は頷いた。

　縁が光ったら結ぶ。それが縁結びの仕事だ。

「兆しが育つまでまだしばらくかかるな。付け回せよ、ゆかり」

　頷いて、僕は桜の木を見上げた。枝の先で揺れている最後の花を見る。

　あれだけの強風でも散らなかった、一輪の小さな桜。

「うさぎさん、あれって……」

「なんじゃお前、知らんかったのか。無知じゃのう」

　うさぎさんは僕を小馬鹿にして言った。

「木に花がつくのは、縁があるからじゃ」

　僕は目を凝らした。

　その花と枝は、固結びになった縁でつながっていた。
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　後日。

　学内の芝しば生ふでパンを食べながら、僕はうさぎさんを小馬鹿にしていた。縁絡みでうさぎさんの上うわ手てに立てることは少ないので責められる時はとことん責めておきたいと思う。

「あんだけ結べ結べと言っていた兆しの縁を失くすなんて……」

　うさぎさんはうううとうさぎらしくなく泣いた。

　カメラさんたちの前に結べと言われていた、既に兆しの出ていた縁の紐。それをなんとうさぎさんが紛失したのである。

「これは完全にうさぎさんの過失ですね」

「ちがう。ちがうのだ。しっかり持っておったのだが、なんかこう、何かに引っ張られて逃げていった」

「縁は引っ張っても伸びるでしょ。噓言わないで下さい」

「それはそうなのだが……」

　納得行かない様子のうさぎさんだが、仕事が減ったので僕としては願ったりだ。

「さ、それよりカメラさんと小玉さんの縁を結びましょうよ。それが最後ですからね。そしたら僕の縁の番ですよ」

　僕は意気揚よう々ようと促うながした。うさぎさんが勝手になくした分は免めん除じよになるのは当然で、あとはカメラさん達の縁を結びさえすれば約束の一本は果たされる。

　その暁あかつきにはついに僕の縁の物語が始まるのである。長かった戦いも最終章に到達したということだろう。三〇〇ページの文庫本で言えば今はきっと二四〇ページくらいであろうと思う。クライマックスは近い。

　その流れを汲くんだかのように、大学通りの向こうからカメラさんと小玉さんが歩いて来るのが見えた。僕はうさぎさんをフードに放り込んで、怪しさ爆発で二人の後ろをついていった。これが最後と思えば多少怪しかろうがどうでもいい。

　背後からジリジリと近寄り、じっと目を凝らす。二人の縁の紐が浮かび上がってくる。

　前より少し強くなった兆しの光が確認できた。

「（どうですか？）」

「（ちょい早いが……まあ結べんこともない。よし、いいぞ）」

　僕は頷いて歩調を速める。

　作戦としてはいつも通り二人の後ろから近付いて縁を結ぶのだが、やはりうさぎを出したり引っ込めたりは怪しいのでなるべく人通りの少ないタイミングをはかる。前方から一人来たので僕は通り過ぎるのを待った。

　その一人が、妙に目を引いた。

　それは背の高い高校生だった。水色のワイシャツにグレーのズボンの見慣れた制服は隣接する珠大付属高校のものだ。付属の高校生は学内では普通に見かけるので別段珍しくもないのだけど。じゃあ何が珍しいかというとその男子高校生は。

　青い目をした外国人だったのである。

　近づいてくるごとに映画俳はい優ゆうみたいな目立つ顔がよく見えてくる。一瞬で外国人だと判る真っ白な肌とブルーの目。髪は茶と金の間くらいの色の巻き毛で、なんだかライオンのようだと思った。王子とかのアダ名を付けたくなりそうな煌きらびやかな顔立ちが、日本でも地味な方に入る珠大付属の制服とまったく合っていない。留学生なんだろうか。

　前から来たその子が、そのまますれ違って通り過ぎる。僕は物珍しくてつい横目で観察してしまう。流石外人といったところか、スラっとしていて僕よりも少し背が高い。ライオンの髪がまるで少女漫画みたいにキラキラと流れている。不必要にゴージャスな子だった。

　通り過ぎてからもなんとなく後ろ姿を眺めてしまう。いや、なかなか珍しいものを見た。アナキン・スカイウォーカーとかそんな感じ。

「（おい、ゆかり）」

「（ああ、すいません。でもうさぎさんも見ました？　今の）」

「（あれを見ろ！　あれ！）」

　僕は顔を向けた。うさぎさんの耳指す方を見る。僕らの前をカメラさんと小玉さんが歩いている。

　その二人の背中の縁が。

　固結びで結ばれていた。

「あれ？」

　目を丸くする。

　うさぎさんを見ると、うさぎさんも驚いている。

　何がどうなったのかわからず、きょろきょろと周りを見回すと、さっき通り過ぎた外国人高校生が立ち止まってこちらを見ていた。

　目が合う。

　彼は不ふ敵てきに笑う。

　どういう意味の顔なんだろうと考えた。だけどその考えがまとまらないうちに、僕は頭を真っ白にされてしまった。




　彼の制服をよじ登って肩の上に現れたのは

　茶色い長毛の

　モッフモフのうさぎだった。
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　それは何かの縁だった。
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　自治会の会議机に鎮ちん座ざしたうさぎさんと向かい合う。

　僕は非常に困こん惑わくしていた。うさぎさんもうさぎ顔でいまいちよくわからないけど多分困惑していた。

「さっきのうさぎは……」

「十じつ中ちゆう八はつ九くそうじゃろう」

　うさぎさんが頷く。

「〝縁結び〟じゃ」

　僕はええー……？と呻うめいた。

　正直一羽でも全く釈しやく然ぜんとしていないのに、追加の二羽目が登場と言われてもリアクションに困る。

「本当に？　肩に乗ってただけの普通のうさぎではなく？」

　実際まだ確認はできてない。

あの茶モフモフのうさぎが何か喋ったわけでもなく、うさぎを乗せた青い目の高校生が妙に意い味み深しんな笑みを残して立ち去ってしまっただけだ。つまりたまたま偶然うさぎを肩に乗せた通りすがりという可能性も捨て切れない。

「そんなやついるか」

「いないでしょうけど」

「他の縁結びが近くにおったなら最近の妙な感じも合が点てんがいくわ。わしがキープしとった縁を引っ張ったのもきっとあの茶モフじゃろう」

　うさぎさんは片耳をバフバフさせて憤った。兆しの出ていた縁を失くしたのはあれのせいだという。

「けど縁結びって、そんなにいっぱいいるんですか？」

「いっぱいはおらん。見てわかる通り、わしはプレミアムな存在であるから。普通に暮らしておる分には他の縁結びに出会うことなど稀まれじゃ。近場に二人おっても業務がかぶってあんまり意味がないしのう」

「じゃあなんであのうさぎはうさぎさんの縄なわ張ばりに」

「まだわからんが……それより気になるのはあの外人じゃな」

「ああ、あの、なんかすごい子」

　僕は思い出す。変な人が山ほどうろうろしている大学内でも一際目を引いた、違和感の塊みたいな碧へき眼がんの男子高校生。

「縁結びは、まず人と絡むことなどない」

「僕と絡んでるじゃないですかうさぎさん」

「お前は特例じゃ。縁が見えるんじゃからな。なれば自おのずと導かれるであろう。あの外人にも、縁が見えておるのやもしれん」

「縁が？」

　見えている？

　可能性の話じゃがな、とうさぎさんは付け加えたが、その説には確かに説得力があった。そうでもないとうさぎを肩に乗せてウロウロするのはおかしい。

　彼が立ち去る前に見せた、意味深な笑みが再び思い出される。

　僕らの前に突然現れた二羽目の縁結びと、縁が見えるかもしれない異い国こくの男子。

　いったい……何者なんだろうか。

「Excusez-moi de vous déranger」

　振り返ると自治会室の中にソレが居た。

「「わーッ[image: びっくりさん]」」

　とりあえずうさぎさんと一緒に悲鳴をあげる。

「Je suis venu ici, la cabane appelée L'Association des Résidents parce que j'ai écouté que Yukari Hatano est un membre de celle-là. Il me semble que j'avais raison」

「えあ、うあ」

　英語、英語だ、英語か？　わかんない、外国語、外国語だ。外人の怒ど涛とうの早口を浴びせかけられ僕は動物的に呻くしかできない。せめて人間らしくと必死であーうーえーと唸うなっていたら昔の首相っぽくはなったがそんなの伝わるはずもなかった。

　が、青い目の彼はそもそも最初から僕に話しかけていたのではないらしく、そっちが僕の代わりに返答した。

「C'est formidable, Cher Laurent」

「あ」

　僕は間抜けな声をあげた。

　流りゆう暢ちような外国語で返事をしたのは。

　彼の肩に乗った、まん丸いモフモフの毛玉であった。

「喋った……」

「やはり」

　うさぎさんがひとっ飛びに僕の肩に飛び乗って、自分から声を出す。

「縁結びか」

　目の前でうさぎさんが喋るのを聞いた外人高校生は、またも不敵に笑った。

　言葉が通じないまま、お互いの正体を認め合う。縁結びの力を持つ喋るうさぎと、それを連れた人間。

　僕達以外の、縁結びのコンビ。

　僕は目を丸くしたまま、しばらく無言で彼らを見つめた。

「…………」

「…………」

　もうしばらく無言で見つめた。

　そしていつも通り、ヒソヒソとうさぎさんに話しかける。

「（言葉わかんないんですけど……）」

「（うろたえるなゆかりよ。わしもわからん）」

「（ちょ、うさぎさんは縁結び同士でしょ、うさぎ語で通訳して下さいよ）」

「（うさぎの共通語は日本語じゃっ、海外の縁結びなぞ初めて見たわっ）」

「調査の通り、大たい層そうアホそうな連中でございますな、坊ちゃま」

　僕らは再度目を丸くしてモフモフのうさぎを見た。

「そうだな、じい。だが知性で生き物を差別してはいかんな。ミミズだってオケラだってみんな生きているのだから」

「「喋れるんじゃないか[image: びっくりさん]」」

　うさぎさんと揃ってツッコんでしまう。普通に日本語だった。しかもなんかかなり失礼な言い草だった。

「ふん。それくらい俺の制服を見れば想像がつくだろう。珠高に通う生徒が日本語を話せなくてどうするというのだ」

「坊ちゃま、庶しよ民みんは頭の回転が少々遅うございますゆえ」

「貧すれば鈍すというやつだな」

　彼は僕らをかわいそうな目で見た。

「かわいそうだ」

「なんなんだよ君らは！」

　さすがにそろそろ憤っても良い相手だとわかったので遠慮無く叫ぶ。

　だが青い目の彼は僕の怒ど声せいも何ど処こ吹く風のすまし顔で微笑んでいる。そして肩に乗った長毛の、見るからに海外産ぽいうさぎがハハハと人を小馬鹿にしたように笑って喋り出した。

「ご挨拶が遅れました。わたくしは栄えあるフランスが名めい門もん貴き族ぞくリシュリュー家を代々守護します縁結び、ユリシーズと申します。そしてこちらにおわします御方こそリシュリュー家がご子し息そく、類たぐいまれな縁結びの力持つ稀き代たいの誉ほまれ、ローラン・ド・リシュリュー様にございます。頭ずが高い。控えおろう」

　僕は控えなかった。

「坊ちゃま、蛮ばん族ぞくですゆえ何なに卒とぞご容よう赦しやを」

「構わんぞじい。下げ民みんの無礼は許容しよう。ノブレス・オブリージュというやつだ」

「さすが坊ぼつちゃま。精神の位が高くいらっしゃいます」

　僕とうさぎさんは冷めた目で二人を見つめた。コントのような連中だ……。

　けどまあ外人と喋る動物というセットがすでに特とく撮さつ的なので、今さらコントが始まってもそこまで違和感もなかった。むしろテレビの中にだけ居てほしい感じの人達だ。

　しかしフランス貴族とは……。

「つまり君達はヨーロッパの縁結び……なの？」

「なにもおかしいことはないだろう」

　ローラン・ド・リシュリューと名乗った貴族のお坊ちゃまは、涼やかな青い目で僕を見る。

「国も土地も関係ない。人、物、事じ象しよう、ありとあらゆるものに縁があり、ありとあらゆる場所に縁がある。それくらいの想像力は持ちあわせてほしいものだな、日本の縁結び……波多野ゆかりよ」

　突然名前を呼ばれ、僕は思い切り尻込みしてしまう。

「え、なに、調べたの？　僕のことを？」

「ふふん。じいの手腕ならば造ぞう作さも無いことだ」

「恐きよう縮しゆくにございます」

　驚きよう愕がくする。なんと調べたのはうさぎらしい。動物なのにどうやって調べたのかはわからないが本当なら物凄いお役立ちうさぎだ。僕は隣のうさぎさんを見た。先月より明らかに肥こえていた。

「なんじゃ」

「いえ、別に」

「あのなお前、縁結びに何を期待しとるのか知らんがな、縁結びは縁を結ぶのが仕事じゃ。調べ物も人の世話も普通せんわ」

「おっしゃる通りにございますな」

　ユリシーズなるモフうさが、お坊ちゃまの肩の上から卓たく上じようのうさぎさんを見み下くだす。

「縁結びは縁を結ぶのがその務め。ちなみにわたくしは名門貴族リシュリュー家にお仕えして四百余年になりますゆえ、アンヌ・ド・リシュリュー様のご婚約を筆ひつ頭とうに数々の高こう貴きな縁を結びあげております。時にそちらの白うさぎは昨今どのような縁を結ばれておいでですかな。犬ですか。バッタですか」

「ぐ、ぬっ」

　うさぎさんは歯は嚙がみした。が、最近結んだのは木なので反論もできなかった。

　しかし四百年て。ちょっと想像できないけれど本当なんだろうか。四世紀も生きてるのが事実なら、この長毛の丸玉さんは単純に物凄い数の縁を結んでいるのだろうと想像できる。そしてその縁結びに守護されているという日本語ペラペラのフランス貴族の高校生。グローバルな人材というだけで英語の成績が３だった僕は妙な引け目を感じざるを得ない。

　そんな歴史と世界を股またにかける、縦にも横にも活躍しそうな凄い縁結びのコンビが。

「……僕達になんの用？」

　僕はローラン坊っちゃんにストレートに聞いた。わざわざ素す性じようを調査してまで、遠い日本の僕らに会いにきた理由はいったい……。

　ローランがまたしても不敵に微笑む。

「じい。説明してやれ」

　茶モフのうさぎが肩からぴょんと飛び、テーブルの上に降り立った。ユリシーズは耳で着ちやく座ざを勧めてきたので、僕はローランにもパイプ椅子を回してみんなで座って話を聞いた。
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「リシュリュー家は由ゆい緒しよ正しき貴族の家いえ柄がらにございます」

「数多あまたの有力貴族と交流し、全盛期にはフランスという国すらも動かしたリシュリュー家ですが、その絶大な権力の背景には、一つの秘密がございました」

「リシュリューは、〝縁〟を見る者を輩はい出しゆつする家か系けいであったのです」

「起き源げん、初代リシュリュー公はその力に目覚められ、そしてわれら縁結びの存在にもお気づきになられました。以来数百年、わたくしは代々の当主にお仕えし、時に発展の一助となり、時に悪への道を正して、一族の縁結びの力を導いてきたのです」

「そうして十六年前、当代ローラン様がお生まれになりました。天に愛されし坊ちゃまは幼い頃からその才を遺い憾かんなく発はつ揮きされ、もはやいつ縁結びメジャーシーンにデビューしてもおかしくない立派な縁むすビュタントに成長なさいました。ですがそんな坊ちゃまもまだ十六歳。綺き羅ら星ほしの如ごとく才能あふれますとも、実戦経験不足であることは間違いのうございます」

「そこでわたくしは坊ちゃまに縁結びとしての厳しい試練を課すべく、我々以外の縁結びを探し始めたのでございます。そして程なくこの極きよく東とう、遠き日本に住む縁結びの情報を摑つかみました。我々は念入りな調査と準備を進め、坊ちゃまと共に日本語を学び、ついぞこの春、日本の地へと舞い降りたのでございます。聞きなさい、波多野ゆかり殿どの。そしてそのパートナーたる白色の縁結びよ。貴方がたには、坊ちゃまの修行のための礎いしずえとなっていただきます」

「坊ちゃまと縁結び対決なさいませ」

「貴方がたのような市し井せいのにわか縁結び、雑ざつ菌きんの中で育った野の良ら縁結びストを坊ちゃまが一いつ蹴しゆうし、そうしてその屍しかばねを越えた時、坊ちゃまは超一流の縁結びナーとして晴れて世界に羽ばたかれるのです」
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「ご理解いただけましたかな」

「用語くらい統一してもらえませんかね……」

　ツッコみたいことが多過ぎるあまり瑣さ末まつなことにツッコんでしまった。縁むすビュタントだか結びストだか結びナーだか知らないが勝手になればいいと思う。

「別に勝負の必要ないでしょう」

「なんだ、ヘタレだな」

　良家のご子息ローラン坊っちゃんは僕を口くち汚ぎたなく罵ののしった。

「じい、こんな奴らじゃあ歯は応ごたえが無さ過ぎて勝負にならないぞ。他にいないのか」

「坊ちゃま、対人戦は初めてですし最初はイージーモードで我慢して下さいませ」

「ふん、仕方ない」ローランは不ふ満まん気げに息を吐く。「じゃあぱっぱと終わらせるか」

「すいませーん」

　全員が振り返る。Ｔシャツからお腹の出た無ぶ精しよう髭ひげの汚い男子が自治会室の戸を開けていた。「漫まん研けんすけど、会誌の承認印を」

　ローランがいきなり彼の腕を摑む。

「よし、こいつでいい」

「え、なに、誰これ、外人？」

「この不ふ潔けつそうで肥え太った彼女が絶対できそうにない豚学生の縁を先に結んだ方が勝ちとしようではないか」

「ひどいっ！」

　ありったけの罵ば声せいを浴びせられた通りすがりの人は床に臥ふせって泣いてしまった。僕は知り合いだったので一応フォローする。

「土つち田だ先輩はこう見えて彼女いるよ……」

「Quoi!なんだと　これにか？」

「だから結ぼうにも」

　僕はうずくまっておいおいと泣く土田先輩の背中を見た。何本かの縁が浮かび上がってきたが、特に光っている縁もなければ切れている縁もない。

「どの縁を結べって言うのさ」

　結ぶも何も先立つものがない、ということをローランに言ってやる。

　すると彼は突然、その碧あおい目を強く見開いた。

　美しい瞳が星みたいに煌めく。

　そしてローランは、なぜか自治会室の床の何もないところを凝ぎよう視しし始めた。いったい何を見ているんだろうか。彼はその場にしゃがみ込んで、やはり何もない床を弄っている。しばらく探った後、今度は何もないところをギュッと摑んで、そして何も持っていない手を意気揚々と僕に突き出した。

「この縁だ！」

　ローランはふふん、と鼻息を鳴らした。

　僕は床に伏せる土田先輩を助け起こし、先輩は不潔そうなだけで不潔じゃないですよとはげました。多少持ち直した先輩に、あとで承認印押して持っていきますからと伝えて部屋から送り出す。先輩の背を見送り、戸を閉めて一息ついて、それから待っていたうさぎさんを抱きかかえ、二人で息を合わせて、せーの、で叫んだ。

「「見えてないじゃないか[image: びっくりさん]」」
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　承しよう認にん印いんを押した会誌を持ってサークル棟に向かう。通常業務に心が安らぐ。自治会執行部の仕事は大学生活の円えん滑かつな運営であって、高校生と動物は基本的にサービス対象外だ。

　ついさっきまで、僕とうさぎさんはローランの〝目〟の確認をしていた。

　本人に何回かやらせてみたところ、縁がまったく見えていない、というわけでもないようだった。普段は見えず、目に力を込めても見えず、彼が鬼き神しんの形ぎよう相そうで眼がん力りきを込めてやっと「なんかこうピントの合わないモヤモヤした煙みたいなものが朧おぼろげに存在するような気がするぞ、ないかも」ということだった。

　縁が煙っぽく見えるという感覚は僕にも少しだけ解った。確かに目に力を込める前だと薄い蒸気みたいに感じなくもない。けど目を凝らせばそのもやはすぐに消えて、そこに紐の姿が浮かんでくるはずなのだけどローランの目にはそうではないらしい。実験の時、試しにやかんを火にかけてみた。ローランはただの湯ゆ気げを発見して見える！　はっきりと見えるぞ！と喜んでいた。

　つまるところ、縁結び対決以前の問題なのだった。僕とうさぎさんは「見えるようになったらまた」と言って一人と一匹を追い返した。無む益えきな一連を思い出し、フードのうさぎさんと同時に溜め息を吐く。

「あれのどこが代々縁結びの家系の天才なんですかね……」

「誇張じゃ誇張。そもそも縁を見る力が遺い伝でんするなどという話は一度も聞いたことがない。あのモフうさが飼われておるならそっちの影響じゃろう。じゃがあくまで見えんのが人のデフォである。お前ほど見えるようになる奴は珍しいぞ」

「そういうもんですか」

　一瞬喜びそうになったけど、縁が見えるようになってからの幸と不幸の割合は１対９ぐらいだと気付く。危なく騙されるところだった。

「あの子、これから見えるようになったりします？」

「モフうさと生まれた時から一緒なら、今さら二、三日で変わるまいよ」

「ならしばらくは安心かな……」

　とはいえわざわざ僕と対決するためにフランスから来たと言っていたし、このまま大人しく帰国してくれるとも思えない。縁の話なので西院さんにも相談できないし、考えるだけで非常に疲れる案件だった。僕は現実から目を背けて漫研の会誌をパラパラめくった。土田先輩の漫画は４Ｐだけだったけど結構読み応えがあった。
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　漫画研究会の部室に入ると森もり先輩が遊びに来ていた。

「あらゆかり君じゃない。久しぶり」

「仕事休みですか、森先輩」

「休みじゃないと言ったら……どうする？」

「先輩が失しつ職しよくしないように何秒か祈りますよ」

「ありがとう。休み」

　先輩は休みを満まん喫きつするために伸びをした。

　森先輩は漫研のＯＢで、一昨年に珠う大ちを卒業して今は社会人二年目になる。就職先は近くの駅の百貨店から、卒業した今でも大学のそばに住んでいてたまにこうして部室に顔を出す。僕が一年の時に森先輩は四年次で、涼しげな細目の先輩はまさに大人のお姉さんという感じだった。

　この美人がさっきの土田先輩の彼女だというのだから、縁というのはやはり超常現象だと思う。

「会誌の承認してきたんですけど。土田先輩いますか」

「仕事部屋じゃない？」

　僕は森先輩の視線の先を見た。部室の角を斜めに切るようにカーテンが付けられている。あの一いち畳じようもなさそうな隅っこのスペースは土田先輩が部室の中に勝手に作った自分の作業場だ。

　土田センパーイと呼んでみたけど返事がなかった。森先輩が手頃なサイズの月刊誌をカーテンの上から投げ入れるとぐふえと声がして土田先輩が這い出てきた。

「殺人未遂だろ」

「承認しましたよ先輩。特に修正ないです」

「うむ、これで前期祭に出せるな。ところで波多野君。さっきのめっちゃ失礼な王子っぽいやつはなんだ」

「なんでもないです」

「存在自体がなんでもあるだろ」

「あんまり関わり合いにならない方が良いですよ多分」

「確かに面倒そうな奴だったが……。とりあえず謝罪は求めておくぞ。背が高くてスタイルが良くてゴージャスな外国人だったらなんでも許されると思うなと言っておいてくれ」

　とはいえもしローランが背が高くてスタイルが良くてキュートな外国人美女だったら土田先輩は笑顔で許した上に自ら進んで下げ僕ぼくになっただろう。

「今背が高くてスタイルが良くてゴージャスな外国人の話をしてなかった？」

　と森先輩が食いついてきたが、土田先輩はフルフルと首をふって誤魔化した。

「そんな生き物が珠大に居るわけないだろう」

「でも話してたじゃない」

「森の空想の産物だ。お前が背が高くてスタイルが良くてゴージャスな外国人との淫いん靡びな妄もう想そうばかりしているからついに幻げん聴ちようが聞こえたんだ。お前ももう二十四なんだからそんなＢＬ白はく昼ちゆう夢むに没入してないで現実社会にきちんと向き合って真ま面じ目め」

　森先輩が手頃なサイズの未み開かい封ふう中ちゆう古こコミックセットを投げたのでぐえふと鳴いて土田先輩は死んだ。

　まあ土田先輩が誤魔化したくなる気持ちはわかる。先輩がカッコ悪いとは言わないけれど、さすがに太っていて不潔に見えて行動も愚おろかな土田先輩を、本物のフランス貴族ローラン坊っちゃんと並べて森先輩に見せるというのは酷こくだと思う。

　でもこんなにどうしようもない土田先輩が、実は学内の一部から好評を博す人気作家だったりするんだから人は見た目ではわからない。

　珠大の漫研は結構レベルが高くて、会誌にはプロデビューするような人が描いていたりするのだけど、その中でも土田先輩の漫画はなんというか、人が真ま似ねできないような独特の世界観を持っていた。夜に見る夢をそのまま描き込んだみたいな先輩の漫画は、ときどき幻想的で、大体偏へん執しつ的で、読んでいて概おおむね不安になる。そんな熱に浮かされた世界が一部の学生読者から熱い支持を得ているのだ。

「サブカル志向なだけだって」森先輩が一言でざっくりと評した。「『コミックソリッド』とか『エンド』とかあの辺の雑誌の色なのよね。ほら部数が全く出ない感じの？　マイナー作家とマイナー読者で完結してる風な？」

　それを聞いていた部室の下級生男子が「そこがいいんす」「森先輩はわかってないす」としたり顔で諭さとしてきた。が森先輩が睨むとゴニョゴニョ言いながら縮まった。このようにファンはいれど声は小さい。かくいう僕も土田先輩の漫画は割と好きだけど特に表明しない潜在ファンの一人だ。

「もうちょっといっぱい描いてくれると嬉しいんですけどね。先輩の漫画、いつもページ少ないから」

「暇だろうにね」

　森先輩はたっぷりの嫌いや味みを込めて言ったが、土田先輩は意識がなかったので本人には無事届かなかった。嫌味も率直に言い合えて、単行本三〇冊投げられても許しあえる程度にお二人の付き合いは長い。

　土田先輩も森先輩と同い年なので社会人二年目。のはずなのだけど。土田先輩は卒業はしたが就職できず、結局学生の時からやっている鯛焼き屋のバイトを今も続けながら学生ライクに暮らしている。だからＯＢなのに学内で頻ひん繁ぱんに会うし、漫研の会誌にも定期的に描き続けていた。一ファンとして先輩の漫画が読めるのは嬉しいけれど、一後輩としては将来を心配せざるを得なかった。

　森先輩は息絶えた土田先輩の瞼まぶたに昭和の少女漫画みたいな目を描き込み始めた。さすが漫研ＯＢだけあって見事な竹たけ宮みや惠けい子こだった。僕も太った昭和ヒロインの遺体に承認済みの会誌をお供えし、描き終えた森先輩とともにサークル棟をあとにした。
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　山が夕日でオレンジに染まっている。南側に面した斜面に立つ珠大校舎は一日中陽ひを受けるので研究室やサークルの洗濯物がよく乾く。

「先輩たちって、付き合い始めてどれくらいになりますか」

　大学構内を歩きながら、僕は隣の森先輩に聞いた。

「二年次の頃からだからねぇ。ひのふの……うわ五年だ。数えなきゃよかった」

「いいじゃないですか長く付き合うのって。憧れますよ」

「私も別に嫌ってわけじゃないけどさ……二十歳だったはずの自分が今二十五だと気付くのって、結構センセーショナルなものよ」

「なんか当たり前のことに思えますけど」

「君も数年後に解る」

　そう言って森先輩は苦にが笑わらいした。僕から見れば森先輩は昔から大人だ。社会人になって髪型や服の雰囲気が変わっても、森先輩はずっとお姉さんの森先輩で、それがまだ学生の僕に不思議な安心感を与えてくれる。

「土田先輩と結婚とかしないんですか」

「なかなかデリケートな話題にダイナミックに踏み込むねゆかり君」

「う、すみません」

　微び妙みような話題だったらしくて怒られる。けど僕には土田先輩と森先輩が別れるなんて全く想像できないので、そのうち結婚するのではと勝手に思っていた。

「ま、考えてないこともないんだけどね……」

　歩きながら次の言葉を待っていると、表おもて門もんへの曲がり角にきてしまった。森先輩はぼちぼちね、と笑ってそのまま坂を下っていった。

　それと入れ替わりに、フードに入っていたうさぎさんがモゾモゾと肩に登ってくる。

「今のやつ、大学によう来るのか」

「森先輩ですか？　そうですね。土田先輩がずっと居るから、森先輩もちょいちょい来ますよ」

「そうか」

「なんですか。何かあるんですか」

　うさぎさんの物言いに引っかかって、僕は帰っていく森先輩の背中に目をやった。うさぎさんが出てきたらまず縁絡みだろうと雑に判断してとりあえず目を凝らす。

　森先輩の背中に幾本もの縁が浮かび上がってくる。太いのもあれば細いのもあり、太いほど良縁だと以前にうさぎさんから教わった。何本か見てみるが、兆しの出ているような縁もないし特に変わったことは。

　あ、と気付く。

　僕は一本の縁に目を留めた。その一際頑がん丈じようそうな縁。周りの紐よりも一段太くて、とても良縁ぽい雰囲気の縁の紐。

　その紐のよりが。

　なんだかささくれだって、荒れてしまっていた。

「〝綻ほころび〟という」

「なんですかそれ」

「〝綻び〟は〝兆し〟の対つい。縁が切れる前ぜん兆ちようである。生じた綻びは次第に広がり、縁の繫がりを弱くする。そうなれば時期を見て、わしがはさみを入れるのじゃ」

「つまり森先輩と誰かの縁が切れそうだと……」

「あの太っちょとの縁じゃろ」

　え、と素すでうさぎさんを見返す。

「土田先輩と森先輩の縁が切れるっていうんですか？」

「多分」

「いや待って下さいよ、そんな」

「待つも何も、別にわしが綻びさせてるわけではないわい。兆しと同じで世の摂せつ理りじゃ。こればっかりはどうしようもない。勝手に持ち直すこともあるし」

　稀まれにじゃが、とうさぎさんは言った。

「そんな……」

　あまりにも急な話に、僕は、どうしていいのかわからない気持ちになった。

　それはもちろん、先輩達は普通の恋人同士なのだから、付き合ったり別れたりするのは当然で、それに僕が何かを言える立場じゃないのだけれど。

　でも先輩たちは、もうずっと一緒に居て。

　僕が初めて会った時から一緒だった土田先輩と森先輩が、卒業しても付き合い続けてきた二人が、もうすぐ縁が切れて、別れてしまうのかと思うと。

　自分勝手な話だけど。

　そんなのは、駄目な気がして。

「話は全て聞かせてもらったぞ!!」

　超びっくりして振り返った。坂の上に目をやると仁に王おう立だちのシルエットがあった。階段の最上段にヒーローショーのごとく降こう臨りんしていたのは、非常に残念なことに追い返したはずのあれだった。

「まだ居たんだローラン……」

「俺が何かのアニメキャラのコスプレと間違えられてアニメ研究会の女子達に群がられてこの時間まで撮影会に付き合わされていたことに感謝するがいい」

「坊ちゃまは長なが物ものの扱いも見事でありますゆえ」

　ユリシーズを肩に乗せたローランは、大した段数もない階段をもったいぶった足取りで一段ずつ降りてくる。

「どうやら舞台は整ったようだな」

「何の話」

「縁結び勝負」

　ローランは遠くなった森先輩をビシィと指差した。

「あの女子の綻びた縁。それを先に修復した者を、より優れた縁結びとしようではないか」

「ええー……」

「もう決めた。そうする」

　ローラン坊ちゃんは僕の返答など最初から聞く気なく、自じ己こ中ちゅう全開で言い切った。

「これで縁結びの修行も終わるな、じい。結局一ヶ月しか居なかったが中々楽しかったな日本。もう少し居てやってもよかったが、まあパリ祭までには帰りたいしな」

「ハハハ坊ちゃま。パリ祭に坊ちゃまが居ないのはフランスの損失ですからな。エッフェル塔も寂しがっておりますぞ」

　坊ちゃまとじいはご機嫌で帰国の予定を話している。もうすっかり縁を修復した気でいた。すさまじい自信だ。縁が見えないとはとても思えない。

　正直僕としては、この面倒くさ過ぎる坊っちゃんと縁結び対決なんてやりたくないことこの上ない。この場で勝ちを譲ってしまいたいし、早く国に帰ってくれるならそれに越したことはない。けど。

　彼が提案した、先輩たちの縁を修復するという話は。

　間違いなく、今の僕の望みでもあった。

「ではちゃっちゃと修復してやるか」

「でも君、縁見えないよね」

　僕が一番重要な事実を指摘すると、ローランは鼻から息を噴いた。

「Impossible 不可能はn'est pas français!フランス語ではない！」
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　アパートでうさぎさんと食卓を囲む。今晩のメニューはサンドイッチ（卵マヨネーズ）である。

「もうちょっとなんか無いのか」

　うさぎさんが文句を言う。

「卵とマヨネーズしか無かったんです」

「お前これ朝食のメニューじゃろう」

「嫌なら食べなくていいですけど」

　うさぎさんはサンドイッチをしぶしぶ手で取って齧かじった。作ってもらってる身分で偉そうにしないでほしい。

「で」僕もパンを齧りながら言う。「何か良い手はありませんか」

「何がじゃ」

「土田先輩と森先輩の縁ですよ。綻びを直す方法とかないんですか、うさぎさん」

「お前も懲こりんのう」

　うさぎさんは二つ目を取る。結構なペースで食べてくれる。

「兆しも綻びも、余計なことはせずに機が来るのを待つのが筋じゃ。積極的に修しゆう繕ぜんしたりするものではない」

「でも向こうの茶モフモフは結構やる気っぽかったですよ？」

「外国産はようわからん。第一、お前も勝負なんぞ乗り気でなかったではないか」

「今だって勝負する気は全くないですけど……」

　自分の考えをまとめながらサンドイッチの隅すみを齧る。耳が硬い。

「でもやっぱり、僕も先輩たちには別れないでほしいんです。口出しすることじゃないって解ってますけど……僕が勝手になんとかしたいだけなんです。お願いします、うさぎさん。何か方法を知ってたら教えて下さい」

「お前なあ」

「ツナ缶も開けますから」

「ツナマヨか」

　うさぎさんはやれやれと言う顔をした。

「結ぶ時と同じにやってみればよい」

「同じと言うと」

「この一月でたんと結んだからお前も要よう領りようが解ってきたじゃろう。縁に最も強く影響するのは心である。心が変化すれば縁の状態も変化する。兆しも綻びも同じじゃ」

「じゃあ二人の心に変化があれば、綻びが修復されるかもしれない……」

「当然、さらに綻びることもある」

　慎重にするがよい、とうさぎさんは言った。

　僕はお礼を言って台所に立ちツナマヨネーズを作り始めた。スプーンでツナをこねながら、この一月の縁結び経験を順番に思い出していく。

　縁結びの時は結びたい二人の話を聞いたり、周りから情報を集めたりしていた。相手の事をどう思っているかとか、どうなりたいとか、そんな話を集めていると、そのうちに兆しが出たり強まったりすることが多かった。

　以前に聞いたうさぎさんの縁解説によるなら、本人同士が好き合ったり意識したりして光るわけではないそうだけど。とにかく心の状態が変化することが重要らしい。

　なら今回も、まずは先輩二人から話を聞いてみよう。先輩達は頻ひん繁ぱんに大学に来るし難しいことはないはずだ。じゃあ最初はほぼ毎日いる土田先輩の方から……。

「深入りはやめておけ」

　うさぎさんが言った。僕は台所から部屋を見る。

「この世には〝流れ〟がある。人が流れのままに生きるのが最良とは言わん。しかし流れに逆らうことが良でもない。肝かん要ようなのは唯ただ一ひとつ」

　うさぎさんが、最後のたまごサンドを手に取る。

「受け入れることじゃ」

「受け入れる……」

「望まぬことも、何かの縁だと思うてな」

　うさぎさんはたまごサンドを平らげてツナマヨ早く持ってこいと言った。

　僕は二人の縁のことを考えながら、食パンを切った。
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　悩んでいても始まらない。先輩達の縁を修復すると決めたのだから、今は考えずに行動すべきだ。そう思ってサークル棟に足を運んだ。中庭で土田先輩が一人ビンゴをやっていた。

「トリプル！　トリプルリーチ来た！」

「何やってんですか先輩……」

「ふお」びっくりして我に返る土田先輩。「ビンゴだビンゴ。部室からビンゴマシンが出てきたんでビンゴカードを買ってきたんだ」

　先輩の周りにはもう終わってしまったビンゴカードが大量に散乱している。

「景品はなんです？」

　土田先輩は無言で財さい布ふを見せてくれた。十八円しか入ってなかった。カードを買ったら無くなったそうだ。無益だ……。

　無益と知りつつ、僕はカードを一枚もらって土田先輩の向かいに座る。先輩も新しい一枚を出した。そこでカードは無くなった。一人でどんだけ遊んだんだと思う。

「じゃあ先にビンゴした方が勝ちってことで」

「ふはは波多野。俺とお前のもっているものの違いを見せてやろう」

　土田先輩がガラガラとビンゴマシンを回す。17番が出た。二人とも穴を開けた。順次抽ちゆう選せんが続く。中庭の木で鳥がチュンチュンと鳴いた。

「波多野」

「なんですか」

「この言い知れぬ不安と焦しよう燥そうはなんだろう」

「多分もう卒業して社会人である先輩が平日の昼間から大学で景品のないビンゴをやっていることからくる懊おう悩のうじゃないですかね」

「やはりそうか」

「でもやめないんですね……」

　言いつつ僕も22番を開けた。一歩リードする。

「土田先輩、聞いてもいいですか」

「なんだ。あ、福引き回したい？」

「森先輩と上手くいってないんですか？」

「なに急になに」

　９が出た。二歩リードする。

「ほらあ、お前が突然刃物のような質問をするから手元が狂っただろ」

「福引きに手元とか関係ないでしょう」

「そんなスタンスだからお前は商店街で醬しよう油ゆしか獲とれないんだよ」

「砂糖だって獲ったことありますよ」

「……もしかして俺達やばそうに見える？」

「あ、いえ、そういうわけじゃ」

　まさか綻びた縁が見えたとは言えない。僕はちょっと、なんとなくですかねえ、と無理矢理にごまかす。

　土田先輩は腕を組むと、ぐむーと首を捻った。

　長考の後、先輩は再びビンゴマシンを回し始めた。

「うちも長いからなあ」

「五年でしたっけ」

「あれ、そんなか？　えーと二年次からだから、五年か。うお五年かよ。ちょっとすげえな」

「僕はよくわかんないんですけど、長く付き合うってどんな感じなんですか？」

「どうと言ってもなー」

　14が出た。三歩リードした。先輩は手首の使い方を検討しながら抽選を続ける。

「そりゃあ一人の相手と五年も一緒にいたら否いやが応おうでも慣れるっちゅうか。だんだん空気みたくはなってくるよな」

「〝空気みたい〟って女子が嫌がる表現だって聞いたことあります」

「本人には言わねーよ。……言わないでね？」

　関係修復が目的なんだからそんなこと言えるわけない。

「ただ空気っつってもな。変わらずずっとあるわけじゃなくてだな。たとえば温暖化の影響があったり大気汚染があったりするのよ。そしたらそのつど緑を植えてみたり空気清せい浄じよう機き回してみたりして、俺達人類は対たい症しよう療りよう法ほうで地球を守り続けているわけだが。何の話だったか。まぁなんだ、上手く言えないけど」

　先輩のカードに久しぶりの穴が開く。差が少しだけ詰まった。

「多分これからも生存していけると思うよ、俺ら人類は」

「ならいいんです」

　先輩の言葉に少しだけ安心した。

　少なくとも土田先輩の方は、森先輩と別れようなんて全く考えてなさそうだと思えた。

「まあ少し静観して待て。俺の漫画がブレイクしたら空気清浄機なんてけちくさい事言わずに高原の別荘買ってやるから。波多野信じろ、俺はもっている」

　僕は７を開けた。ビンゴだった。

「ちくしょう！」

　なにももっていない先輩はカードを力いっぱい投げた。僕は別荘を買う前に先輩が捨てられないように祈った。
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　午後いっぱい詰め込まれた講義がやっと終わり、例によって自治会室に向かう。週末夕方の大学はこれから飲みに行く学生で賑にぎわっているけど、僕は当面の難題に頭が一杯でそんな気にはなれなかった。

　昼に話した土田先輩は、良い意味でも悪い意味でもいつも通りだった。

　なら縁の変化に影響しているのは、やっぱり森先輩の方なのか。

「あんな甲か斐い性しようなし、振られても仕方なかろう」トートバッグの中でうさぎさんが言う。

「全く否定はできないですけど……」

「ほっとけ。なるようにしかならん。それよりうさ様ビスコが食べたい」

　うさ様ビスコは通販でしか買えないうさぎ用高級おやつである。西院さんのせいでペットの口が肥えていけない。

「自治会室行きますから勝手にもらって下さいよ」

「そうしよう」

　ほどなく目的地に辿り着き、おはようございまーす（夜でも同じ挨拶）といつも通りのテンションで部屋に入ったところで。

　僕は絶ぜつ句くした。

　西院さんが。

　見たこともないような、見てはいけないような蕩とろけ顔で、モッフモフのうさぎを目一杯撫なで回しているではないか。

　うう……あの見覚えのある茶モフモフは……。

「遅いぞ波多野ゆかり」

　案あんの定じようのローラン様は、どこから持ち込んだのかピンクのラメ張りの高そうな椅子に足を組んで君くん臨りんしていた。

「ロココ家具研究会とかいう連中に本物の貴族だ現あら人ひと神がみだと崇あがめられて椅子をもらったから持ってきた。なかなか良い座り心地だぞ。これならあの寝そべられるソファーももらってくればよかったなじい……」

　僕は大慌てで駆け寄り、ローランの口を手で塞ふさいだ。耳元で小声で叫ぶ。

「（ここでうさぎと話すなここで！）」

「ムームムームーッ！」

　ローランが暴れたので僕は恐る恐る手を離す。青い目がジロリと僕を睨んだ。

「（馬鹿にするなっ。秘密にしていることくらいちゃんと解っているぞっ。じいだって勝手に喋ったりしない。そんな空気の読めないじいではない）」

「（ならいいけど……頼むよ本当に）」

「（うちのじいをそこの野生動物と一緒にするな）」

　見ればうさぎさんがトートから出てきてウウーッウウーッとワイルドな唸りをあげていた。悲しいことに卓上にはうさ様ビスコの包装紙が散らばっており、寝そべるユリシーズのお腹は丸い。これは野生種返りしてもしょうがない。

「喧けん嘩かしないでね」

　と西院さんがうさぎさんを宥なだめた。いつのまにかご尊そん顔がんが通常運行に戻っている。さっき大たい層そう恐ろしいものを見た気がするけれど見み間ま違ちがいだったということにしておきたい。多分覚えていると危険だ。

　西院さんは新しいうさ様ビスコを開けるとうさぎさんとユリシーズに分けた。うさぎさんは明らかに不満そうにしつつもらって食んだ。

「それでゆかり君。こちらの王子みたいな子が、貴方に用があるそうだけど」

「ああすみません、すぐ追い返しますから、椅子も片付けさせますから」

「いいえ、いつまでも居てもらって構わないわ」

　西院さんは別に王子に弱いわけではないだろうが、完全にうさ懐かい柔じゆうされていた。こうなってはもう頼りにならない。

「で、なんの用？」

　僕は不機嫌を隠さず聞く。ローランが椅子の肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえを突く。

「こないだの女と子豚がどこにいるのかを聞きにきたのだ。サークル棟とかいう小屋にも行ってみたが、入るたびに毎回違う集団に捕まってしまってまともに中を歩けない」

　まぁそうだろうなあと頷く。ローランの容よう姿しはあんまりにも人目を引くので、サークル棟なんかにいけば数の暴力を行使する餓が狼ろう系けい女子に捕まって宗教のご神しん体たいに据すえられるのが関せきの山やまだろう。予備知識のない人間は普通に歩くだけでも危険をともなう棟だ。

「じゃあ漫研の場所教えるから」

「うむ。あとだな」

　ローランがなにやらこそこそと寄ってきた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんの類るい語ごであるローランがこそこそ動くのは珍しい。彼は僕にヒソヒソ話を求めてきた。ローランは心なしか顔を赤らめて、小声で僕に聞く。

「（あの西院という人はフリーか）」

「（な）」

「（いやいや日本の女はみんな可愛いなと思っていたがあの人は別格だな。美しい上に頭もすごく良さそうだ。我がリシュリューの家にも相応ふさわしい品がある。ぜひフランスに連れて帰りたい。ヨーロッパ好きかな。海外生活抵抗ないかな）」

「（お、ま）」

　僕はワナワナした。お坊ちゃまローランのやることとはいえ流石にこれは看かん過かできない。珠大の象しよう徴ちようである西院さんに粉をかけようとは不ふ遜そんも甚はなはだしい。僕が西院さんを守らねば。自治会の平へい穏おんを守るため無法者を追い出さねば。

　サークル棟の見取り図を棚から出してきて、ローランのシャツのポケットにねじ込む。

「その地図で漫研いけるから」ローランを無理矢理引っ張って出口に誘導する。「ほら早く行った行った」

「おい、なんだ。追い出すな。俺が居ちゃ悪いのか」

「悪い」

　ユリシーズをつまみ上げてローランの頭の上に乗せてやる。西院さんの悲痛なうめき声が聞こえたけれど仕方ない。西院さん本人を守るためだ。

「いや待て、俺はまだここにいるぞ」

「土田先輩と森先輩に会いに行くんだろう？　早くしないと帰っちゃうかもよ。森先輩はタイミング逃したら一週間は会えないよ。今なら偶然来てる気がするから、ほら」

「むう……しかし」

「西院さんは毎日居るから。今日は先輩の方に行った方が絶対お得だ」

　僕は適当に吹きつつ調子よく誘ゆう導どうする。今日追い返しさえすれば、後は自治会室にいれないなり西院さんに移動してもらうなりして二度と会わせなければいいのだ。

「そうか……なら今日は縁結びの方にいってやるとしよう。でも波多野ゆかり、本当だろうな。本当に明日も西院はいるんだろうな」

「いるいる」

「じゃあ明日またくるか……」

　そう言ってローランは自治会室を出て。また戻った。

「やっぱりもう少し遊んでいく」

「しつこいな！　先輩帰っちゃうぞ！　ほらもうすぐ帰るー！　後十秒で帰るー！」

「く、ぬ、ぬ」

「はい九、八、七、六五四三」

「まて！　タイムだ！　行くから止めろ！　時間止まった！」

「早く行きなよ」

「くそう！　覚えていろ！」

　そんな負け犬の捨て台詞を吐いてローランが出ていこうとした瞬間。彼が開けるより先に、戸が開いた。

「西院いる？　久しぶりに飲まない？　って、なんか賑やかね」

　考えうる限り最低のタイミングで登場したのは、スーツ姿で仕事帰りの森先輩であった。

　僕の防衛作戦は完全に失敗し、代わりにローランが悪どい笑顔で微笑む。

「Tout vient à point待てば海路 à qui sait attendreの日和あり」
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　テーブルに森先輩が買い込んできた大量のビールとチューハイが並ぶ。

　自治会室で急きゆう遽きよ開催されることになった飲み会のメンバーは、珠大のお姉さん森先輩、珠大の頭脳西院さん、珠大の侵しん略りやく的てき外がい来らい種しゆローランという個性的な三者である。平凡系男子の僕はなぜか少し胃が痛い。周囲のアクの強さに本能が危険を感じているのかもしれない。

「ていうかローランは未成年じゃないの」

「フランスの飲酒解かい禁きんは十六歳だぞ」

「適当なこと言ったって騙されないからな」

　と言いつつ確認のために西院さんを見ると「うん」と頷いた。本当らしい。知らなかった。

「無知を晒していないでさっさと缶をよこせ波多野ゆかり」

　僕がしぶしぶと缶を滑らせたところで西院さんが言った。

「日本にいる間は日本の法律が適用されるけれどね」

「やっぱ駄目じゃないか！」

　ローランは速攻で飲んでいた。それから首を傾げて「ジュースじゃないか」と言った。見事な酒飲みの言動だ。もうそういうことにしておこう。あれはジュース。

　ちなみにウサーズには西院さんが買っていたペット専用ミネラルイオン水を出しておいたけれど、一瞬目を離した隙に皿の中身が『いいちこ』に変わっていた。もうみんな好きにすればいいと思う。

「いやあ、良い時に来たわ」森先輩がローランを眺めて笑顔で言う。「こんな背が高くてスタイルが良くてゴージャスな外国人をどこで見つけてきたのよゆかり君」

「最近勝手に湧いたんです。漫研で持ってってもいいですよ」

「いいの？　ほんとに持ってくよ？　そしたら後こう輩はい達もこの子をモデルにしてベルばらみたいなの描けるし、私も飲み会毎回出ちゃうし」

「ふふん、丁ちよう度どいい。俺もまさに今、貴女あなたと話がしたいと思っていたところだ」

「なにこの子、なんてこと言うの。外国人てみんなこんな風に育つのかしら……」

　森先輩は両頰に手を当ててキュンとした顔を作ってみせた。ローラン王子の天然女性懐かい柔じゆう術じゆつにメロメロである。これで高校生というのだから確かに海外リーグとの力の差を感じる。救いなのは西院さんがグローバルの波に全く動じてないことくらいだろう。

「それで森先輩」西院さんがいつもの冷静さで口を開く。「本日の議題はなんですか」

「いや何か議題があるわけでもないんだけどね。ほら、しばらく西院とも飲んでないなあって思って」

「土田先輩のことですね」

「ああうん……話が早くて助かるわ」

　その名前に僕はピクリと反応した。同時に向かいのローランの目にも光が宿る。

　なるほど、ローランがさっき森先輩と話したいと言ったのも、あながちリップサービスばかりではない。考えてみればこの飲み会は森先輩の真意を聞く最適の場かもしれない。偶然とはいえこれはチャンスだ。

　森先輩がさくりと一本目を空けて缶を置いたので、僕は楚そ々そと二本目を差し出した。なるべく黙って聞きつつ、先輩が話しやすい空気を作る役に徹しようと思う。

「うーんー……」

　先輩は頰杖を突いて言葉を探る。

「言っちゃうと別にね、今こういう悩みがありますとか、昨日こんな酷いことがあったとか、そういう具体的な話があるわけじゃないんだけどさ」

「知ってます。先輩が私に会いに来るのは、悩みがまとまってないことが悩みの時ですから」

「そうなの、そうなのよ。いつも西院にまとめてもらおうと思って来てるの。ごめんねほんと、後輩に甘えちゃって」

　森先輩の気持ちは僕もよくわかる。珠大生が悩んだら相談相手筆ひつ頭とうはマザーコンピュータの西院さんだ。このコンピュータは教授ですら頻繁に使うのだからＯＢの先輩だって当然お世話になる。

「土田は」

　森先輩が虚こ空くうを見つめて呟いた。

「なんか考えてんのかなあ」

　それは、漠ばく然ぜんとした質問だった。

　けどその漠然の中に、僕やローランのような子供には未だわからない、大人の色々な事が沢山入っているような気がした。

「おい」わかってなさそうなローランが身を乗り出す。「土田ってあのmarcassinみたいな男だろ」

　マルカッサンて何ですかと西院さんに聞くとウリボウのことと教えてくれた。可愛いと言えなくもない。

「いったいなぜあれと付き合っているんだ？」

「さすがに外国の子は物言いがストレートね……。あのね、お若い王子様。貴方にはまだわからないかもしれないけれど、ああ見えて土田にも結構良いところがあるのよ？」

「たとえば」

「まあ聞きなさい。土田はね、太ってて指も丸っこいのに妙に手先が器き用ようだから、バイトしてる鯛焼き屋では店長を超えるナンバーワンの焼き手なのよ。近所の小学生からは鯛焼き大王と呼ばれていて、オーナーからも次期店長候補として正式に雇やといたいと声をかけられてるんだけど、本人はシフト増えると漫画描けないっすからって断ってて、でも実際はそんなに漫画を描いてるわけでもなく、ネタが出ねえ研究だとか言いながら漫画喫茶にこもって『三丁目の夕日』を徹夜で読破して、時間延長分のお金払えなくて私に電話で助けを求めてきたから代わりに払ってあげたりしてね……」

　森先輩はうん、と止まった。

「私、なんであいつと付き合ってるんだろ……」

　やばい。話が妙な方に行っている。ローランの余よ計けいな茶ちや々ちやのせいで空気が明らかに逆方向に流れている。おい、ストップ、とローランを睨んでみるが彼は一切こっちを見ていない。

「別れたらどうだ」

　縁結びのローラン様は酷いことを言った。

「大学まで出て自主的にフリーターなんて将来のビジョンが全く見えないぞ。あと太っていたぞ。それに不潔だったぞ。良いところが一つもないじゃないか。もしかして真面目に働かないのが仏ぶつ教きよう思想なのか？　セツナシュギというやつか」

「そうだよねえ、駄目だよねえやっぱり」

　僕は口をパクパクして呼び掛けるが、ローランは全くこちらに気付かない。

「確かに……土田先輩の現状を考えると少し問題ですね」

　追い打ちをかけるように西院さんまで悪い流れに入ってきてしまう。西院さんは文具入れから愛用の電卓を取り、片手でタカタカと叩く。

「直ちよつ近きん二十年の大卒フリーターのモデルケースに当てはめてみると、二十四歳で鯛焼き屋アルバイトの土田先輩の生しよう涯がい年収の一例は」

　これくらい、と言って電卓を見せる西院さん。その数字にローランは目を丸くし、森先輩は目を覆う。

「日本ではこの額で人間が生活できるのか」

「できない、できない。え、西院、本当にそんな？」

「鯛焼き屋の正社員になった場合も出しましょうか」

　西院さんは紙とペンを用意して本格的に計算を始めた。今からでも就職活動を始めたらどうかしら、静岡の実家に帰ったらどうなの、と様々なパターンがシミュレーションされ、土田先輩の人生設計が無断で構築されていく。本人が全く構築してこなかったせいだけど、月のお小遣い二〇〇〇円と書かれたところで流石に可か哀わい想そうになって僕は口を挟んだ。

「あの、森先輩。土田先輩もああ見えて色々考えてると思うんですよ。今日昼間会いましたけど、凄く熱心に頑張ってましたし」

「何を？」

「ビンゴ」

　僕はもやし炒いため係に任命され会議のメンバーを外された。

　もやしを炒めている間も土田先輩の人生は留まるところを知らず大改造されていく。しかし端はし々ばしにこぼれる「駄目」「アウト」「手遅れ」の単語を聞く限り、好ましい方向に盛り上がっているとは言い難かった。

「やばい、やばいよ土田……」

「ご実家に戻られるのが経済的には最さい適てき解かいですね。静岡のお店屋さんなら、富ふ士じ山さんの世界遺産登とう録ろくで観光客も期待できますよ」

「なに？　マルカッサンの家からフジヤマが見えるのか？　素晴らしいじゃないか。俺ならそこにレストランを開いて三ツ星シェフを招しよう聘へいしてミシュランに載のせて大ブレイクさせるぞ」

「うーん一回遊びに行ったことあるけど確かに静岡は良い所だった……いやいや、待ってちょっと待って。まだ全然そんな話じゃないし。……でも、まあ……確かにここでずっと鯛焼き焼いてるわけにもね……」

「ところでさっきから気になっていたんだが。タイヤキってなんだ」

　知らないで聞いていたらしいローラン。西院さんがパソコンで検索して画像を見せる。

「Très bienトレヴイアン」

「中身は餡あん、クリーム、チーズ」

「最高だ。こんな素敵な菓子はフランスにもないぞ。マルカッサンはこれを作るのが得意なのか？　ならこの職人になれば良いじゃないか。素晴らしい仕事だぞ」

「鯛焼き職人かあ……」

　森先輩は悩ましく考え込む。

「何が不満なんだ。鯛焼き職人に何か問題があるのか」

「や、そうじゃないんだけどね」

「ならなぜ」

　ローランのまっすぐな質問が、口ごもる森先輩に向けられる。

　先輩が言葉を濁す理由が、僕にも空気から伝わってきた。

　それは土田先輩を知る人なら誰でもわかっていることで。けれど言葉で説明できるような確かな理由ではなくて。ふわふわして、不確かな、いい大人なら口にするのも憚はばかってしまう、そんな取り留めのない話だ。

　でもローランの答えづらい質問は、きっと問題の確信を突いていて。

　僕もまた、この場でそれを話した方が良いんだろうと思った。

　出来上がったもやし炒めをテーブルに置いて、僕は言う。

「土田先輩は漫画を描いてるんだ」

「ＭＡＮＧＡ？　マルカッサンは漫画家なのか？　なんだそれ、超凄いじゃないか」

「漫画家じゃあないのよ」森先輩が苦笑いで補足する。「プロじゃなくてアマチュアなの。同人誌を作って、そこで自主的に発表してるだけ」

「アマチュア漫画家がこんな山の中にもいるのか……さすがＭＡＮＧＡの国だな。それで、マルカッサンはプロになるのか」

「どうだろうね……」

　森先輩は缶を両手で握った。

「あいつ、どう思ってるのかな。漫画で食べていこうって、少しでも考えてるのかな。学生の頃一緒に漫研に入って、しばらくして付き合い始めたけど。それから二人で、流れに流れて今日まで来ちゃって……私、その話、ちゃんと聞いたことがないんだ」

　先輩は自分の本心を探すように、手探りで、ゆっくりと話し続ける。

「本当はもっと早く聞けばよかった。卒業する前に聞けばよかった。漫画家になるの、本気で目指すのって。なんか、一回聞きそびれたらね、時間が経つごとにどんどん聞きにくくなってくのよ。そしてこれからもっともっと聞き辛くなるのも知ってる。さっさと話しちゃえば良いのもわかってる。でも」

　怖いんだ、と先輩は言った。

　それはまさしく森先輩の悩みの核心で。

　そして縁の綻びの原因だった。

　森先輩も、土田先輩も、昨日今日に何かが変わったわけじゃない。むしろ二人は変わってないと思う。僕から見ていて、先輩達は仲の良かった学生の頃のままだ。

　けど二人はもう社会に出てしまった大人で。

　変わっていく環境は、変わらない二人に毎日少しずつ圧力を与えていたんだ。日が経つごとに重く、年が経つごとに強く。

　僕は目を凝らして、森先輩の縁の紐を見た。

　前に見た時よりも、綻びが大きくなっているように見えた。

　何も変わらない、何にもなれない毎日の中で、先輩達を繫ぐ一本だけの縁は、少しずつ、少しずつ、けど確実に綻び続けている。

　でも、じゃあ。

　この綻びを直すには、どうしたら。

「ふむ」

　ローランが変わらぬテンションで呟いた。彼は僕に向く。

「ゆかり。ＭＡＮＧＡのプロってどうやってなるんだ」

「え？　ええとプロになるには、たとえば出版社に原稿を持ち込んだり、あとは公募の賞に応募したりすればいいのかな……」

「簡単だな」

　僕はキョトンとして彼の顔を見た。

　ローランが突然立ち上がる。西院さんと森先輩と一緒に呆気あつけにとられていると、彼は迷いのない足取りで席を離れ、自治会室の戸を開けた。

「行ってくる」
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　ローランが漫研のドアをおもいっ切り蹴り開けた。

　追いかけてきた僕と森先輩は呆然とする。

「マルカッサン！　マルカッサンはいるか！」

　叫びながら傍若無人に室内に踏み込むと、仕事場のカーテンの向こうから同じく目を丸くした土田先輩が這はい出てきた。

「え、なになに？　いまドア壊れた？」

「いた」

　ローランはツカツカと歩み寄り、這い蹲うずくまる土田先輩を真上から見下ろして言った。

「マルカッサン」

「いえ、土田ですけど」

「お前、漫画家になれ」

「へい？」

　ローランが土田先輩の鼻はな面づらをビシリと指差す。

「ＭＡＮＧＡのプロになるのだ。コンテストに応募してグランプリを取って見事プロデビューしてみせろ。もしそれが駄目だったらフジヤマの見える実家に帰るがいい」

　僕は、ただただ啞あ然ぜんとするしかなかった。

　ローランの提案はあんまりにも極きよく端たんなものだった。聞かされた土田先輩も口半はん開びらきで呆ほうけている。

「そんなこと知らない外人に突然上から言われても……あとドア……」

「修理はこちらで手配する。さあ、やるのか。やらないのか」

「いやね、君、直せばいいってものでも……」

「やってみなよ」

　その声に全員が顔を向けた。

　森先輩が、真剣な顔で土田先輩を見つめていた。

「応募してみなよ土田」

「森までどうしたの」

「描いてみなよ。一回本当に真剣に、本気で漫画描いてみなよ。それで勝負してみなよ」

　森先輩の握りしめた手が震えている。

「私知ってるから。あんたはいつも４ページか６ページしか描かないけど、本当はもっと先があるでしょう？　もっと沢山描きたくて、その先に土田が一番描いてみたいことがあるでしょう？　でも描けないのも知ってる。描いちゃって、それが貶けなされるのが怖くて、いつもカッコつけて途中で無理矢理終わらせてるのも知ってるよ。そんなのね、あんたの漫画読んだら誰だってわかるから」

　森先輩は一歩前に出て、土田先輩を真っ直ぐ見据えた。

「描いて」

「森」

「じゃないと、あんたも私もずっとこのままだよ。このまま、このままで……駄目になるよ」

　森先輩が肩を震わせて俯く。

　数秒の、重い沈黙の後。

　土田先輩は起き上がり、森先輩の横を無言で通り過ぎて、そのまま部室を出て行った。
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　サークル棟の廊下の一番端に、自販機と汚いベンチが設置された喫煙所がある。

　土田先輩はそこにいた。

　先輩は無言でロング缶のミルクコーヒーを啜っていた。僕も同じコーヒーを買って、先輩の向かいに座る。

　暗い廊下の天井を、先輩が見上げている。

「なあ波多野」

「はい」

「俺ってさ……誰よりも繊せん細さいで……傷つくのを人一倍恐れちゃうスーパーナイーブクリエイターじゃん……」

　僕はホットの缶を土田先輩の出しっぱなしの繊細な腹に当ててみた。先輩はうあちうはー！と叫んで跳ねた。

「なにすんのよお！　傷つくのイヤって今言ったでしょお！」

「すみません、つい」

「赤くなったし……」

　先輩は自分のお腹なかの肉をフーフーと冷ました。

「で、繊細がどうしたんです」

「なんだっけなあ。飛んじまった」

「ナイーブとかそういう辺りは多分飛んで良い部分だと思うので、要所からお願いします」

「まあ……つまりな」

　土田先輩が両手で赤いお腹を擦さする。

「森の言った通りってことだ」

「……貶されるのが怖いって話ですか」

「怖いだろ。そりゃ怖いさ。必死で描いて、それが全否定食らったらもう立ち直れないだろ。だから俺はこれまでずっと言い訳しながら小器用にまとめて描いてきたんだよ。プロになりたいなんて絶対言わないで、サークルの中ではかなり描けてる方って位置を確保して満足してきた。でも、それがまるきり噓だってわけでもなくてね。俺、ある程度は本当に満足してたんだぜ？　後はこのまま趣味で描き続けて、もうちょっとしたら真面目に働き始めてさ。たまに漫画書いて平穏に暮らして、最後に結婚でもできりゃ、そしたらもうすげー幸せだって思ってたよ」

　でもなあ、と先輩は言った。

「やっぱり噓はバレるんだ。俺自身が完かん璧ぺきに誤魔化した気でいて、途中から俺本人もすっかり騙されて、本気で現状が最高だなって思ってた。なのにバレるんだ。そりゃそうだよな。だってよ、俺の本心は、俺の漫画にみんな描いてあるんだもんな。俺がもっと描きたくてしょうがないって、本気の漫画でがっつり勝負してみたいって、俺の漫画に全部描いてあるんだもんな」

　先輩が喫煙所に転がっていた雑誌を手に取る。

「波多野知ってる？　『コミックエンド』」

「存在は。読んでないですけど」

「マイナーであんま売ってねえからなあ。でも俺の一番好きな雑誌。俺が好きな漫画家がこの本からいっぱいデビューしてんだ」

　先輩は雑誌の真ん中ぐらいのページを開いて、それを僕に向けてバーンと突き出した。僕は本を受け取り、その告知ページを読む。

「コミックエンド終しゆう末まつ賞しよう……」

　僕は先輩を見た。

　土田先輩は不敵に笑った。

「やるぜ」

「先輩」

「俺が初めて描く本気の漫画を、漫研の会誌でじゃあなく、本屋で読ませてやる」

　先輩の言葉には自信が溢あふれていた。

　それが何を根拠にしているのかはわからないけど。

　でも、その迷いのない言葉を聞くだけで僕は、土田先輩がやっぱり何か持っているのかもしれないと思えた。

　先輩の勇気の決断がどうか二人の幸せに繫がりますようにと、僕は心の中で祈った。

「締め切りはいつだ波多野」

「えーと三週間後です」

「わかった。三週間後だな」

　先輩は僕から雑誌を回収し、自分で応おう募ぼ要よう項こうを読んだ。

「ええ……うそ……三週間後なんだ……」

　元気がなくなっていく。

「どうしよっか……」

　先輩は卑ひ屈くつな笑顔で僕を見た。

「やめる？」

　僕は腹に缶を当てた。先輩はぶふぁっちあ！と叫んで転げまわった。
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　その日から土田先輩はお籠もりになった。

　学内でほぼ毎日見ていた土田先輩の姿は見事に消えた。一度漫研の部室に様子を見に行ってみたけれど、部室内の作業場にも土田先輩は居なかった。

「多分アパートだと思う」

　代わりに答えてくれたのは森先輩だった。

「普段ならその隅っこで作業してるんだけど、今回はちょっと違うみたい。私もそっちのが良いと思う。土田は一度自分だけに向き合って描いてみる必要があるのよ」

「そうですね……でも」

　僕は部室内のカレンダーに目をやる。先輩が原稿に取り掛かってからもう二週が過ぎている。

「やっぱり進しん捗ちよくが気になりますね」

「私も知らないのよ。二週間会ってないから」

「差し入れとかしないんですか？」

「しないしない」

「土田先輩きっと喜ぶと思いますけど……」

　森先輩はううん、と首を振った。

「これはあいつ一人でやることだからさ」

　森先輩は、なんだか優しい目をしていた。

「土田が、土田の手で、土田のためだけにやることで、そうじゃなきゃいけないのよ。一人で描いて、一人で完成させるの。そして一人で全部の結果を背負うのよ。それこそが、あいつが今まで逃げ続けてきたことだもの。だからさ、私が自分で発はつ破ぱかけといてなんだけど、こっちはもう見守ってやるくらいしかできないんだ」

「それで良いと思います」

「うん。精々見守ってあげよう。これでも一応彼女だからね」

　森先輩は細い目で笑ってそう言った。

　僕は漫研の部室を出る。先輩の笑顔は、僕に小さな安心をくれた。きっと先輩達は、良い方に進んでいる。そんな風に思えた。

　さて自治会室に戻ろうと踵を返すと背後にローランが立っていた。肩にはいつも通りユリシーズを乗せ、抱えた紙袋には鯛焼きが山盛りになっている。

「一つやろう」

「どうも」僕はもらった鯛焼きを齧る。

「縁の様子はどうだ？」

　ローランが廊下から部室の中を覗き込んで森先輩を見た。

「でも君、縁見えないでしょ？」

「うむ。代わりに見ろ、ゆかり」

「なんで僕が……ユリシーズに見てもらえばいいだろ」

「目上の人間を働かせようなんて非常識だと思わないのか」

　その茶モフは目上じゃない上に人間でもない。でもそんなどうでもいいことで係けい争そうするのも面倒なので結局僕が目を凝らした。部室の中にいる森先輩の縁が浮かび上がる。

　先輩の縁の綻びは。

「もしかして…………少し直ってる？」

　確認のために更に目を凝らし、綻びていた部分を凝視する。見間違いじゃない。確かだ。

　森先輩の縁の綻びは、前に見た時よりも明らかに小さくなっていた。

「セヴォン」

　ローランが満足そうな顔で頷く。

「ふふん。これで完璧じゃあないか。俺の素晴らしい作戦のお陰で森もマルカッサンもお互いの本心をぶつけ合えただろう。あとはマルカッサンが漫画家になればハッピーエンド。もしなれなかったとしても、心が通じ合った今の二人ならば手に手を取ってピンチを乗り越えていくに違いない。つまり結果がどちらに転んだとしても、あの二人の縁は修復されたも同然」

　ローランは鼻が天井を向くほどに反り返って勝ち誇った。ユリシーズは両手でシャツを摑んで落ちないように耐えている。

　でも確かにローランの言う通り、彼の策は見事に成功したと思う。土田先輩がデビューできるかどうかはまだわからないけれど、もう今の時点で先輩達の間のわだかまりは、すっかり消えているような気がする。

　ローランが意気揚々と鼻息を噴く。

「どうだ、ゆかり。もはや認めざるを得まい。この俺の類たぐい稀まれな実力、縁結び名家リシュリューが後こう継けい者しや、ローラン・ド・リシュリューの溢れ出る縁結びの才さい気きをな」

「いや認めるよ。すごいすごい」

　僕はパチパチと拍はく手しゆしてあげる。やり方はどうあれ先輩達の縁の修復を手伝ってくれたローラン達には素直な感謝を贈りたい。

「もっと誉ほめていいぞ」

「ブラボー縁結びローラン、あっぱれ縁結びローラン、なまら縁結びローラン」

「ははは誉め過ぎだ」

「全くだ」

　声につられて足元を見る。いつのまにかうさぎさんがすぐ隣に来ていた。

「なんだ、白うさぎ。俺のパーフェクトな縁結びに何か不満があるのか。お前もその目で縁を見てみろ。綻びはもう修復寸前だそうだぞ」

「いいや。縁は切れるよ」

「え？」

　僕は声を出してうさぎさんの顔を見た。

　ローランもキョトンとしている。

「それってどういうことですか、うさぎさん」

「言葉の通りじゃ」

「だって、縁の綻びは実際に小さくなってるじゃないですか」

　僕はもう一度部室の中に目を凝らした。何度見ても森先輩の縁は修復に向かっているように見える。うさぎさんを抱き上げ、一緒に縁を見る。

「ほらうさぎさんも見て下さい。綻びが前より小さくなってるでしょ？　経過は順調だと思うんですけど……」

「そうだな」

　うさぎさんが何を言いたいのかよく解らない。

「じゃあ、なんで縁が切れるなんて」

　僅かな沈黙の後。

　うさぎさんは言い含むように呟いた。

「お前にはまだ見えんさ」
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　自治会室の時計を見ると朝の五時になっていた。会計処理の作業をのんびりやっていたらつい徹夜してしまった。昼夜が逆転しても特に問題ないのは大学生の特権だ。

　ちなみにうさぎさんは付き合えんと言って先に家に帰っている。出入りのためにアパートの窓を開けっ放しにしているので治ち安あん面めんが少し心配ではある。まぁ盗とられるものもないけれど。

　僕もいいかげん帰ることにして、鍵をかけて自治会室を出た。

　明け方の大学通りを行く。

　冷たい空気が気持ちいい。誰も歩いていない早朝の大学は結構好きだ。ところどころに飲み潰れた学生の死体が転がってはいるけれど、それも前ぜん衛えい的てきなオブジェと思えば味がある。大学のメインストリートは東西に延びているので、東門に向かって歩くと日の出が見える。遠くの朝日が眩まぶしかった。

　そこでふと立ち止まる。

　真っ直ぐな道の先、朝日と僕の間に、一つの影が佇たたずんでいた。

　丸い影だった。

　あの丸さは……。

「土田先輩」

　逆光のシルエットの正体は土田先輩だった。

　先輩の影はゆっくりと右腕を天に掲げた。

　その手には大きな封筒があった。

「できたぜ……波多野」

「先輩！」

　僕は叫んで先輩に駆け寄った。駆け寄ってから別にこんなにドラマチックにしなくてもいいなと思って気恥ずかしくなった。先輩も特に続くアクションがあるわけでもなく上げた腕を下ろした。原稿を空に掲げたらまあ下ろすしかない。

「先輩、どうしてこんな早朝の大学に」

「封筒持ってなくて」

　漫研から取ってきたそうだ。僕は今先輩が掲げたＢ４大の茶ちや封ぶう筒とうを持たせてもらった。

　「コミックエンド編集部行」の力強い文字が躍る封筒を手にとった時、僕は少なからず驚いた。

　ずしりと、紙の重みがある。

　持っただけでわかる。四ページでも六ページでもなく、十枚や二十枚でもなく、それこそ百ページにも届きそうな、分厚い原稿の重みがあった。

「沢山描いたんですね……」

「全部描いたぜ。描きたいこと全部」

「読みたい、読みたいです」

「まだ見せられねえよ」

　先輩は僕から封筒を取り返す。

「お前にも、森にも、誰にもだ。これは俺の漫画だから。俺が決めて、俺が考えて、俺の全てを描き込んだ、俺だけの漫画だからな」

　土田先輩が何気なく言った台詞は、もうずっと会ってないはずの森先輩が前に言ったことと全く同じだった。僕は二人の間の縁の、不思議な強さを改めて感じた。

「勝負だぜ」

　先輩がもう一度、朝日に原稿を掲げる。

「勝ったら、その時読んでくれ」

「わかりました」

「あんまり貶さないでね。誉めてね」

「そんなメンタルでアマゾンのレビューとかに堪えられるんですか」

　土田先輩は親指を力強く立てて、ネット止まってる、と誇った。

　それから僕達は九時を待って一緒に郵便局に行った。窓口で日付入りの証しよう紙しが貼られる。〆切の消印有効をクリアしたのを見届けて、二人で大きく安堵の息を吐く。

　帰り道の途中の神社でお参りをした。

　土田先輩はなんと百円を入れていた。僕も先輩のために百円を捧げて祈った。
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　それからしばらくは、穏やかな日々が続いた。

　〆切を越えたなら後は発表を待つしかない。土田先輩に聞いたところ、コミックエンド終末賞は応募数もそれほど多くなくて、来月号にはもう結果が出るのだという。

　そうして結果を待つ約一ヶ月の間、先輩達に変わった様子は感じられなかった。

　土田先輩の奇き行こうはサークル棟で毎日普通に見られたし、たまに遊びに来る森先輩も土田先輩と普段通りに接しているようだった。

　そして二人の縁は。

　最後に部室で見た時から、ほとんど変化していなかった。

　綻びは未だにある。けれどそれが自然に修復されていくことはなく。でもそれ以上綻びていくこともなく。

　ただじっと。

　審判を待っているようだった。




　そうして。

『コミックエンド』７月号の発売日はやってきた。
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　午前の電車は空いていた。もう十時前で通勤の姿もない。長椅子に森先輩と並んで座り、高こう架かからの高い景色を眺める。

　僕と森先輩は、近隣で一番大きな駅にある大型書店に向かっていた。

　ネットで調べたところ、この辺りで『コミックエンド』を入荷するのはその大型店だけだった。もちろん通販なんかを待っていられる訳もなく、書店の開店時間に一番乗りするためにこうして午前から電車に揺られている。

「ごめんねゆかり君。朝から付きあわせて」

「何言ってんですか。僕だってずっと気になってたんですよ。一人でだって開店合わせで買いに行ってますよ」

「そうだぞ」

　ローランが張り付いていた窓から顔を離して言った。

「なんでいるの君」

「俺だって気になる」

「学校は？」

「〝L'école de la vie 人生という学校にn'apoint de vacancesヴアカンスはない〟。人は一生が勉強だ。学校でだけじゃなく時にはこうして異国の列車から街並みを眺めることも人生を豊かにする大切な勉強なのだ」

　要約するとサボったらしい。

「先輩、騒がしくてすみません」

「いやいや、むしろローラン君には感謝してるのよ。土田がチャレンジするきっかけを作ってくれたんだもの」

「そうだろうそうだろう」

　ローランは誉められて鼻高に笑う。実際は何も考えてなかっただけだと思うけど、確かに昔から知り合いの僕では先輩たちに感情移い入にゆうし過ぎてあんな思い切ったことは言えなかっただろう。土田先輩がずっと漫画を描いてきたのを知っているから尚なお更さらだ。

「今日は、土田先輩は……」

「うん」

　森先輩が自分の携帯の画面を眺める。

「昨日から連絡取れないんだ。部室にもいなかったし。多分、一人で結果を見るんじゃないかな」

「そうですか……」

「やっぱりほら、怖いじゃない？」

「まあそうですよね」

「私も怖いや」

　僕は隣の先輩を見た。

　足の上に組んだ手が、微かに震えている。

「でも見ないと。見てやらないとね。あいつはやったんだ。だから私も、ちゃんと見なきゃ」

　電車内のアナウンスが、まもなく終点だと告げていた。
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　大型ショッピングモールの入口で僕達は開店を待った。書店はこのモールの三階フロアにある。

　十時になって、店員さんが入り口の看板を片付けてガラス戸を押し開けた。

　森先輩が徐に歩を進め、店内に入っていく。走り出したい気持ちを抑えるようにして、一歩一歩を踏みしめながら歩いて行く。僕とローランは先輩の後ろに続いた。登っていくエスカレーターが妙にゆっくりに感じた。

　三階に出る。フロアをめいっぱい使った大型書店に辿り着く。

　珠大の学生ならば少なからずこの本屋を使うことになる。だから僕も森先輩も迷わず漫画雑誌のコーナーに向かっていける。

　売り場に近付くに連れて、表紙を前面に陳列された雑誌棚が見えてきた。その中に一際原色の強い、刺激的な配色の雑誌が一冊あった。離れていてもそれが『コミックエンド』だとすぐに判った。僕の足が少し逸はやる。

　不意に手を引かれた。

　ローランが僕の腕を摑んで止めていた。彼は真剣な顔で言う。

「順番だ」

　意味を理解して、僕は雑誌コーナーの手前で立ち止まった。

　森先輩が一人、棚へと近づいていく。建物に入った時から少しも変わらない足取りのまま、先輩は雑誌棚の前に立ち、そして『コミックエンド』最新号を手に取った。

　本を開く。

　最初に目次を見る。

　それからパラパラとページを手た繰ぐっていく。

　その手がピタリと止まり、ああ、あそこが新人賞の結果のページなんだ、と僕が思った瞬間。




　先輩の腕から、ふっと、力が抜けた。




　ローランが首を振って息を吐いた。

　僕は、頭が真っ白になっていた。

　森先輩は

　開いたページをじっと見つめ続けていた。
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　太陽が大学の校舎の向こう側に落ちていく。

　あと三十分もしないうちに陽が沈む。僕は自治会室の窓を閉めた。部屋の中には僕と西院さん、ローラン、そして森先輩がいる。

　土田先輩からの連絡はない。

　森先輩はずっと待っていた。一度、こちらから電話を鳴らしてみたけれど、携帯の電源が切れていた。テーブルの上に鳴らない電話が転がっている。

「そんなに心配しないでも平気だよ、ゆかり君」森先輩が言う。「あいつは、こういう時に自じ棄きになったりもできないやつだからさ」

　先輩の言葉に僕も頷く。

　土田先輩は普段からおちゃらけているけれど、根っからの善ぜん人にんで、妙なところで真面目で。だからこんな時だって、何もかも投げ出して逃げ出すこともできない人だってことを、僕はよく解っている。

　そうしてどこにも逃げられない土田先輩が、今どこかで一人、延々と追い詰められていることも。

　しばらく前に淹れたお茶がもう冷めてぬるくなっていた。僕はそれがなんだか嫌で、新しいお茶を淹れようとしたけれどポットのお湯がもう無かった。まどろっこしい気分でやかんを火にかける。お湯が沸くまでの時間が長い。

「……大学を出てから」

　森先輩が呟く。

「なんだかずっと、水の上にいるみたいだったのよ。土田と同じボートに乗って、ふらふら揺られて気持ちよかった。けど周りは見渡す限り水平線で、多少進んだくらいじゃ何も見えてこなくて、私はそれが怖くなったのよ。だから船を漕こぎたかった。どっちでもいいから進みたかった。土田にも力いっぱい漕いでって言った。一緒に陸地に行こうって。でも」

　先輩の顔がにわかに歪ゆがむ。

「漕いだら、必ず陸に着くとは限らないよね」

　僕は何も答えられない。

　西院さんも、ローランも何も言わない。

「それでも私はただ不安で、闇やみ雲くもでも漕がずにいられなくて。それが絶対正しいとも言い切れないまま、自分のことに……土田を巻き込んで……」

　先輩の声が空気に飲まれて消えていく。

　代わりにお湯がこぽこぽと音を立て始める。

　僕は、先輩の背中に目を凝らした。朝からずっと見ないように意識していた、森先輩の縁の紐をこの場で見た。

　先輩の縁は。

　今まで見たことがないほど大きくささくれて、綻んで、今にも千ち切ぎれそうになっていた。

　辛くて目を背ける。

　もう一人の縁結びのローランは、ユリシーズを肩に乗せたまま窓の外を見ている。彼にはこの綻びが見えていない。ユリシーズには見えているはずだけれど、ローランに何かを伝えている様子はない。

　うさぎさんはうさぎタワーの上のベッドに寝たまま、こちらを見向きもしなかった。先輩の縁の綻びには一切関心がなさそうに。

　そのうさぎさんの態度が、もう何をしても無駄だと告げているように思えた。

　先輩たちの縁は。

　切れるしかないのだと。

　やかんの笛が鳴る。ヒューという音が部屋中に響いて、居た堪れない気持ちで僕は火を止めた。笛の音が収まっていく。

　それと入れ替わりに、携帯の音が鳴り響いた。

　鳴っていたのは僕の携帯だった。その画面を見て、僕は大慌てで電話に出た。

『波多野？』

「土田先輩！」

　全員の顔が僕の方に向く。

『あのさ、森、自治会の方に居る？』

「います、今自治会室です。土田先輩はどこに」

『サークル棟。そっち行くわ』

　電話が切れた。

　僕は森先輩を見た。

「サークル棟からこっちに来るって……」

　森先輩が立ち上がる。先輩は待ち切れずに自治会室を出て行った。僕とローランも森先輩の後を追いかけた。
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　沈みかけの夕日に照らされた大学通りに、土田先輩はいた。

　土田先輩はスーツを着ていた。それにいつもの無精髭を剃そっていた。

　それは初めて見る、正装の土田先輩だった。

「土田……」

　森先輩が呼ぶ。

　土田先輩は、へっと笑った。

「駄目だった」

「うん」

「俺の漫画じゃ足んなかったわ。描く前から薄うす々うす足んねーかもなとは思ってたけど、いやいや全力出せば届くかなと思ったからやってみた。やっぱ、足んなかった」

「うん」

「実家戻るわ」

　森先輩の言葉が詰まる。

　僕はあからさまに顔を歪めてしまう。

　けどそんな僕の顔を見て、土田先輩は笑った。

「いいんだよ」

　先輩が、自分の手を見る。

「俺の漫画が落とされた。悲しいし、悔しいよ。でもさあ俺、それで気付いちまったんだよ。俺はあの漫画が描けて満足なんだって。もう満足したんだって」

　先輩は寂しそうに笑っている。

「一番良いのが描けた。全力で全部描けた。それが駄目だったことも含めて、多分俺は、もう漫画に満足できたんだと思う」

　土田先輩が顔を上げる。

　森先輩を真っ直ぐに見つめる。

「お前のお陰だよ、森。お前に言われて初めて本気で描けた。お前がいなかったら、こんなことできなかったぜ」

「土田……」

「ありがとうな」

「土田っ……！」

「卒業した時、俺は単位スレスレだった」

　土田先輩の声が強くなる。

　土田先輩の言葉に力が宿る。

「勉強は全然できない。馬鹿だ。鯛焼きはちょっと上手く焼ける。でもぶっちゃけ二ヶ月目のバイトの後輩でも同じくらい焼ける。あと貯金は無い。マジで無い。今日に至っては本当に三〇円も無い。四九八〇円のスーツを買っちまったら、もう指輪どころか、花束すら買えない最悪の駄目男だ。そんな俺と」

　土田先輩は。

　ずっと握りしめていた一輪だけの花束を差し出した。

「結婚して下さい」




　森先輩は。

「うん……」

「俺と一緒に、静岡行ってくれるか」

「うん……っ！」

　森先輩の目からぽろぽろと涙がこぼれる。

　森先輩は強く頷いて、一輪の花を受け取った。

　そして僕は目を凝らした。土田先輩と森先輩を繫ぐ、二人の縁の紐が、目の前に浮かび上がってくる。

　先輩達の縁は、もう綻んではいなかった。

　二人の縁は、他のどの紐よりも太く、強く、固く結ばれていた。
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「ふふん」

　僕がもらい泣きを抑えている中、ドヤ顔の完成形で近付いてきたのはローランであった。ローランはいまや成せい層そう圏けんを超えて圧倒的な宇宙の高みから僕を見下ろしている。

「聞くまでもないが、縁はどうなった」

「直ってる。直ってるよ。これ以上ないくらい強固に修復されてる」

「ほう。いったい全体どうして綻びていた縁がそこまで完璧に修復されたのだろうな。ゆかり。なにか知ってるか」

「ローランさんのお陰です」

「（さすが坊ちゃまにございます）」肩のユリシーズが小声でローランを賞賛する。「（いやはや愛の女神アフロディテも羨うらやむほどの恐るべき縁結びの才さい幹かん。自ら指一本触れることなく縁の綻びを修復なさるとは、ユリ・ゲラーもびっくりの超縁結び能力者にございますぞ）」

「（阿呆か）」

　足元には自治会室で寝ていたはずのうさぎさんも来ていた。

「（お前らは別に何もしとらんし。勝手によりが戻っただけじゃ。こんなもん縁結びのうちに入らんわ）」

「なんだ白うさぎ。そういえばお前は切れる方に賭かけてたな。見る目ないな。太り過ぎて目がふさがってるんじゃないのか。うさぎの滑かつ車しや買ってやろうか。入れないか」

「（ハハハ、ジビエの材料にもなりませんな。ブヨブヨですな）」

　うさぎさんはキーッと威嚇したが、絶ぜつ頂ちようの二人にはどこ吹く風であった。それにうさぎさんには悪いけど、正直今さら勝ち負けなんてどうでもよかった。

　先輩達の縁が修復されたことが、二人が結婚するってことが、本当に嬉しかった。

「こういう時、フランスではどうするか知っているか」

　彼の質問に僕は首を振った。

　ローランは満面の笑みで叫ぶ。

「Enterrement de vie独身最後の de célibataires!馬鹿騒ぎだ！」
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　一時間後には漫研の部室に大量のお酒が運び込まれていた。妙にワインが多いのはローラン坊ちゃまの差し入れだからである。

　現在、狭い部室の中に三十人を超える人が詰めかけている。

　全員が漫研の学生とＯＢ・ＯＧだった。土田先輩と森先輩の婚約の報が回り、後輩達や近場の卒業生がこぞってお祝いに駆けつけたのだ。男手はサークル棟の外にバーベキューセットを用意して肉を焼き、女性陣は西院さんの陣じん頭とう指揮の元で野外料理に勤いそしんでいる。急な開催だったけれど思った以上に豪勢な祝賀会になりそうだ。

　部室の奥では森先輩が順番に祝辞を受けている。自治会の僕だって先輩の結婚はこんなに嬉しいのだから、漫研の人達にとっては家族のことのようだろう。

　そして今回の立たて役やく者しやローランは、大皿に鯛焼きを積み上げて前衛的なオブジェを作っていた。パッと見は異い形ぎようだけれど鯛だから確かにめでたい感じではある。彼は最後にチョコペンを取り、一番上の鯛焼きにボン・マリアージュと書き入れた。鯛焼きのウエディングケーキを見て、僕は二人のよりが戻った嬉しさをもう一度嚙み締めた。

　二人が幸せになって、本当に良かったと思えた。

　出来上がった料理やバーベキューが運び込まれて部室のテーブルに並び始める。西院さんが妙に手の込んだフランス料理みたいな小皿を数枚出してきた。何かと思えばうさぎ用だった。いつもながら過度な愛情表現だ。

　しかし思い返せばうさぎさん一匹に対してここまでの料理が出たことはない。もちろん今日はお祝い会だから特別なんだろうけど、見方を変えれば新人のユリシーズに対する厚こう遇ぐうと取れなくもない。これはうさぎさんの嫉しつ妬とが加速しそうだ。

　フォローしてやらないと後々面倒なので僕はうさぎさんを探した。見回すと、部室の入口のドアの隙間から外に出ていく白いお尻を見えた。しまった。もう拗すねちゃった後だったか。

　うさぎさんを追って部屋を出ると、廊下をピョンピョンと走り去るうさぎさんの後ろ姿が見えた。うさぎさんはサークル棟の廊下を端まで進み、ひょいと角を曲がった。

（どこに行くんだろう）

　僕は少し気になり、準備を抜けて、うさぎさんを追った。

　廊下の角まで到達すると、うさぎさんの姿がもうない。唯一の出口である外階段に繫がるドアを開けると、すでに階段を降りてサークル棟の周りを走って行くうさぎさんが上から見えた。速い。そういえば野ウサギは本気を出すと時速六〇キロで走れると聞いたことがある。うさぎさんが肥えたカイウサギである分を差し引いても結構な速度が出せそうだ。僕は少し急いで階段を降りていく。

　しかし本当にどこに行く気だろう。

　今居るこのサークル棟はうさぎさんの天てん敵てき大集合地帯なので、単独行動はうさぎさんの最も恐れる所のはずだ。夜で学生は少なめだけど夜行性の危険サークルも幾つかある。それと出会う危険を冒してまでの単独行が解せなかった。

　下までついてサークル棟の周りをぐるりと回った。少し先に白いお尻が見えた。お尻はピョンピョンと跳ねて、サークル棟の裏側の、中庭の手前まで行って立ち止まる。

　僕は小走りで追いついて、後ろから声をかけた。

「うさぎさ……」

　うさぎさんが振り返る。耳を鼻先に当てて、シーッのアクションをした。僕は言葉を止めた。一体なんなんだ。

　うさぎさんは建物の陰からそっと顔を出し、中庭に目をやった。なんだかわからないけど僕もそれに習ってこっそり中庭を覗き込んだ。

　誰かがいる。

　電灯が一本しかない薄暗い中庭に、人影がある。

　中庭の真ん中で、ぽつんと立ち尽くしていたのは。

（……土田先輩？）

　暗いけれど背格好でなんとか判別できる。

　あの丸い感じのシルエットは確かに土田先輩だ。先輩はさっき会った時のままのスーツ姿で、誰もいない中庭の真ん中で、真っ直ぐに立っている。

　土田先輩がゆっくりと上を向く。

　吹き抜けの夜空を見上げる。

　そうして、先輩は。

　叫んだ。

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: びっくりさん]」

　僕はあまりに驚いて後退った。

　土田先輩が叫んでいた。

　土田先輩が吠えていた。

　土田先輩は。

　泣いていた。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああ[image: びっくりさん]」

　先輩の膝がガクンと落ちる。

　地べたに膝をつく。両腕を振り上げて固いタイルの地面に叩きつけた。そのまま何度も叩きつけて両手で地面を搔き毟むしった。土田先輩は泣き喚わめきながら、何度も、何度も床を殴り続けた。

「ちくしょう!!　ちくしょう!!　ちくしょう[image: びっくりさん]」

　僕は、ただ呆然と、その光景を見つめていた。

　その時。

　うさぎさんの耳がスッと左右に開いた。その仕し草ぐさを僕は知っている。その動きが何を意味するのかを僕は知っている。

　反射的に両目に力を込めた。目を凝らし、うさぎさんの耳の間の空間を凝視する。

　けれど何も浮かんでこない。

　僕はもっと力を込めた。目がおかしくなるかと思うくらいに力を込めた。

　ほんの一瞬、もやりと、何かが見えた気がした。

　でもそれは本当に一瞬で、すぐに立ち消えて、やっぱり何も無くなってしまう。

「お前にはまだ見えん」

　うさぎさんは言った。

「数ある縁の中でも、見るのが難しい類のものだ。わしですら見るには力を使う。人の身のお前に見えんのはしょうがない。だがもうこの縁は綻び過ぎている。今切ってやらねば、解れ、こじれて、悪縁となるかもしれん。切らねばならん」

「それは……なんなんですか」

　僕は訳もわからず聞く。

「何の縁なんですか、いったい、何と繫がってるっていうんですか」

　うさぎさんが、ぽつりと答えた。




「夢さ」




　うさぎさんは何もない所に、そっとはさみを入れた。

　僕の目は、その縁を見ることができなかった。
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　それは何かの縁だった。




　　　∫




　自治会室の空気が湿っぽい。

　季節は梅つ雨ゆのまっただ中。雨と曇りが交互に続いて湿度は黙々と上がっている。出かけにくいし洗濯物は溜まるしで人間の気分まで湿っぽくなってくる。そう言ってみたものの、気分が湿っぽいのは天気のせいばかりでもなかった。

　昨日、土田先輩は静岡の実家に帰っていった。

　森先輩もアパートを引き払ったら早めにそっちに行くそうだ。お二人はとりあえず籍だけ入れてしまって、結婚式は追々考えると言っていた。挙げる時は呼んでくれるとも言われたけれど、先輩達にもう一度会えるのは少し先になりそうだ。もちろん僕は、先輩達の結婚について本当に喜んでいるのだけれど。

　でも僕の中に、あの日の縁のことが残ってしまっていた。

　うさぎさんが切った縁。

　僕には見ることができなかった。だから何もできなかった。いや、見えていたら何かできたのかと言われると、やっぱり何もできなかったんだろうけど。

　そう頭では解っていても、何もできなかったという無力感だけが心のどこかにずっと残っていた。ただ見ているしか、いや見ることもできなかった自分が無性に歯痒くて、たまに太陽の出た天気の日にすら、外に遊びに出かけるような気分にはなれないでいた。

「つまらん」

　そんな僕の落ち込みを全く意に介さず、ローラン・ド・リシュリュー坊ちゃまはご自身の率直なご気分を吐と露ろなさった。

「暇だ暇」

「帰国あそばせばいいんじゃないかな……」

　げんなり顔で溜め息を吐く。

　梅雨の時期になってもなぜかローランはフランスに帰らず、今も珠大付属高校に居座っていた。ついでに自治会にも居座っていた。もうすでに土田先輩達の縁を修復した訳だし、縁結び勝負はローランの勝ちで終わったんだから早く帰ればいいのに。

「まだ直しただけで、きちんと縁を結んでいないじゃないか」とローランがぼやく。「この前みたいな間接的縁結びじゃあ達成感に欠けるだろ。それにじいも、もう少しこっちで修行しろと言っているしな」

「左さ様ようにございます」

　同じくすっかり自治会室の定番インテリアと化した茶色のモサモサは言った。

「坊ちゃまは現状すでに比ひ類るいなき縁結びで在らせられますが、これ安心と帰国し凡ぼん百ぴやくの縁結びとして生きるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。〝かけがえのない人間になるには常に他人と違っていなければならない〟とココ・シャネルも申しております」

「じゃあ外行って縁結んでくればいいじゃないか。修行なんでしょ」

「そう言われても兆しが出てないからな」

「出てても見えないくせに……」

「うるさい。出てないんだろう、じい」

「全く出ておりませんな」

　まあ確かに二人の言う通りで。最近は兆しの出ている縁がない。

　春の縁結びシーズンを過ぎてから市井の縁は大分落ち着いている。梅雨の頃はこんなもんじゃ、とうさぎさんも言っていた。うさぎさんは自然に見つかるまでは自分から探す気も無いようで、今日もアパートで一人グロリアスコズミックハニーを目指してタッチペンを振るっている。連れてきても自治会仕事の足しになるわけじゃないけれど。

「むしろ暇ならローランが仕事手伝ってくれよ」

「いいぞ。なにすればいいんだ。利きワインか」

「そんな楽しい仕事があったら自分でやる」

　僕は部屋の隅から小さな机を運んできて、出入口の脇に置いた。

「じゃあここで来客対応を。書類申請とか来るから。わかんなかったら聞いて」

「ウィ」

　急造の受付にローランが座る。すると早速お客さんが来た。温和な顔のお爺じいちゃんは古代オリエント史専せん攻こうの染そめ入いり教授だった。

「教室使用の書類を頼むよ」

「うわ、先生」僕はちょっと慌てて応対する。「わざわざ持ってきて下さったんですか？　教務の方に出しといてもらえれば大丈夫でしたけど」

「いやいや、昼のついでだったから」

　染入先生は柔らかく笑う。僕ら学生相手にも居い丈たけ高だかでなくて、誰からも好かれている良い先生だ。ただそれは別にして古代オリエント史は正直マニアックな単位なので人気がない。

「コマンタレヴごきげんよう、ソメ」

　僕は眉み間けんにしわを寄せた。先生に向かってソメとはなんだソメとは。

「やあローラン君」

「先生、お知り合いで？」

「ああ、この間とんぼ玉のことで話が弾んでねえ」

「とんぼ玉ってなんですか」

「古代エジプト時代からある伝統的なガラス工芸品だ。お前知らないのか」

　知らなかった。ローランは僕を鼻で笑った。

「ところでローラン君……これを見てくれ」

　そう言うと先生は懐ふところから、片手に余るぐらいの石を取り出した。なんだろうと思ってじっくり見てみた。石だった。僕は素直に聞いた。

「先生なんですかこれ。石ころ？」

「ああ、うん……そうだね……石は石なんだが……」

「ハンドアックス！」

　ローランが目を輝かせて身を乗り出す。

「なにそれ」

「ゆかり、お前本当に無知だな。先史時代に作られた打製の握り斧おのに決まってるだろう。見てわからないのか」

　わかるわけない。

「うちの大学でわかってくれるのはローラン君だけだよ……。考察用に自分で作ってみたんだけれど、僕のゼミの学生にもゴミだと思われて捨てられそうになってね……」

「この美しさがわからんとは」

「美しいよね」

「美しいな」

　二人は打製石器トークで盛り上がっている。

　このようにローランは、ここしばらくの間に学内でむやみやたらと知り合いを増やしていた。元々目立つ容よう姿しに加えて過度に社交的な性格のローランは、ほんの二ヶ月の間に知る人ぞ知る珠大の隠れアイドル的な存在になってしまった。確かにちょっと付き合う程度なら彼の傲ごう岸がん不ふ遜そんな王子っぷりも気にならないのかもしれない。当然ずっと居ると辛い。

　それに、あまり有名になられると縁絡みのことがいつか露ろ呈ていしそうで怖いというのも心配事の一つだった。なのでそこら中で友達を増やさずに、可能なら早めに帰国してほしいと思う。

「いやあ次は柄えをつけた石斧に挑戦しようと思ってね」

「先生、ご用件は」

「ああそうそう、教室教室」

　僕は染入先生を急かして書類を受け取った。内容はもう知っているのでさっさと判はん子こをつく。

「来週の日曜に１１０４教室ですね。承認しました」

「うん。それじゃローラン君またね」

　染入先生は帰っていった。僕はローランに受付を任せてもあまり良いことはなさそうだと思った。

「何の申請だったんだ」

　ローランが紙を覗き込む。

「作品の展示会だよ」

「展示会って？」

「毎年これくらいの時期に、染入先生が自分で作った土器とか石像のレプリカを展示する会をやってるんだ。多分古代オリエントとかその辺のものなのかな……僕は講義取ってないからよく知らないけど」

「最高に面白そうじゃないか」

「どうだろう……」

「何だその反応は」

「いやまあ興味がある人になら。僕はそんなに、ていうか大半の学生にはそんなに」

「人気が無いというのか」

「ぶっちゃけそうだね……。日曜だと大学に来る学生も少ないし」

「じゃあ平日にやればいいだろう」

「平日はサークルが使うから教室が取りにくいんだ」

　とはいえ無理にねじ込めば使えなくもないのだけど。そこが染入先生の奥ゆかしさで。以前に僕が同じことを聞いたら「自分の趣味の展示で学生の活動を押しのけるのは心苦しい」とおっしゃって、先生は自ら進んで人の来づらい日曜日を選ばれていた。本当に良い先生なのだ。古代オリエント史の人気は別として。

　そんな訳で染入先生の展示会は毎年これくらいの時期の日曜に、さほど広くない一般教室に長机を並べて細々と行われている。

「だから先生も、人の入りについてはもう諦めてると思うよ」

「ふむ」

　ローランはそう呟くと、ユリシーズを肩に乗せて部屋を出て行った。

　あまりにも素直に帰ったローランの態度が、完全に何かのフラグにしか見えなかった。
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　翌日フラグは回収された。

「注目」

　昨日に引き続き自治会室に乱入したローランが厳おごそかに言った。僕とうさぎさんとユリシーズはめいめい適当に注目した。

「縁を結ぶぞ」

「何の？」

「学生と、古代オリエントの縁だ」

　僕はふへへと笑った。

　うさぎたちはうさぎ然としていた。

「なにがおかしいというのだ」

「いや、だって……古代オリエントの縁て」

「世界史の教科書に載るレベルの阿呆じゃ」

　うさぎさんは一蹴して耳ペン作業に戻った。ローランはキョトンした顔でユリシーズに聞く。

「結べないのか、じい。古代オリエントの縁は見えないのか？」

「ハハハ坊ちゃま。わたくしもそろそろ老ろう眼がんがきつうございますゆえ……」

　ユリシーズはゴホゴホと横たわる。適切な対応だ。齢よわい四〇〇年の老うさぎが幻まぼろしの古代オリエントの縁を探して酷こく使しされる姿を見るのは僕も忍びない。

「なんだなんなんだお前ら。大の男が三人揃って戦う前から尻尾しつぽを巻いて」

「わたくしどもの尻尾は最初から丸うございますぞ坊ちゃま」

「黙れじい」

「御ぎよ意い」

「ならばもう一度聞こう。ゆかり、お前は古代オリエントの縁なんて無いと言いたいのだな」

「そうだね」

「白うさぎ。お前も古代オリエントの縁は見えないと言うんだな」

「無いからな」

「じい。フランス王妃の縁すら結んだお前にも古代オリエントの縁は見えないと言う訳だな」

「わたくしめが老眼でさえなければ……ゴホゴホ」

「つまり」

　ローランは不敵に笑った。

「俺がこの目で古代オリエントの縁を見つけたならば、もはやお前らなど束になっても敵わない世界最高の縁結びということか」

　僕ら一人と二羽は顔を見合わせてから、まぁそういうことなんじゃないでしょうかと言った。

「探してくる」

「坊ちゃまちょっと」

「今回は留る守す番ばんだ、じい」

　ローランはユリシーズを置き去りにして意気揚々と出ていった。

　僕は部屋が静かになったので自治会の仕事を再開した。うさぎさんは多少気の毒になったのか、お気に入りのマンゴーチップスを一枚だけユリシーズにあげていた。
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　街灯が灯る川沿いのサイクリングロードを、愛車波多野ミツ号（変速無し・中ちゆう古こ）でのんびりと帰る。夜の自転車道の静かな雰囲気は割と好きだ。

　うさぎさんはカゴの中で飛行機のように耳を広げている。たまに微妙に角度を変えている。風ふう洞どう実験の最中らしい。

「飛べそうですか」

「もうちょいじゃ。速度出せゆかり」

「危険運転はイヤですよ。羽ばたき方式に転向したらどうです？」

　うさぎさんはバタバタした。耳で飛ぶうさぎのアニメが昔あったように思ったけれど、よく思い出したらビリ犬だった。おもいっ切り犬だ。記憶とはいい加減なものだと思う。

　羽ばたき始めて十秒もしないうちに飛行を諦めるうさぎさん。

「無理じゃな」

「最初からわかってました」

　うさぎさんがカゴの中で寝そべる。網の隙間から肉がはみ出た。飛ぶどころか跳ぶのも難なん儀ぎしそうな肉付きだ。

　サイクリングロードから見える川面かわもに、街灯の光が揺らめいている。

　僕は何となく今日の事を考えていた。

「もしうさぎさんだったら、どうしますか？」

「何がじゃ」

「古代オリエントの縁」

「詮せん無ない話じゃのう」

　うさぎさんはお腹を耳で搔いた。

「なにも古代オリエントの縁を探す必要はあるまい。要はあの老教師の催しに人が来ればいいんじゃろうが」

「そうですね」

「なら老人と適当なやつの縁を無理矢理結ぶくらいしかできんよ」

　確かに僕にもそれくらいしか思いつかなかった。

　染入先生と縁のある人だったら、縁あって作品の展示会に来てくれるかもしれない。

「しかしお前な、仮に縁があったとしても希望の日に都つ合ごうよく寄ってくるわけもなし。加えて縁を一本結ぶ大変さはお前が一番良くわかっとろうが。縁で人寄せなんぞコスパ最悪じゃぞ。ビラでも撒いた方が百万倍効果があるわい」

「仰る通りで」

「なんでもかんでも縁でなんとかなると思うでない。まったく、部下の教育がなっとらんなあのモサモサは。うちの厳げん格かくな師し弟てい関係を見習えと」

　僕はうさぎさんの部下になった覚えも弟で子しになった覚えもなかったが、反論も面倒なので代わりに道の段差をガタンと降りてやった。うさぎさんはカゴの中でぼうんと弾み、網が身体からだに食い込んでぐえって言った。




　　　∫




　大学生の朝は掲示板の確認から始まる。休講も呼び出しもない平和な朝だ。

「おはよう」

　と、隣に立ったのは西院さんだった。西院さんはもう四年次で単位も必要以上に持っているので、今年はゼミと就しゆう活かつだけやっていればいい立場のはずなのに何な故ぜかわざわざ朝一の講義を取っていたりする。勉強が好きなのだと彼女は言う。ラジカルな思想だと思う。

　学部の板を見るついでに、一緒に学生掲示板を見た。こっちは学生が好き勝手に使う板で、サークルの告知や連絡などが多数貼ってある。時には過激派サークルの反抗的活動予告が貼られたりするので毎日チェックして対応するのも自治会の仕事の一つだ。僕は端から順番に掲示を眺めた。

　見ていくと掲示板の隅っこに、まったく自己主張の無いＡ４の紙が貼ってあった。知らなければ絶対目に留めないだろうそれは、染入先生の展示会の告知だった。

『チグリスの地質に問う初期アッシリア─新アッシリアの歴史


～古代の文化を見てみよう～』　　　　



　残念ながら行きたくはならなかった。紙の端には染入先生の直じき筆ひつらしきイラストがあったけれどスコップを持った子供の絵だった。この子が発はつ掘くつするらしい。少なくとも大学生向けの告知イラストとしては見事にズレている。

「今年も染入先生の展示会があるのね。行かなくちゃ」

「西院さん、毎年行ってるんですか？」

「染入先生の作られるレプリカはとてもレベルが高いから」

　なるほど、考こう古こ学がく的てき遺い物ぶつのレプリカのクオリティが判断できる人ならば楽しめるということか。ハードル高過ぎる。

　そして西院さんとローランが揃って興味ある派という状況にも僕は一いち抹まつの不安を覚えた。二人の接近はなるべく避けたいところだけれど、かといって僕は一切興味ない派なので間にも入りづらい。何かしら対策を講じなければと思う。

　と、ローランのことを思い出したついでに、僕は西院さんに昨日の話をしてみた。もちろん縁のことは抜きにしてだけど。ローランが展示会に人を集めようとしていることを説明して、それから昨日と同じ質問を投げかける。

「もし西院さんだったら、どうしますか？」

「そうね……」

　西院さんが掲示を眺めて少し考える。染入先生が作った告知はカラーコピーのペラ紙で、多分学内全体に四、五枚しか貼っていないと思う。毎年そうだから。

「人を集めるという点では、やっぱり宣伝でしょうね」

「告知を増やすってことですか？」

「それもそうだし。あとローラン君がいるなら効果的な手が打てると思う。あの子はもう学内で十二分の知名度を持っているから。たとえば古代オリエントの衣装を着てもらって正門のところで告知を配ったら……そうね、日曜日でも二、三百人は見込めるんじゃないかな」

　僕は手を叩いた。さすが西院さんである。

　確かにコスプレのローランがビラを配ったら物凄く目立つ。ハリウッドスターと見み紛まごうようなローランが衣装を着たらもう完全に映画の世界だ。女性ローランファンは諸もろ手てを上げて見に来てくれるだろうし、話題になれば知らない人も来てくれるんじゃなかろうか。ローランは純じゆん正せいヨーロッパ人だから古代オリエントコスはきっと似合うだろう。いや古代オリエント人がどんな顔立ちだったのか知らないけども。

　問題があるとすれば本人がやりたがるかどうかだけど。まあ各種サークルでコスプレさせられた実績もあるし大丈夫だろう。とりあえず提案くらいはしてみようと考えていると、西院さんが言った。

「でもそれじゃあ駄目かな」

「え、駄目ですか？」

　うん、と言って西院さんはそのまま講義に行ってしまった。
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　夕方の自治会室に、いつもの偉そうさでローランがやってきた。

「ゆかり、学生証を貸せ」

　嫌な予感しかしないので嫌だと言った。話を聞くと、図書館で古代オリエント関係の本を借りたいらしい。大学図書館は学生証が貸出券になっているので、これがないと借りられない。

　まぁそれならと渡そうとして、よく考えたら学生証は写真入りだったことに気付く。しょうがないので一緒に行くことにした。僕が代わりに借りてあげれば済む話だ。

　二人で大学中央図書館に向かう。

　キャンパスの大体真ん中に位置する中央図書館は蔵ぞう書しよ一五〇万冊を誇る大学の自慢の一つだ。また大学の図書館だけあって専門的な本も多数取り揃えている。しかし残念ながらそれらを有効に活用できるのは大抵その専門の教授だけで、多数の学生はカウンター付近の新聞雑誌コーナーより奥に入ることがない。学生の利用を増やそうとリクエストを受け付けたりもしているけれど、来た注文が競馬新聞とかだったので結局新聞コーナーに人が集まるだけだった。買う方も買う方だが。

　そんな図書館につき、僕も久しぶりに雑誌コーナーを越えて中に入った。

　検索機で調べてみたところ、古代オリエントの本は四階にあった。ローランと一緒に階段を上がる。

　四階について目的の書しよ架かを見つけた時、僕は少し驚いた。

　古代オリエントのコーナーは近くの他分野よりも明らかに蔵書が多く、その一ジャンルだけで実に百冊近い本が置いてあった。こういう場合は大抵専門の教授が自分で買った本だ。多分ここの本の大たい半はんは、染入先生がご自身で購入したものだと思う。

　教授にもよるけれど、研究用に買った本を教授室に並べておく先生もいれば、学生も使えるようにと図書館に寄き贈ぞうしてくれる先生もいる。染入先生は後者で、高価な専門書も惜しみなく寄贈してくださる本当に素晴らしい先生だ。実際貸し出されているかどうかは別として。

　隣ではローランが大量の専門書の背表紙を見てうんうんと頷いている。

「どれを借りる？」

「吟ぎん味みするとしようか。閲えつ覧らん室しつに持ってきてくれ、ゆかり」

「え、どれを」

「全部」

　そう言ってローランはバスバスと本を抜いて閲覧室に移動した。僕はそれに付き合わされて数十冊の分厚い専門書をピストン輸送させられる。古代オリエントの奴隷の気分だ。

「疲れた……」

「ご苦労。その辺で待機していていいぞ」

「待機て。もうカード貸すから勝手に選んで借りてくれない？」

「出した本は自分で片付けるのが常識だろう」

　圧政だった。オリエント時代は大体紀元前だろうから、奴隷解放宣言まであと二千年が必要だ。僕は溜め息を吐いてローランの向かい側に座った。

　自分で持ってきた本をパラパラと眺める。

　流石に専門書だけあって細かい文字がみっしり並んでいる。僕は目を滑らせながら合間合間に挿そう入にゆうされた写真を見た。牛うし形がた土ど器きというのが牛形で可愛い。しかし日本人の僕でも写真しか見ないような専門書を、フランス人のローランが普通に読めるものだろうか。と思って目をやると、ローランは本の中身に目もくれず表紙をじっと睨んでいた。眉間に皺しわを作りつつ、本に思いっ切り顔を近づける。

「何やってるの……」

「見ればわかるだろう。縁を探してるんじゃないか。古代オリエントの縁」

「古代オリエントの縁て古代オリエントの本から出てるものなのかなあ……」

　確かに物から縁が出ている時はある。以前に見た西院さんの縁は靴につながっていたし、桜の花にだって縁があった。

　けど仮に本から縁が出ていたとしても、それはその一冊の本の縁というだけであって、古代オリエントの縁では無い気がするんだけど……。

　一応自分でも目を凝らしてみる。当然どの本にも縁の紐は見えない。もしかするとうさぎさんなら何か見えるのかもしれないけれど僕のレベルでは駄目っぽかった。つまりローランのレベルでは推おして知るべしだ。

　それでもローランは本を延々と凝視し、見えなければ次の本を取って、ありそうにない古代オリエントの縁を見ようと必死になっている。

　僕は少し可哀想になって、助け舟を出す。

「あのさローラン」

「なんだ」

「今日西院さんから教わった方法なんだけど」

　僕は専門書の山から一冊を手に取った。『古代オリエントの衣い裳しよう』という本の表紙には、当時の王様やお姫様っぽい衣装が並んでいる。

「繊せん維い研けんあたりにお願いしてオリエントの衣装を作ってもらってさ。それを君が着てビラを配るのはどうかなと」

　ローランはその本を受け取って、表紙の衣装を眺めた。

「なるほど」

「ほら、この王族の服あたりなら上品な感じだしさ。ローランが着ればそんなに色物っぽくならないと思うんだ。あとはうちの学生がイベントっ気を感じて乗っかってきさえすれば」

「確かに山ほど人が集まりそうだな」

「二、三百人いけるって西院さんが。ああそうか、そうなると教室借り換えないといけないかな……でも今からだったら別の場所も」

「ゆかり」

「うん？」

　ローランが衣装の本を僕に返す。

「俺はお前から話を聞いただけで、ソメの展示会を実際に見たことがないからな。だからあくまで憶おく測そくでしか言えないが」

「うん」

「ソメの展示会というのは、そういうのじゃないんだろう？」

　あ。

　と、口を開けてしまう。

「……そうだね。先生の展示会はそういうのじゃないかな……」

「ならコスプレは無しだな」

　そう言ってローランは、再び本を凝視する作業に戻った。

　僕は気恥ずかしくなった。西院さんが駄目だと言っていた理由が今になってやっと解った。

　人が沢山集まればいいわけじゃない。

　染入先生はそういうことを望んでいるわけじゃない。

　ローランには最初からそれがわかっていたんだ。だから彼は「人を集める」なんて一言も言わなかった。そんな言葉の違いにも、僕は今さら気付く。

　彼がやるといった「古代オリエントと縁を結ぶ」という無む茶ちや苦く茶ちやは。

　毎年展示会を開いて、学生に古代オリエントに触れてもらおうとする染入先生の望みと同じなのだ。

　目の前で本を睨み続ける高校生を見返す。すごくアホな後輩だと思っていてごめんと心の中で謝罪した。僕はせめてものお詫びの気持ちで、目を凝らして、古代オリエントの縁を見つける作業を手伝った。

　二人で九十四冊を制せい覇はしたけれど、縁はやっぱり見つからなかった。
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　それから一週間、ローランの奮ふん闘とうは続いた。

　古代オリエントの縁が見えないのは古代オリエント人の気持ちになれていないからだ！と高らかに叫んだローランは、古代人の心情になるべく様々な古代文化を生活に取り入れ始めた。字を書く時は楔くさび形がた文字を用い、計算に至っては六十進しん法ほうを無理矢理使っていた。本人がやりたいならそれで良いんだけれど、彼は隣でひらがなと電卓を駆く使しする僕がムカつくと言って何故かこっちにまで粘ねん土ど板ばん使用を強制してきた。仕方なく楔型文字で帳ちよう簿ぼを付けてみた。五文字彫ったところで諦めた。古代人は偉大だと解った。

　ちなみに今日のローランは巨大な中ちゆう華か鍋なべを買ってきたと思ったら自治会の前でトンカントンカン加工している。何を作っているんだろう、と思ったところで鍋を腕に装備したローランが部屋に入ってきて言った。

「槍はないか」

　僕は巻いて立てかけてあった網あみ戸どの網を貸して上げた。ローランはへにょへにょの網棒を二、三度振って頷いた。

「実戦で試してくる」

　中華鍋の円まる盾たてと巻いた網戸の槍で武装したローランバビロニア歩兵は戦場へ向かった。あの槍では虫の侵攻を止めるのが精せい一いつ杯ぱいだろうけどどうか生き延びてほしいものだ。

　古代人が居なくなったので自治会仕事を再開しようとしたら、入れ違いで人が来た。

「染入先生。どうしたんですか」

「いやいや、これを波多野君にね」

　先生は重そうな紙袋をテーブルにドスンと置いた。中身は分厚い本だった。

「昨日図書館で本を借りようとしたら貸出中でね。調べたら波多野君が古代オリエントの本を何冊か借りたみたいじゃないか。いやあ君も古代オリエントに興味があったとは。ならばこっちの本も是ぜ非ひ読んでみておくれよ。僕の部屋から持ってきたお薦すすめなんだけどね」

「すみません、借りたのはローランです」

「ああ、うん、そうか、そうだよね……」

　先生はあからさまにしょんぼりしてしまった。非常に心苦しい。

「じゃあお邪魔したね波多野君……」

「先生、その本ローランに渡しときますので」

「うん、ありがとう……。そういえばローラン君は？」

「ローランは今」

　と言いかけたところで僕は言葉を止めた。

　彼は今まさに、古代人の気持ちになりに行っているところだけれど。

「なんか虫の強さを調べに行きました」

「ほう。今日は生物の勉強かな。彼は本当に勉強熱心だねえ」

　染入先生がうんうんと頷く。ローランに宜しくと伝言を承うけたまわって、僕は先生を送り出した。

　なんとなく、言わなかった。

　ローランのやっていることを説明することはできる。もちろん縁のことは話せないにしても、彼が染入先生の展示会のために七しち転てん八ばつ倒とうしていることは確かで。方策が合っているのかはともかく、あの一生懸けん命めいさは染入先生にも知ってほしいと思うけれど。

　それは多分、ローランの本意ではないんだろうと思った。

　僕にも上手く説明できないけど、多分それが彼の言うところの、ノブレス・オブリージュなのだ。

　今頃戦争の真っ最中であろう古代兵の無事を祈りながら、僕は先生が貸してくれた本の表紙に目を凝らした。やっぱり古代オリエントの縁は見えなかった。

　大学の帰り道に公園の横を通ったら、ローランがスポンジの剣で武装した小学生二人に襲われていた。鍋なべ盾たてで必死に防御しているが、子供二人の無呼吸連打を前に敗北寸前だった。

「バビロニアに栄光あれ！」

　ローランは戦死した。密集陣形フアランクスが組めなかったことが最大の敗因であった。
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　そして無慈悲に日曜日がやってきた。

　梅雨の合間に久しぶりの快晴だった。本来なら大喜びするべき天気なのだけど、貴重な晴れ日だと学生は洗濯で忙しく、もしくは遊ゆう行こうで忙しく、つまり大学には来ない。ただ雨が降っていたらそれはそれで絶対来ない。ぶっちゃけ日曜に学生は大学に来ない。これが世の摂せつ理りである。

　そんな摂理に逆らって、僕は午前中から大学に向かっていた。ここまで足を突っ込んでしまった手前、流石に展示会に行かないという選せん択たく肢しもなかった。それに実を言えば、ローランに付き合って古代オリエントの本を読んだりしているうちにちょっとだけ興味が出てきたというのもあったりする。

　大学に続く坂を登っていくと正門前でローランが待っていた。制服の肩にユリシーズといういつものスタイルだ。どうして日曜なのにわざわざ制服なのか。

「ソメの展示会だからきちんとした格好でないとな。俺もよくは知らないのだが、日本人の学生は正装の代わりに制服を着るのだろう？　À Rome,fais comme ローマではles Romainsローマ人のように」

　郷ごうに入ってはということらしい。妙なところで折り目正しいなと思う。

　染入先生の展示会は一号館でやっている。僕らは正門から学内に続く坂を引き続き登っていく。

「結局、オリエントの縁は見つからなかったんだ」

「ああ。無念だ」

「仕方のないことです坊ちゃま。古代オリエントの縁はＳＳレジェンドクラスの難なん易い度どですゆえ。いやはや、わたくしめが老眼でさえなければ」

　ユリシーズが適当なことを言った。ＳＳレジェンドがどれくらいの縁結びクラスか知らないけれど多分それでも無理だろう。

「あと目つき悪いぞお前」

　うさぎさんがフードから顔を出して指摘する。ローランはその悪い目つきでうさぎさんをジロリと睨んだ。確かにクマが浮いていて不健康な感じだ。理由はよく解っている。縁をしばらく見続けると誰でもこういう顔になってしまうのだ。

　ローランは自分の顔を両手でパンとはたいた。目をパチパチさせて固まった目つきを無理矢理ほぐす。

「もういい。当日にジタバタしたってしょうがないしな。古代オリエントの縁は諦める」

「それがいいよ」

「言っておくが、お前らだって誰も見えなかったんだからな。俺の負けじゃないってことは正確に理解しておくように」

「引き分けってことにしておこう」

「よかろう。さあ、ソメの素晴らしい作品を堪たん能のうしに行こうじゃないか」

　ローランは気持ちを綺麗に切り替えて、自信に満ちた足取りで一号館を目指した。僕は安心して後を付いていく。多少高圧的で自己中でも、彼は潑はつ溂らつとしている方が気持ちがいい。

　一号館の入口には展示会の紙が貼ってあり、通りすがりの人にも地味に告知されていた。この手の催しは学生だけじゃなく一般の方も自由に参加できることになっているけれど、ネットで宣伝でもしない限り学外の人は中々来ないというのが実情だ。

　僕らは一階の廊下を進んで、１１０４教室に着いた。

　中には長机が四列ほど並んでいて、卓上には様々な作品とその解説文が等とう間かん隔かくに置かれている。晴れているので窓からの日差しが作品を見やすく照らしてくれていた。入口の受付には染入先生がいらっしゃった。

「来たぞ、ソメ」

「やあやあローラン君。よく来てくれたね。誰も居ないからゆっくり見ていっておくれ」

「珠大の学生は見る目がないな」

「まあ毎年こんなものだよ。ローラン君と波多野君が来てくれただけで十分さ。二人は仲が良いね。友達なのかい」

　友達と改めて聞かれると、何かこう微妙にニュアンスが違うような気もしなくもないけれど。まぁ別に否定することもないので笑って濁す。

　僕らは先生の作品を眺め始めた。

　最初はローランと一緒に見ていたけれど、彼は土器やら何やらを四し方ほう八はつ方ぽうから隅々まで眺め回すので一つ見るのに時間が掛かる。逆に僕はさらっと見てしまうので結局別々に室内を回った。

　しかしこうして近くで見てみると、展示品の一つ一つに物凄い手間が掛けられているのがよくわかる。レプリカだからどれも新しい物のはずなのに、造り込まれた表面の質感は古ぼけて見えて、素人しろうとの僕では写真で見た本物と見分けが付かないくらい精巧にできていた。

　順番に見て行くと、覚えていたものが一つあった。これはあれだ、牛形土器。牛形だからわかる。その牛形土器は、首と背中に渡って大きなこぶが付いていた。

「それはこぶ牛形土器だね」

　隣に来た染入先生が教えてくれる。

「口のところが注ぎ口になっているんだよ。中に水を入れて、水差しのように使ったと考えられているね」

「へー。面白いですね」

「持ってみていいよ。レプリカだから」

　僕はこぶ牛形土器を持ってみた。三〇センチくらいある土器なので大きくて重い。なるほど、こうして触ったりできるのはレプリカの利点だなと思う。

「あ、ゆかりずるいぞ！　ソメ！　触ってもいいのか！」

「いいよー」

　ローランは窓際に飾ってあった鉢みたいな器を慎重に掲げて、底面を真剣に眺めている。レプリカの扱いにも僕との愛の差を感じる。

「彼は本当に古代オリエント文化が好きなんだね」

「そうですねえ」

「だからこの展示会のために、あんなに頑張ってくれていたのかなあ」

　僕は、目を丸くして先生の顔を見た。

「先生？」

「ああいや、僕の勘違いかもしれないけどね」

　染入先生が鼻先を搔く。

「僕の研究室は四階だから、窓から下がよく見えるんだよね。だからローラン君が、先週学内でずっとドタバタしていたのも見ていてね。何をやっているのかはよくわからなかったけど、僕が寄贈した本をじっと眺めていたり、盾と槍の練習をしたりもしていたからさ。もしかしてこの展示会のことで、何かしてくれてるのかなと勝手に思っていたんだ」

　いやいや自惚うぬぼれかな、と言って先生は照れ笑いを浮かべた。

　僕はなんだか、少しだけ嬉しくなっていた。

「……僕も、ローランが何をしてたかは知らないですけど」

「うん」

「でもきっと、先生が思った通りだと思いますよ」

「そうかなあ」

「そうですよ」

　そんな話をしている間、当の本人は窓際のテーブルの前にしゃがみ込んで、展示物におもいっ切り顔を寄せていた。近付いて後ろから覗き込む。彼が凝視していたのはガラス製の玉だった。解説カードを見て、それが以前に先生の言っていたとんぼ玉だと判った。

　染入先生の作ったとんぼ玉は、窓からの陽に照らされてキラキラと輝いていた。

「こんなに綺麗なのにな」

　ローランが呟く。

「どうして誰も見に来ないのだろう」

「でもローラン君が来てくれたからね」

　染入先生が僕らに歩み寄る。

　先生は、自分の展示会を見渡して言う。

「なぜ古代のものに我々がこれほど惹ひかれるのか。ローラン君にはわかるかい」

「わからない。なんでだ」

「縁が繫がっているからだよ」

　僕とローランは目を丸くして顔を見合わせた。先生が言っているのはそういうことじゃないとわかっているけれど、やっぱりビックリしてしまう。

　染入先生が、自分の作ったとんぼ玉を一つ手に取る。

「これは僕が作ったとんぼ玉だけどね。これと同じ物を数千年前の人間も作っていたんだ。その人が何を考えて、どんな気持ちでこれを作ったのか、レプリカを作る過程でそれが解るんだよ。今を生きる僕達が、たった一個のガラス玉を通じて四〇〇〇年前と繫がっている。それはとても不思議な〝縁〟なんじゃないかなと思うんだ」

　染入先生はとんぼ玉を置くと、背広のポケットから小さな箱を取り出した。

「これをローラン君にあげよう」

「これは？」

　ローランが受け取って箱を開ける。

　中身は布に包まれている。彼が布を開いていくと、その中から小さなとんぼ玉が出てきた。

　その玉は、一部がガラスで、一部が銀色で、なんだか複雑で不思議な模様をしていた。

「銀化している……」ローランが驚いて呟く。「本物だ」

「え、本物って、レプリカじゃあなく？」

「古代エジプト時代のとんぼ玉だよ」先生は簡単に言った。「紀元前一五世紀のものになる。この年代のもので、これだけの完品は珍しいね」

　僕も驚いてその玉を見る。本物って……紀元前一五世紀だと、ええと三五〇〇年前だ。目の前のガラス玉は、そんな大昔のものとは思えないほど綺麗だった。

「とても貴重なものだぞ」

　ローランは目を丸くして先生を見遣る。

「こんな凄いものを……なぜ俺に？」

「僕ももう六十だからさ」

　染入先生は優しく笑った。

「そのとんぼ玉は僕が二十歳の時に見つけたもので、それから四十年経つ。三五〇〇年前からの縁を四十年分繫いだわけだ。だから次は君がもう四、五十年繫いでくれれば、古代の縁はまた長く繫がっていくだろう」

　ローランがもう一度ガラス玉に目を落とす。

「……美しいな」

　彼の言う通り。

　その古代の玉は、本当に綺麗だった。

「受け取ろう」

　ローランが丁てい寧ねいに箱を閉じる。

「この玉の縁を伝えるぞ、ソメ。約束する」

　染入先生は嬉しそうに頷いた。

　僕の目には、そこに何も見えなかったけれど。

　でもそれは確かに、何かの縁がつながった瞬間だった。

「じゃあ貴重なものだから、壊さないように大切にしまっておかないと……」

　とローランが言った瞬間、突然高速の物体が二つ室内に飛び込んできてローランの足に強烈な体当たりをかました。ローランはグッと言って箱を取り落とした。僕と先生はこの世の終わりのような顔をした。が、すんでのところでローランが空中キャッチに成功する。

「ローラン！」

「ローラン！」

　飛び込んできた物体が元気に叫ぶ。僕はあっと思い出した。その二人は公園でローランを討ち取っていた小学生だった。

「なんだお前ら！」

「斧おの！」

　小学生二人が間かん断だんなく喋り続ける。

「斧見せてよ斧！」

「昔の人の斧があるってこの前言った！」

「見せて！」

「戦いに使ったやつ？」

「強い？」

「盾割れる？」

「使っていい？」

　なんとその二人は。

　学外からきた古代オリエント展の来客であった。

「まず非礼を詫びろ！　悪いことをしたら謝る！」

「ごめんなさい」

「ごめんなさい」

「斧はこっちだ！」

「斧！」

「斧！」

　ローランが子供たちを石斧のレプリカに案内する。ローランと染入先生は二人でその石斧の話を熱く語り始めた。話は槍や盾にも飛び火して、子供たちは紙芝居でも見るみたいにワクワクしながら二人の熱演を聞いていた。

　その時うさぎさんがフードから出てきた。そして僕の肩からぴょんと跳ねて、子供たちの後ろに着地した。

　気のせいかもしれないけれど。

　一瞬、何かが光ったような気がした。
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　夕食の時、うさぎさんに聞いてみた。

「あの時、縁を結んだような光を見た気がしたんですけど」

　僕は半はん信しん半はん疑ぎで言う。

「……もしかして、本当に古代オリエントの縁？」

「さあな。光っとったから結んだだけじゃ。何の縁かは知らん。古代オリエントの縁なんて無いと思うがの」

「そうですか」

「じゃが、あのローランとかいう小こ僧ぞう」

　うさぎさんが皮ひ肉にく混じりに言う。

「お前より縁結びの才能があるかもしらんな」

　僕はなんだか少しだけ悔しかったけれど。

　でもそれなら、僕の切れてしまった縁もいつかローランに結んでもらえばいいかなと思い直した。
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　それは何かの縁だった。
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　自治会室で仕事をしているとジーという音がした。冷蔵庫の音かな、いや寿じゆ命みようの近いブラウン管かもしれないな、もしかすると髭ひげ剃そり中の人が通りかかっただけかもと現実から必死で目を背ける僕に対して、蟬せみはジージージージージージージージージージージージージージージージージージージージージーと言った。認めよう。暑い。

　夏がやってきていた。

　自治会室は茹うだるように暑い。窓は全開だけど外も茹だるように暑いので効果はない。冷房を入れたいのは山々なのだが、今年は大学から自治会経費の削さく減げんを要請されていて毎日の電気代にも気を使う始末だった。その経費削減の主な理由も去年自分達が行事で遊び過ぎたせいであり文句も言えない。

　とはいえ書類が汗でくたくたになるような温度では事務仕事にすら支障が出る。僕は一時間ほど前に冷房の使用許可を求めて西院さんに労ろう使し交こう渉しようした。室温二十八度の実現を！　と訴えた結果、二十八度より上を白いペンキで塗りつぶした温度計をもらった。西院さんは自分が暑いの平気なのでこういうことする。

　そんな西院さんはこのミラクル暑い中、わざわざ外に出てガーデニングを楽しんでいらっしゃった。自治会棟の裏には西院さん管理の花か壇だんと菜さい園えんがある。裏庭に面した開け放しの窓から、麦わら帽子をかぶった西院さんの姿が見えた。

　その隣に、ヒョコヒョコ上下するライオンみたいな頭が見えた。

「なにやってるのローラン」

「農業だ」

　窓から外を覗くと、高校の体操服姿で土をいじるローランが居た。しかし外国人のローランが着ると全部コスプレに見える。一部マニアが喜びそうな格好だった。

「西院の庭仕事を手伝っているのだ」

「ローラン君、中々筋がいいから助かるわ」

「これくらいは貴族として当然の嗜たしなみだぞ。フランスはヨーロッパ最大の農業国だからな」

　ローランは胸を張った。体操服の左胸にカタカナで『リシュリュー』と刺し繡しゆうされている。かっこいいのかダサいのか判断に迷う。

「手伝う代わりに俺もプランターを一つ借りることになってるしな。さて何を植えようか。西院、おすすめはなんだ」

「今の時期だとコスモス、百日草、少し遅いけどひまわりもあるね。Tournesol」

「Le tournesol!　それがいい。それにする」

「いいね、ひまわり。私も植えようかな」

「ならば畑にするぞ」

　二人はキャッキャしながら自治会棟裏にひまわり畑を作る計画を練っている。いつのまにやらそれなりに仲良くなっている。

　僕としてはローランが西院さんに近付くのはもちろん面白くないのだけど。ただローランの恋のアプローチはなんというか必要以上にあからさまで、先日は突然花輪レベルの巨大な花束を西院さんに贈るなど実にお坊ちゃまらしいズレっぷりを見せていた。もちろんそういうのが彼女に響く訳もなく、西院さんは子供をあしらう程度の気分でローランを扱っているようなので、最近は僕もさほど心配することもないかなと思い始めていた。ちなみに花輪はそのまま近所の仕出し弁当屋さんの開店祝いに回された。おばちゃんはとても喜んでいた。

　と、そこまで頭で割り切りつつも。やっぱり西院さんとローランのツーショットはあまり喜ばしくはない。というか種まきって。

「帰る気ないの君……」

「修行が終わったら帰ると言ってるだろう」

　いつ終わるのか知らないが、と適当に答えてローランはひまわり畑の相談に戻った。ローランの縁結び修行のカリキュラムはユリシーズのみが把は握あくしている。けどここまでの修行の日々を見る限り、あまり具体的なプランがあるようにも見えなかった。

　本当に終わらせる気があるのかとプランナーことユリシーズに文句を言おうとしたが近くに姿が無かった。うさぎさんは上向きのサーキュレーターに乗っかって寝ていた。下からの風を全身に受けて超サイヤ人みたいになっている。

「ユリシーズはどこ行ったの？」

「ああ、そうだった。ゆかりにも伝えておかなければ」

　そう言うとローランは窓まで寄ってきて、僕にヒソヒソと耳打ちをした。

「（今日の夕方。じいからなんか話があるそうだ）」
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　うさぎさんとローランと一緒に、指定の場所に到着する。

　呼び出された所は大学近くの小さな公園だった。近所にお住まいの皆さんへの申し訳程度の配はい慮りよで作ったと思われる小公園は、申し訳程度の広さの土地に申し訳程度の滑り台と鉄棒が置いてある。幼稚園児でも一回遊べば飽きそうなシンプル過ぎる公園で、もう薄暗いこの時間には当然のごとく誰も居なかった。まぁそういう点では喋るうさぎとの密みつ会かいにちょうどいいのかもしれない。

「わざわざ呼び出して話ってなんでしょうね」

「ろくでもないことじゃろう」足元のうさぎさんが言う。「こやつらのやることでろくだった例ためしがない。それより夕飯は冷たいものがいいぞゆかり。冷やし中華とか」

　僕は携帯でレシピを検索した。

「言ってくれるじゃないか白うさぎ。まぁリシュリューの高貴なる守護者であるじいの深しん謀ぼう遠えん慮りよは、貴様のようなバニラうさぎには理解できなくても仕方ないことだが。冷やし中華って何だ？」

　僕はローランに写真を見せてあげた。

「食べたいぞ」

「中華屋に行くといいんじゃないかな」

「作るんだろう？　ついでに俺の分も作ってくれ」

　高貴なるローラン様は堂々と晩飯をたかった。ローランの分もということは当然ユリシーズの分もであり、なぜ一学生の僕が一家四人の食い扶ぶ持ちを稼がねばならないのかと悲しくなる。

「そもそもローラン、ちゃんと自じ炊すいしてるの？　一人暮らしなんでしょ？　毎晩ご飯どうしてるのさ」

「ケータリングだが」

　知らない単語が出てきたので検索した。画像検索の結果を見て心が折れる。

「このケータリング様に冷やし中華をお頼み遊ばせばいいんじゃないかな……」

「できるのか」

「知らないよ」

「じい、じいはどこだ」

「こちらに」

　声の方を見上げた。滑り台の上がモサモサしていた。ユリシーズだった。

「ケータリングで冷やし中華頼めるか？」

「ハハハ坊ちゃま。わたくしがフランスより連れてまいりました坊ちゃまのケータリング専属五つ星シェフにかかればどのような料理も自在にご提供できますぞ。気持ちパリ風アレンジで現地のものより少々高貴かもしれませんが」

「土ど着ちやくのオリジナルが食べたいぞ」

「畏かしこまりました。ゆかり殿、坊ちゃまに冷やし中華を」

　ユリシーズはモサモサの中から財布を取り出すと、耳で僕に千円を差し出した。「お金でなんでも解決できると思うな！」と頭の中で叫んでみたが手が勝手に受け取っていた。貧しさが憎い。

「坊ちゃまの栄養バランスも考えて具材は肉野菜バランスよくお願いしますぞゆかり殿」

「あんまり甘やかさない方が本人のためだと思いますけどね……」

「ハハハ耳が痛い」

「せっかくの一人暮らしなんですから、自炊とか洗濯とかやらせて本人の自立をですね」

　と精一杯の反論を試みるも、お金を受け取った後なので何の説得力もない。ローラン坊ちゃまは今日も僕が作る冷やし中華をモグモグ食って帰って寝るのだろう。自立はしばらくは無理そうだ。

　じゃあ近所のスーパー『あぶらな』で麵めんを買って、と考えながらローランとうさぎさんと一緒に歩き始めたところで、何かを忘れている気がして立ち止まった。

「坊ちゃま」

　三人揃って振り返り、滑り台の上を見た。ユリシーズがいつも通りにモサモサしている。

　夕日が沈みかけた公園で、滑り台の上のモサモサは僕らを静かに見下ろして、重々しい言葉で語り始めた。

「最後の修行にございます」
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「四月にこの日本へ渡られてから三ヶ月、ローラン坊ちゃまは目覚ましい成長を遂げられました」

「まずカメラを担いだ男の縁を通りすがりに見つけて結ばれました。続いて土田殿と森殿の綻びた縁を見事な手しゆ腕わんで修復なさいました。さらには染入殿の展示会を成功に導き、子供達と学術の間の稀け有うな縁を結ばれました。わずか三ヶ月の間に三本の縁結びをなされた坊ちゃま……今やどこに出しても恥ずかしくない一流の縁結バーにございます。そんな坊ちゃまに、満を持して、最後の修行に挑んでいただきます」

「〝縁切り〟でございます」

「縁を結び、そして縁を切るのが縁結び本来の務め。たとえ何本の縁を結ぼうとも、縁切りができなければ一人前とは呼べませぬ。坊ちゃまには今日から綻びた縁を探していただき、それを見つけ出し、そして断ち切っていただきます」

「それがなされた時こそが、坊ちゃまの一人立ちの瞬間となるでしょう」
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「縁切りですか……」

　ユリシーズの話を聞いていた僕は、眉を顰ひそめて呟いた。

　縁切り。

　縁を切ること。

「ま、モサモサの言う通りじゃな」とうさぎさんが言う。「結べるだけでは縁結びとは言えん。切ることができて初めて一ひと廉かどじゃ」

「それは、そうかもしれませんけど」

　僕にだって理屈は解る。縁結びと縁切り。その二つは切り離せないものだということを、縁を結ぶ日々の中で身に沁しみて勉強させられたのだから。

　けどやっぱりどうしても、縁切りという行為には悪いイメージがつきまとっている。縁を切る、という言葉からしてネガティブな印象が拭ぬぐえなかった。

「じい」

　ローランが滑り台の上のユリシーズに向いた。

「それは、必要なことなんだな？」

　ユリシーズがモサリと頷く。

「縁を切ることによる変化、痛み、悲しみ、無む念ねん。それら全てを正面から受け入れ、そして乗り越えること。それが坊ちゃまの縁結び最終試験にございます」

　ローランは腕を組み、その場でしばらく考えていた。

　逡しゆん巡じゆんの後。

　彼は一つ頷いて、滑り台の階段をカンカンと登っていき、両手でユリシーズの手を握りしめた。

「やるぞ、じい」

「坊ちゃま」

「最後の試練、見事超えてみせよう。フランスが縁結び界のオーソリティ、リシュリュー家が生み出した奇跡、史上最高の縁結びスタとして！」

　ローランは滑り台の上で高らかに宣言した。その瞳には決意の炎が宿っていた。

　ローランの最終試験。縁切り。

　僕としてはあまり良い印象のない行為だけれど、まあでも本人がやると言っているのだからもう外野は何も言うまい。多少なりとも付き合いのあった同じ業界の人間として、せめて陰ながら応援してあげようと思う。頑張れローラン。誰かの縁を切れローラン。早めに帰国するんだローラン。

「じゃあ話も終わったみたいなのでスーパーに……」

　僕はうさぎさんを抱え上げてトートに入れた。

「全く益のない話であった」

「そうですね。ていうか今の話、僕らまで聞く必要は一切なかったですよね」

　と言って振り返ると、滑り台の上の二人がなぜか僕をじっと見つめていた。

　あ、これ、知ってる。あれでしょう。

　すごく面倒なやつ。
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　翌朝。

　僕は慣れ親しんだ大学の通学路にいた。

　最寄り駅から大学の間にあるこの通学立体交差は、電車通学と自転車通学の学生が全員通る珠大の大だい動どう脈みやくだ。二万人を数える珠大生の実に八割がここを利用しており、通学時間帯のポロロッカのごとき人間濁だく流りゆうは圧あつ巻かんである。もちろん波にのまれれば命はないのでピーク時には極力近づきたくない場所なのだけど。

　そんな人間水害を好き好んで見に来る理由は一つ。

「ふむ。不足はないな」

　ローラン坊っちゃんは朝っぱらから高圧的に言った。

「さあ、ゆかり。早速教えてくれ。縁を見るコツというやつを」

　縁の見える人間が通学ラッシュを眺めに来る理由は唯一つ。

　特訓である。

　僕も初めてうさぎさんと会った今年の一月、この通学路で何時間も縁の紐を見続けさせられた。あの時数千人の縁を一気に見たことで確かに縁を見るためのコツのようなものは摑めたなと懐かしく思い出す。眼がん精せい疲労と頭痛と肩こりで命が削れるのが欠点だけど、ローランがどうしても縁を見たいというのなら頑張って人生に疲れたＯＬみたいになってもらうしかない。

「さすが坊ちゃま。宿しゆく願がん達成のためならば昨日までの敵にも頭こうべを垂れて教えを請う姿勢、立派でございますぞ」

　ベンチのユリシーズがモサモサと言った。確かに教えを請われているが頭を垂れられた覚えは無い。捏ねつ造ぞう記録だ。

「というか縁を見るコツなんてユリシーズが教えたらいいでしょう……。僕だってうさぎさんから教わったんですから」

「ハハハゆかり殿。わたくしもこの歳ですゆえな……老眼が、老眼が憎うございますぞ……」

「まぁ教えてやれゆかり」と隣のうさぎさん。「わしら縁結びもそうそう暇ではないのでな」

　と言った後、二匹は同時にＤＳを開けた。二台から同じ音楽が流れ出す。最近新しく買ったゲーム『もののけサイトシーイング』である。

「何匹集まった？」

「一六〇匹ですな。昨日はこれなど捕まえましたぞ」

「Ｓ級ではないか。わしも欲しいわしも」

　二人はキャッキャともののけを集め回っている。揃ってゲームを始めて以来、もののけを集める旅を通して心が通い合ったらしい。自分らがもののけみたいなものなのに。

　どうも春から三ヶ月も経って今更気付いたのだが。ユリシーズは修行と称して子守を僕に押し付けにきただけなのではなかろうか。その証拠にゲーム進行度はユリシーズ＞うさぎさん＞僕の順だった。うさぎ勢と僕ではプレイ時間が数倍違うので対戦するとボコボコにされる。僕だって縁結びのコツなんか教えてないでレベル上げたいのに……。

「で、どうやればいいんだ」

　と襟首を引っ張られて希望は潰ついえた。

　僕は仕方なく持ってきた道具を出す。こうやって真面目に教えようとしてしまうから悪質なうさぎにいいように使われるのだろう。

　ローランにペンとスケッチブックを渡した。同じものを僕も一組持つ。

「じゃあとりあえず、今どういう風に見えてるのか絵に描いてよ」

　今回はイラスト方式を取り入れてみることにした。

　以前にもどれくらい見えているのか一度聞いたことがあるけれど、聴取しただけなのであんまり具体的じゃなかった。なので今回はお互い絵を描きつつ、より見える方向に段々修正してトライアンドエラー、という作戦である。

「ちなみに僕は……」

　と、まず自分から描き始めた。

　通学する学生の流れに向かって軽く目を凝らす。もう慣れたもので、ぞろぞろ流れる人の背中に長ちよう短たん太ふと細ぼそ様々な紐が浮かび上がって見える。その中でオーソドックスな一本を眺めて、スケッチブックに描き写していく。

　まあ、紐である。

　白くて細い。太さはタコ糸くらいが多いだろうか。もっと細いのもあるし、太いのは綱つな引ひきの綱ほどの縁も見たことがあるけれど、そこまでのものは滅多にない。

「こういうのが見えているんだけど。ローランは？」

「うん」

　続いてローランが人波に目を凝らした。強い目で、眉間に強きよう靭じんな皺を作りながら人混みを凝視する。最初は僕もこんなだったなあと懐かしくなった。

　ローランはペンを取り、スケッチブックに向かった。

　それからモシャシャシャシャと、なんかもわもわした、何かを描いた。頑張って察するに、多分、煙的な何かだと思われる。

「こういうのが見えるぞ」

「うん、見えてないなあ……」

　僕は項垂うなだれる。ローランは僕の絵と自分の絵を交互に見比べた。

「こんな紐は見えない。お前、幻でも見ているんじゃないのか？　睡すい眠みん薬やくとか飲んでないか？」

「残念ながら昨日も八時間寝たよ。もう一回やってみて。もっと目に力を入れて」

　ローランが再び目を凝らす。しばらくむむむと唸った後に、あ、と漏らして大急ぎで絵を描き始めた。

　なんかもわもわした、何かの絵だった。

「同じなんですけど……」

「違う、違うぞ！　一瞬だけど煙がこう、真ん中に集まる感じがしたんだ！」

「あ、それだ。多分それ、その感覚」

「ほら見てくれ！　さっきの絵よりちょっとだけ煙が集まってるだろ！」

　僕は二枚の絵を見比べた。高度な間違い探しだが、確かに二、三ミリ分くらい上下が狭まっている気がする。

「微差だけど方向は合ってるっぽいね……よし、続けよう」

　ローランは前のめりになって通学生を凝視した。当然向こうからも奇異の目で見られているけれど、スケッチをバリバリ描いていれば美術サークルのデッサン練習とでも思ってもらえるだろう。ローランは熱心に筆を走らせた。一〇〇枚入りのスケッチブックは見る見るうちに消費されていった。
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　紙の端に指を当てて、パラパラ漫画の要領でめくる。

　もわもわした煙がアニメーションし、次第に上下方向から狭まってきて、段々細長くなってきて。

　ＳＬの煙突から出る煙みたいになったところで紙が尽きた。

「どうだっ……見えているかっ……」

　ベンチにグッタリと横たわったローランが息も絶え絶えに聞いてきた。朝から三時間、数千人の縁を凝視し続けたら誰でもこうなる。

「最初よりは大分進歩したんじゃないかな」

　僕は素直な感想を述べた。紙一面に広がる蒸気だったものが多少横に長くなっただけでも大きな進歩には違いない。この太いＳＬ煙がもっともっと集約していけば、いつしか細いタコ糸になるのではないだろうか。

「ふふふ……たったの三時間でこの成果……天てん賦ぷの才さいが怖いな……」

　ローランは体を起こして、普段通りの偉そうさで言った。が、背中を丸めて両目を延々こすり続けているのであまり格好がついてなかった。僕は用意していた目薬を渡す。両目に点さしてメーベイユーと漏らすローラン。意味は知らないけど気持ち良いとかそんな感じだろう。

　多少目を休めたローランは、自分のスケッチをパラパラと確認した。それから僕が最初に描いた紐の絵を見る。

「このペースで、今日中に紐が見えるようになると思うか」

「うーん……どうだろう」

　厳しい気がするけれど、正直なところはわからない。

　なにしろ僕は今ローランが苦しんでいる過程をすっ飛ばして突然見えるようになってしまった人間なので、この煙突の煙が紐になるまでにどれくらいかかるかも見当がつかなかった。そもそもこの煙が本当に紐になるのかも知らない。

　こういうものはやっぱりその筋の専門家に任せるべきなのではと思い、僕は専門家達を見た。ゲーム機を開けたまま二羽寄り添って寝ていた。

「役に立たないな……」

「別に構わんぞ。ゆかりに教えてもらうからいい」

「ローランは腹が立たないわけ？　うさぎさんがだらけてるのはいつものことだけど、お付きのユリシーズまでグースカ寝てるのに」

「じいは普段から十二分に働いてくれているからな。疲れていることだってあるだろう。たまにはゆっくり休ませてやらねば」

　確かにユリシーズはうちのうさぎの十倍は働いている。電話もＰＣも使えるユリシーズは人前に出なくても様々な執しつ事じ業務ができるそうで、ケータリングを手配するのもユリシーズなのだという。働きアリもびっくりの働きうさぎだ。

「さ、練習再開するぞ」

「ええ、まだやるの？」

「やる」

　そう言って立ち上がったそばからローランは立ち眩んでまた座った。いてて、と両目を手で押さえる。

「ほら無茶だよ。縁を見続けるのはかなりしんどいんだ。今日はやめて続きは明日にした方がいいって」

「あと少しやる」ローランは両目をゴシゴシこすって顔を上げた。「じいが起きるまでに、もうちょっとはっきり見えるようになりたい」

　もう辛くてしょうがないだろうにローランは続けたがった。初めて縁を見た頃の僕が毎日やめたいやめたいと言っていたのとは正反対だ。自主的に縁が見たいというローランの気持ちが僕にはさっぱり理解できない。

「なんでそんなに縁が見えるようになりたいのさ」

　僕は素直に聞いた。

　そういえば一度も聞いたことがなかったなと思う。

「ローランは、なんで縁結びになりたいの？」

「それは…………いいだろう。俺ももうちょっと休憩が必要みたいだし」

　ローランは、寝ているユリシーズを軽く撫でた。

「聞かせてやろう。俺とじいの高貴なる出会いの話を」
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「俺の生まれた家、リシュリュー家は、五〇〇年以上の歴史を持つフランス貴族の家いえ柄がらだ」

「だが現代は貴族というだけで食べていけるご時じ世せいでもない。ご先祖様から受け継いだ資産があるとしても、それを正しく運用できなければお金は減る一方だ。その運用に失敗して没ぼつ落らくした貴族も沢山いる。そういう点では、うちの家はまだ頑張っていた方だな。親父おやじの資産活用と土地の運用でなんとか上流階級の端っこに留まっていられたのだから。しかしやはり、無理をしていたのも事実だった」

「親父は地位と財産を守るため、病的なほど仕事に没ぼつ頭とうしていた。逆にお嬢様育ちの母は、親父の苦労も知らずに浪ろう費ひを続けていた。家に両親が揃うことはめったに無く、子供の頃の俺は親に構ってもらえずに、馬鹿みたいに広い庭でずっと一人で遊んでいた」

「その庭には、モフモフのうさぎがいた。ちゃんと飼っていたわけではないが庭にいる姿をしょっちゅう見かけた。親父は「自分が子供の頃からいる」なんて言っていたな。当たり前だが信じなかった。でもそのうさぎは人懐こくて、触らせてもくれた。俺はそのうさぎが好きだった。庭で一緒に遊んで、その日にあったことを沢山話した。うさぎは俺の唯一の友達だった」

「ある日、両親が大きな喧嘩をした」

「ほどなく離り婚こんの話が出て、流れるように事が進んだ。両親の関係はもう何年も前から破は綻たんしていたからな。そうしてついに離婚届を書く二人の間に、俺はすごく嫌な感じのするもやを見た。そのもやっとしたものは、目の前で二つに分かれて消えた。あの時は何もわからなかったが今なら理解できる。あれは俺の両親の縁が切れた瞬間だったのだろう」

「親は俺に、どちらについていくか選びなさいと言った。でも子供だった俺は決められず、泣きながら庭の植え込みに隠れてしまった。そこにはいつものようにうさぎがいて、俺はいつものように自分に降り掛かった不ふ遇ぐうを滔とう々とうと聞かせた。そうしたらそのうさぎは、突然口を開いて、俺の名を呼んだのだ」




『わたくしの出番のようですな』

『喋った！』

『ハハハ。坊ちゃまが生まれた頃から存じ上げております。貴方は栄えあるリシュリュー家に久方ぶりに現れし縁見る誉。お任せください坊ちゃま。わたくしの名はユリシーズ。人の縁をつかさどるもの』




「それから俺はじいに言われた通りに両親と話をした。親父と幾いく晩ばんも話し、母と幾いく日にちも話して、思っていることを包み隠さず伝えたのだ。そうして十日も経った頃、じいは「さて」と言った」




『縁を結びましょうか』




「じいは、両親の縁を結び直してくれた」

「それからはあらゆることが良くなった。親父は家庭を顧かえりみるようになって、母も目が覚めたように俺と親父を愛してくれた。事業も急に好転して、リシュリュー家は十年のうちにブルジョワの有力者にも勝る財と権力を復興させたのだ。全てはじいの力だ。俺は、俺の愛する家族を救ってくれた縁結びに心から感謝しているし、じいのことを誰よりも尊敬している」

「なぜ縁結びになりたいのかと聞いたな」

「それは俺が、縁結びに愛されしリシュリュー家が生んだ天才、ローラン・ド・リシュリューだからだ」
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　ローランの手がユリシーズの毛を優しく梳すく。

　彼の話は、僕に小さなショックを与えていた。

　ローランには強い意志があった。彼は縁に人生を救われて、縁の素晴らしさを感じて、自分から縁結びになろうと決意し、今この瞬間も努力を払っている。

　対する僕はと言えば、自然に縁が見えるようになって、あとは自分の縁を結び直すという目的のためだけに、なし崩し的に縁結びを続けてきた。別にそれが悪いと思ってるわけじゃないし、罪ざい悪あく感かんを感じるわけでもないのだけど。

　どうしても縁が見たい人に縁は見えなくて。

　見たくないと思ってる僕に縁は見えていて。

　僕は溜め息を吐いた。なんで世の中というのはこう上手くいかないようにできているのだろう。

「なんなんだ、人がせっかく美しい話を聞かせてやったのにその反応は。失礼だぞお前。謝れ」

「ごめんなさい」

「許す。さて続きだ」

　ローランはぎゅーっと目をつむって、それからパッと見開いた。青い目がパチパチと瞬まばたく。まだ辛いだろうに泣き言一つ言わない。いつも偉そうで腹立たしいローランだけど、こういうところだけは本当に偉いと思う。

「疲れてる時は半目でもいいよ」僕は、些さ細さいなアドバイスをする。「要は力の掛け方の問題だから、目を剝むいたら見えるものでもないんだ。そっちのが長く練習できるし」

　微力だけど、ローランが縁を見る助けになってあげようと思った。そうしたら世の中の理り不ふ尽じんに、少しだけやり返せるような気がした。

　ローランはMerciと笑って、再び人の流れに向かった。

　四時間で一二〇枚をスケッチしたけれど、結局縁は最後まで煙突の煙のままだった。
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　夕飯は冷しゃぶそうめんを作った。豚を茹でてそうめんを茹でるとできる。楽で安上がりな割にはうさぎさんにも好評のメニューなので夏場は多用していきたい。

「で、ローランの出来はどうじゃ」

　うさぎさんが肉をもぐもぐしながら聞いてきたので、僕は彼が描いたスケッチを見せた。

「遠いのう」

「練習していったら、このＳＬの煙が縁の紐に見えてくるものですかね」

「道は合っとる。じゃがまだ一合目じゃな」

「一合目ですか……じゃあ僕は？」

「お前は五合目くらい」

「僕でもまだ半分なんだ……自分では結構見えてるつもりなんですけど」

「縁の領分は広く深い。お前ごときに見えぬ縁はまだ山ほどある。とはいえ、五合目スタートのやつなんぞわしは初めて見るよ。自信持っていいぞ。これからも縁結びに励むがよい」

　誉められるとつい嬉しくなってしまいがちだが、これがブラック企業の洗せん脳のう術じゆつだとこの前読んだ新書に書いてあった。早く負のループから抜け出したいと思う。

「しかしこの見え方では縁結びも縁切りも無理じゃのう」うさぎさんが耳でパラパラアニメして遊ぶ。「兆しも綻びも見分けられんし。それ以前に四、五本が混じってどれがどれだかわからん」

「あとどれくらいかかりますかねえ」

「本人の資質次第じゃな。明日見えるかもしれん。十年後かも」

　うさぎさんは絶望的なことを言った。向こう十年に渡って趣味が煙の観察日記になる事態は避けたい。ローランを手伝ってあげたいというのも本心だけれど、さすがに十年は長すぎる。

「安心せいゆかり。わしが手伝ってやる」

「本当ですか、うさぎさん」

「まずはもののけ観光局に行くのじゃ」

　うさぎさんはもののけサイトシーイングの攻こう略りやくを手伝ってくれた。それはそれでありがたく、僕は三二匹目のもののけをツレにした。うさぎさんのツレは一六三匹だった。
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　翌日は気分を変えて、近くの駅に出向いて練習した。

　大学から二駅離れた乗換駅は一日中途と切ぎれることなく人通りがある。午前中は講義があったので昼から夕方までの約束で練習に付き合った。ローランはその四時間の間に今日もスケッチブックを一冊使い切った。

　練習を終えて、大学に戻る電車に揺られる。

　高架を走る電車の中を、西から東に夕日が貫かん通つうしている。下りの車内はがらがらだった。ローランは誰も居ないのを良いことにぐったりと椅子に倒れ込んでいる。

　僕は今日の成果をめくって眺めた。

　正直に言ってしまえば、あまり芳かんばしくはない。

　一〇〇枚をパラパラとめくっていくと最初の五〇枚くらいの間は、昨日に引き続いて煙突の煙が少しずつ細くなっていた。そこまでは順調なのだけど、五〇枚から先で縮む速度が緩やかになり、八〇枚辺りでじわじわ線がブレるだけで幅が変わらなくなった。どころがまた膨らんだり縮んだりする部分もあった。

　トートの中のうさぎさんが顔を出してスケッチを覗く。

「頭打ちになったな」

「壁なんでしょうか」

「時間がかかりそうじゃのう」

「うーん……やっぱり長期戦ですかね」

　話していると、ローランのスクールバッグからユリシーズも顔を出した。一緒に一連のスケッチを眺める。

「なるほど……時にゆかり殿」

「なに？」

「本日は何日でございましょう」

　僕は携帯を出して確認する。

「七月四日だよ」

　ふむ、と呟いて、ユリシーズはカバンから這い出してきた。

「坊ちゃま、お聞き下さい」

　ぐったりするローランに話しかける。ローランはうう、と呻いて起き上がる。

「どうした、じい」

「今しがた、坊ちゃまの特訓の成果を拝はい見けん致しました。いやはや大変目覚ましい進歩にございます。やはり坊ちゃまの才は本物でございますな。リシュリュー家に仕えて幾百年、かほどのギフトに恵まれたお方は後にも先にも坊ちゃまただ一人」

「うむ、それは間違いないだろうが……しかし今はその自信が崩れそうだ。なんだか厚い壁を感じるぞ……」

「坊ちゃま。その壁は縁結びを目指すものならば誰もがぶつかる障しよう壁へき。坊ちゃまなら必ず乗り越えられましょう。ですが坊ちゃま、お聞き下さい。実はその壁は〝量〟の壁ではなく〝質〟の壁。越えられるものは一日で越え、越えられぬものは一生越えられぬ類のものにございます。長く時間をかけても意味はございません」

「じい？」

　ローランと僕は、揃ってユリシーズを見た。

　いつも穏やかなユリシーズの声に、なんだか一段重い、真剣な空気がまとわりついている。

「七月十四日」

　ユリシーズは言った。

「その日を期限といたします。七月十四日は我らがフランスの祭典、Quatorze パリJuillet祭。その特別な宴うたげの日までに、縁が見えるようになり、そして縁切りを成し遂げて下さいませ。もしできなければ」

　ユリシーズは重々しく言った。

「縁結びの道を諦めて、国にお戻り下さいませ」

　ローランは目を丸くした。

　横で聞いていた僕も驚いてしまう。

「十四日って……あと十日しかないですよ？　そんな急に」

「ゆかり殿。十日もあれば充分にございます。本来なら二、三日もあれば済むこと。要は才があるかどうかなのですから、長さは関係ございません」

「それは、そうかもしれませんけど」

「いかがです、坊ちゃま」

　ユリシーズは未だ放心するローランに迫った。

「それとも自信がございませんか」

　挑発的な言葉だった。ユリシーズが主人に向けたと思えないような、煽あおり立てるみたいに強い言葉だった。

　けれど、その言葉を聞いたローランの目に。

　青い炎が宿ったのを僕は見た。

「じい」

「なんでしょう」

「お前は今まで、一度も間違ったことがない。どんな時でも正しく俺を導き、どんな窮きゆう地ちもお前のお陰で乗り越えてこられた。そのじいが今、俺に言ったのだ。〝俺はこの壁を必ず乗り越えられる〟と。ならば俺は、今まで通り、じいを信じよう」

「坊ちゃま」

「リシュリュー家が守護者ユリシーズの予言の通り、俺はこの試練を乗り越えてみせよう。十日のうちに縁の姿をこの目で捉え、見事縁切りを果たしてみせると約束しよう！」

「坊ちゃま……じいはその言葉をお待ちしておりました！」

　ユリシーズはローランの懐に飛び込んだ。ローランはユリシーズを強く抱きしめ、二人で昭和の青春ドラマのように車窓の夕日を見つめる。

「七月十四日のQuatorze Juilletで必ず縁を切ってみせる！」

「フランス万歳！」

　二人はなんか燃えていた。僕は話に出てきたよく知らない単語を携帯で検索する。

「ああ、これがパリ祭というやつなんだね」

「なんだその口ぶりは。まさかゆかり、お前パリ祭を知らないのか。どうやったらその歳までパリ祭を知らずに生きてこられるのだ」

「日本じゃやってないし……」

「!?」

　僕はググった画面をローランに見せてあげた。そういう名前のシャンソンコンサートが見つかったが多分これのことではない。フランスでは盛大な祭りなのかもしれないけど、日本では馴な染じみのない行事だった。

「馬鹿な！　七月十四日にパリ祭をやらなかったらいったい何をやるというのだ！」

「何と言われても……。七月十四日ってなんかありましたっけうさぎさん」

「盆ぼんくらいじゃな」

「ああ、盆祭りなら」

「それはなんだ？」

「日本の夏のお祭りだよ。夜の神社とかで出店がたくさん出て、あとは輪になって盆踊りを踊るの。大学の近くでもやってるよ」

「じゃがバターうまいぞ」

　僕はもう一度携帯でカレンダーを見る。自治会共用のカレンダーには大学周辺の行事予定も書き込んである。十四日はちょうど週末で、近所の神社の夏祭りが開催されることになっていた。

「なぁなぁ、その祭りは人がいっぱい来るのか？」

「うん、結構混むかな。うちからも学生がいっぱい遊びにいくし。ああでも、お祭りはカップルが多いから一人で行くと結構辛いんだよね……」

　と、そこまで言ったところで僕はハッとした。

　しまったと思った。

　だが時すでに遅く、目の前にはニタリと笑うローランの顔があった。

「恋人たちが沢山来るわけだな」

「いや、そんなには」

「恋人あるところ、別れ話あり」

　手遅れであった。

　ローランの目標がキリキリと夏祭りに絞られる。

　こうしてローラン実行委員長とユリシーズ運営委員の命により、来る七月十四日。

『盆祭り縁切り大作戦　～アデュウアデュウ恋人よ永遠にさようなら～』の決行が否応なく決まってしまったのであった。
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　大学の最寄り駅までやっと戻ってくる。このまま直ちよつ帰きしたかったけど、自治会の仕事を残していることを思い出してしまった。明日も明後日あさつてもローランの特訓はあるだろうから、今日の仕事は今日のうちに片付けておきたい。

「じゃあ僕とうさぎさんはここで」

「坊ちゃま。わたくしもケータリングとハウスクリーニングの手配がありますので先にお戻り下さいませ」

「そうか。おー、そういえば俺も所用があったのを思い出した。じゃあまた後でな、じい」

　駅でバラバラに解散して、僕とうさぎさんは自治会室に向かった。

　行き掛けに生協によってペヤングを買っていく。

「（うさぎさんも食べますか）」

「（『俺の塩』がいい）」

　リクエストの品を購入する。カップ焼きそば『俺の塩』はお湯を入れて一分でできるので急ぎの時に重ちよう宝ほうする。味も良いのでお勧めだ。

　自治会室には誰も居なかった。うさぎさんを適当に放ってお湯を沸かし始める。沸ふつ騰とうまでの間、僕はまだ見ぬケータリングというものに想いを馳はせてみた。写真は見たけど食べたことがないので上手く想像できなかった。あれは勝手に取って食べるものなんだろうか。お寿司がほしい人同士で喧嘩になったりしないんだろうか。お湯が沸いた。無益な時間だった。

　一分待ってお湯を捨ててソースを入れる。うさぎさんはかき混ぜるのが下手なのでやってあげる。うさぎの手だからしょうがない。

「ローラン、あと十日で見えるようになると思いますか」

　できた焼きそばを啜りつつ、僕は聞いた。

「いいとこ二分じゃろうな」

「八分ダメですか……」

「前にも言った通り、資質というものがある。お前は資質があったからわしの影響ですぐに見えるようになった。あやつもわずかに見えてはいるから資質自体はあるんじゃろうが。モフうさと十年以上付き合ってあの程度ということは、そこまでの可能性が高いのう」

「でも二分は可能性があるんですよね」

「わしも縁の全てが解っているわけではないからな。死ぬ気で練習すればなんとかなるかもしれんけど」

「うーん……」

　箸はしを咥くわえて考える。

　ローランは生まれも育ちもお坊ちゃんだけれど、ああ見えて正しく努力を払う人間であることは知っている。昨日一昨日の真剣な練習風景を見た限り、いつか間違いなく見えるようになるんじゃないかと思うんだけど。

　だから問題はやっぱり、十日という残り時間の短さなのだと思う。

「どうしてユリシーズはそこまでローランを追い込むんですかね。長くやっても駄目って理屈はわかるんですけど、それでも十日は短すぎる気がするんですが」

「……心当たりがなくもない」

「え？　何か知ってるんですかうさぎさん」

「いや、確証は無い。杞き憂ゆうかもしれんが」

　うさぎさんは妙に歯切れが悪かった。僕は首を傾げながら聞く。

「よくわかりませんけど……何か、ユリシーズが急ぐ理由があるんですか？」

「ございます」

　僕とうさぎさんが同時に振り返った。

　自治会室の入口に、モフモフの毛玉が座っていた。
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　お茶とうさ様ビスコを出す。

「これはかたじけない」

　テーブルの上にのったユリシーズがポリポリとうさ様ビスコを食む。うさぎさんも隣で仲良く食んでいる。

「それで、理由って？」

　落ち着いたところで僕は切り出した。さっきユリシーズは、急ぐ理由があると言っていた。

　ローランの修行を急ぐ訳。

「僕らに教えてもらえるんですか？」

「はい。ゆかり殿と白うさぎには先にお伝えしておくべきかと思い、こうして坊ちゃま抜きで参じたのでございます」

「ローランには言えないことなんですか」

「いずれ知れましょうが」

　ユリシーズがお茶をずずと啜る。

「わたくしの望みは、坊ちゃまの独り立ちにございます」

　ユリシーズは何かの覚悟を決めたように、ゆったりとした口調で語り出した。

「わたくしは坊ちゃまが幼少の砌みぎりより、今日高校生に至るまで、その傍かたわらに粛しゆく々しゆくとお仕えしてまいりました。坊ちゃまは道を一歩も違えることなくご立派に成長なされた。弱きを助け、悪を遠ざけ、美しき人生を追求するお姿はまさに真の意味での貴族といえましょう」

　ユリシーズのローラン礼らい賛さんが滔々と続いた。ここは聞かなくてもいい気もした。

「また坊ちゃまは、わたくしとの出会いを契けい機きに、自ら縁結びとなる人生を選択なさいました」

　少し話の色が変わって、僕は再び耳を傾ける。

　ローランとユリシーズの出会いは以前に聞いたことがある。彼の両親の縁を結び直したユリシーズ。それに心打たれたという小さなローランのお話。

「幸い、坊ちゃまには縁を見る天てん与よの質がございました。わたくしは坊ちゃまの希望に沿うべく、縁結びとしての心構えを一からお伝えし、また縁を見るための練れん磨まをお助けしました。断言いたしますが、坊ちゃまには他の追つい随ずいを許さぬ類稀な縁結びの力が眠っております。そして何より坊ちゃまは、縁結びをなすものとして一番大切なこと、人の気持ちを慮おもんぱかることができるお方でございます。もはや拵こしらえは充分。あとは縁の紐さえはっきりと見えるようになれば、坊ちゃまは晴れて一人前の縁結びとなるでしょう。だからこそどうにか、あと十日の間に……」

「やはりな」

　唐とう突とつにうさぎさんが口を挟んだ。

「やはりって？」

「こやつ、縁が綻びておる」

「え？」

「もはやはさみを入れずとも自然に解ける寸前じゃ。ふむ……本人の言う通り、切れるまで十日というところか。長生きしとるだけあって見立ては正しいな」

　話を聞いた僕は反射的に目を凝らしていた。

　ユリシーズのモサモサの中から何本もの縁が浮かび上がる。太いもの、細いもの、目を凝らすほどに無数の縁が次々に浮かんでくる。

　けれど、綻びている縁は見当たらない。

　縁はどれも綺麗に繫がっていて、うさぎさんの言うような切れかけの縁なんて一本もないように見えた。

「切れるって……それは、何と繫がってる縁なんですか」

　僕は綻びた縁が見えないままでうさぎさんに聞いた。

　良くない想像が先に浮かんでくる。

「まさか…………それって、ローランとの縁なんじゃ……」

「ではないよ」

　うさぎさんは僕の目を見て言った。

　言葉に抑よく揚ようはない。

「ゆかりよ。以前にも言ったが、お前はまだ五分の目しかもっておらん」

　うさぎさんはただ淡々と、僕に事実だけを言い含めるように話す。

「お前には見えぬ縁が未だ多くある。これはその中でも、最も見るのが難しい類の縁である。そしてなにより、人の世で生きるものならば、見えてはいけない縁なのじゃ」

　見えない縁。

　見えてはいけない縁

　僕は目だけでうさぎさんに問いかけた。

　その縁は、いったい。

「〝この世〟の縁」

　うさぎさんは変わらぬ声で言った。

「これが切れた時が、彼ひ岸がんへの旅立ちとなる」

　ボトリ、と籠こもった音がした。

　反射的に音の方を向く。窓がある。外からだ。僕は駆け寄って、自治会の裏に面した窓を思いっ切り開けた。

　地面にスコップが落ちていた。

　自治会の裏庭で、ローランは立ち尽くしていた。

　今の話を。

「噓だ」

　呟いて、ローランはその場から走り去った。

「坊ちゃま！」

　ユリシーズが窓から飛び出してローランを追う。

　僕とうさぎさんも大急ぎで二人の後を追いかけた。
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　自治会棟の裏に、雑ぞう木きの立ち並ぶ小さな丘がある。遊歩道が一本だけ通っていて、正門と自治会棟を遠回りに結んでいる。

　電灯もない夜の散歩道をうさぎさんと一緒に駆け上がる。

「この世の縁なんて」

　走りながら僕は、絶望的な気分になっていった。今までいくつもの縁の話を聞いた。人を繫ぐ縁、物を繫ぐ縁、沢山の縁を見た。

　けど今聞いた縁は、そのどれよりも重く、どれよりも恐ろしかった。

　この世と繫ぐ縁。切れたなら全てが終わってしまう縁。

　見えてはいけない縁。

「先に言っておくぞ、ゆかり。こればかりはどうにもならん」

　うさぎさんが走りながら僕に言う。

「この世の縁は命の理ことわり。他の縁の事ならば、多少なりとも兆しや綻びに挑むこともできよう。だがこれだけはどんな力を持ってしても絶対に変えられん。受け入れるしかないのだ。命は縁持って生まれ、縁切れて消える。この世の縁はいつの日か必ず切れる。切れないものはそもそも命ではないのだから」

　うさぎさんの言葉が耳から入ってくる。けれどそれを素直に聞いて、うんと頷くことができない。生き物は死ぬ。そんなこと僕だって解ってる。誰だって解ってる。

　でもそれが。

　こんな、急に。

　遊歩道を走り抜けて丘のてっぺんに出る。道のそばには、丘の上から街を見下ろすような岩がある。

　ローランはその上に立っていた。

　仁王立ちで、夜街を見下ろしていた。

　その背中に、先に追い付いていたユリシーズが語りかける。

「噓ではございません」

　ローランは答えない。

「あらゆるものは、縁があるゆえこの世にあるのです。それは何も特別なことではありません。この世の縁もまた、ただ一本の紐。なれば時が来れば、切れるのもまた道理でございます。縁は切れるもの、坊ちゃまにはそうお教えしたはずですな」

「……教わった」

　ローランの背中が振り絞るように答える。

「なれば、何も言うことはございません」

「ないのか」ローランは岩の上に立ち尽くしたまま、振り返らずに問いかける。「俺に言うことは、なにもないのか」

「ございません」

　ユリシーズはきっぱりと言った。

「不ふ肖しようながら、わたくしは今日まで自らの役割を全うしてまいりました。リシュリュー家が守りとして、坊ちゃまのお付きとして、為すべきことは全て為してまいりました。坊ちゃまには、わたくしがお伝えできることを全てお渡しできましてございます。ですから心残りはございません。わたくしはわたくしの十じゆう全ぜんの生に、心より満足しております。ですがたった一つ、最後の最後に唯一為し得ずに、忸怩じくじたる思いでおりますのは」

　ユリシーズは溜め息を吐いて言った。

「坊ちゃまが縁の紐をご覧になり、見事縁切りを成し遂げ、一人前の縁結びとなるお姿をこの目で見られぬことでございます」

　背中を向けたままのローランの肩がピクリと動いた。

　彼は岩の上で。

　右手を、ゆっくりと広げた。

「縁を」

　ローランは言った。

「見ればいいのだな」

「坊ちゃま」

　ローランの声に、いつもの強さが戻っている。

　彼は優ゆう雅がな手振りで、自信を込めて口にする。

「縁を切ればいいのだな。一人前の縁結びになればいいのだな。そうしたら」

　振り返ったローランは。

　気け高だかく微笑んだ。

「じいの最高の人生に、美しい花を添えられるのだろう？」

「坊ちゃま」

　ローランは岩から颯さつ爽そうと飛び降りると、ユリシーズに近寄り、優しく抱き上げた。いつものようにうさぎを肩に乗せて、登ってきた道を歩き出す。

　強い足取りだった。

　迷いのない歩みだった。

「ゆかり、白うさぎ」

　歩きながらローランが僕らに呼びかける。

「手伝え」

　僕は頷いて、丘を降りる彼の後を追った。うさぎさんは両耳をピンと立てると「加減せんからな」と答えた。
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　昼も夜も無く、ローランの訓練は続いた。

　ローランは朝から大学の通学路を見続け、日中は駅に出て、夜は街に出て、無数の縁に目を凝らし続けた。夜中になっても彼は家に戻らず、自治会室で僕やうさぎさんの縁をなんとか見ようとして必死だった。

　僕はなんとかコツを伝えられないかと、一緒になって縁を見続けた。しかし縁を見る行為は自転車の乗り方やピアノの弾ひき方に似ていて、自分でできたとしても口で説明するのが非常に難しい。それでも感覚的なものをなんとか伝えられないかと言葉を尽くした。ローランは僕の拙つたない言葉を真剣に聞いていた。

　そして僕よりも、うさぎさんの力がローランの助けになった。

　うさぎさんでも人にコツを教えるのは難しかったけれど。練習のし過ぎで痛む目にうさぎさんが耳で触れると、不思議と痛みが和らいだ。ローランと僕はその力のおかげで長時間に渡って練習を続けることができた。

　それでも、毎日縁を見続けるうちに、うさぎさんの魔法は効きにくくなっていって。

　目の疲れとともに、スケッチブックの煙は滲むように広がっていた。
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　ピン、と何かが顔に当たった。折れたシャープペンの芯しんだった。

「ゆかり、芯」

「いや、ちょっと休んだ方がいい」

　僕は自治会室の時計を見る。夜中の二時を過ぎている。

　僕もローランも上手い具合に試験休みに入ったので、二人とも丸一日全てを練習に当てられていた。とはいえ休憩はきちんと取らないと、縁を見る力は落ちる一方だ。

「まだ大丈夫だ。滲んでもいないぞ」

「駄目だって。昨日もあんまり寝てないだろう」

「六時間はたっぷり寝たじゃないか。お前だってここで一緒に寝泊まりしてるんだから知ってるだろ」

「夜中に一人で練習してたのも知ってるよ」

　ローランは観かん念ねんして、隣の部屋に敷いた布団に横になった。同じ部屋に置いたうさベッドでは、ユリシーズがすやすやと眠っている。

　この数日で、ユリシーズは目に見えて衰おとろえているように見えた。

　起きている時は変わらない軽口を叩いているけれど、眠る時間が明らかに長くなっている。元気な時だったらローランを置いて寝るなんて絶対にしないことを考えると、今のユリシーズは相当不調なのだとわかる。

　カラカラと戸が開いてうさぎさんが帰ってきた。両耳を使って四本のペットボトルを支えている。力持ちのうさぎだ。学内で買い出しなんて普段なら無理だけど、夜中なら自販機くらい行ってもらえないこともない。

　冷たいボトルをもらって両目に当てる。目の周りをびしょびしょにしながら、僕も電気を消してソファーで横になった。うさぎさんもうさタワーのうさハウスに入っていった。

　横になったまま、もう一度ペットボトルを顔に当てる。

　目は冷やすと大分楽になるし、うさぎさんの魔法もありがたいけれど、一番効くのはやっぱり睡眠だ。一、二時間でも寝られると相当違う。ローランもそれはよくわかってるはずだ。寝た方が明らかに練習の効率がいい。けど、やらずにはいられない気持ちもわかる。時間が無い。あまりにも。

　そう思うと、寝なきゃいけないのに僕も中々寝付けなかった。目はボロボロで開けるのも辛いのに、頭が妙に冴さえてしまっている。なんで僕はいつもこう、肝かん心じんな時に要領が悪いんだろうか。

「ゆかり殿」

　小さな声が枕元で囁いた。

「ユリシーズ？」

「眠られたままで結構ですぞ」

　僕はお言葉に甘えて起きなかった。ペットボトルを顔に載せたまま待っていると、ユリシーズがぽつぽつと話し始める。

「坊ちゃまは、孤独にございました」

　ユリシーズの話は、やっぱりローランのことだった。

「リシュリュー家は縁結びの名門と申しましたが、実際に縁が見えるものが生まれることは稀にございます。坊ちゃまは家系にほぼ百年ぶりに現れました縁見る目を持つお方であります」

「百年て凄いですね」

「ハハハわたくしは四百五十です」

　ユリシーズに釣られて僕もくすりと笑う。

「坊ちゃまは、初めて見たもや、つまり縁の話をご両親になさいました。しかし父君も母君も縁はお見えになりません。見えぬものとは通じ合えぬもの。坊ちゃまが縁の話をできる相手はわたくしだけでした。ですがわたくしもこの通り、もう歳ですからな」

「…………」

「ですからわたくしは、この身のあるうちに、縁結びを探して回ったのでございます」

　僕は起きようとした。

　けど、目がどうしても開かなかった。

「縁結びは元来稀有なもの。探したところでそうそう見つかるものではありません。ですがわたくしはリシュリューの培つちかわれた財力と伝つての全てを駆く使しし、この東洋の果ての地においてやっとそれらしき情報を摑んだのです。それがそこな白うさぎとゆかり殿にございます」

「ほんと、よく見つかりましたね……」

「ローラン坊ちゃまのためにございますゆえ」

　そう、ユリシーズの話は。

　出会ってからずっと、ローランのことばかりだった。

「ゆかり殿と白うさぎは坊ちゃまが初めて出逢われた、わたくし以外での、縁の話が通じる相手にございます。隠し事なく、貴き賎せんなく、虚きよ飾しよくのない言葉で語り合える友にございます。遠い異国の地でも構いません。この先でお二方の存在が、必ずや坊ちゃまの支えとなるでしょう。ゆかり殿」

　ユリシーズの声が、畏まって言う。

「どうか坊ちゃまを宜しくお願い申し上げます」

　僕は、どうしても目が開けられなくて。

「ローランは」

　せめて、正直な答えを返した。

「僕にとっても大切な、縁が見える友達です」

　ユリシーズは「ありがとうございます」と言って、ベッドに戻っていった。

　僕はそれから朝まで、起きずに眠ることができた。
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　カレンダーに十個のバツが並んでいる。

　仕掛けておいた時計のタイマーがピピピ、と時間を告げた。

　ローランが静かにペンを置く。

　何十冊めかのスケッチブックの最後の一枚に、幅三センチくらいにまで細くなった、ひこうき雲のような絵が描かれている。

「なんとかここまできたか」

　うさぎさんが絵を見ながら呟く。

　僕も一緒にスケッチを見て、その進歩に素直に驚かされる。最初は一面に広がる煙だった。練習を始めた頃はＳＬの煙突の煙よりも太かった。それがここまで細く、どこからどう伸びているのかが判るところまで辿り着いたのだ。

　けど同時に、それではまだ足りないことを、全員が知っていた。

　縁が紐の形を取れていない。それはつまり〝綻び〟が見えないことを意味している。兆しも綻びも紐が見えるようになって初めて判るとうさぎさんから教わった。今のローランの目では、綻んだ縁を見つけられない。

　それでも今日は七月十四日で。

　タイマーをセットしていた時間は夕方の六時だった。

　だからもう。

　やらなくちゃ。

「モフうさを起こせ」

　うさぎさんの指示に頷いて、ローランはユリシーズを優しく抱き上げた。

「坊ちゃま、時間ですかな」

「そうだ。じい、行くぞ」

　僕は準備していたトートを担ぎ上げる。中には飲み物、ブルーベリーのお菓子、保冷バッグと冷たいおしぼり、蒸気で温まるアイマスクなど、ローランの目を助けるグッズを持てるだけ詰め込んである。

「一人でも人の多い所に行くぞ」

　最後にうさぎさんがトートに飛び込んで準備ができた。

　僕たちは最後の場所に向けて、自治会室を出た。

「祭りじゃ」
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　藍あい色いろの空が段々暗く落ちていく。

　けれどその下は物凄く明るくて賑やかだった。橙だいだい色いろの光が道の形になって、視界の奥までずっと続いている。

　夏祭りだ。

　大学のある山には古い神社があり、毎年七月半ばになると盛大な縁えん日にちが開かれる。神社自体はそこまで大きくないけれど山の参道が結構長いので、祭りの時はその参さん道どうの両脇に大量の夜店が立ち並ぶ。隣の駅からも沢山の人が押し寄せてくる、かなり大きなお祭りだ。

「Très bien!トレヴイアン」

　参道の入口で、ローランは目を輝かせて叫んだ。日本の祭りは初めてのようだった。

「すごいなおい！　なんと幻想的なんだ！　見ろじい！　魔法みたいな店がいっぱいあるぞ！　それに人がギュウギュウだな！　スシヅメというやつだ！」

「ハハハ坊ちゃま。パリ祭の夜の賑わいを思い出しますな。いやはやパリ祭には劣れどこちらも中々素晴らしい」

「これだけ人がいればきっと」

　ローランの眉が引き締まる。夜店の橙の光が青い目に灯る。

「坊ちゃま。そう肩かた肘ひじを張ることはございませんぞ。御ご覧らん下さい、このにわかカップルの山を。綻びた縁など見つけ放題。ほれあそこに。向こうにも見えますな。みな切られるのを今か今かと待ちわびております。あとは坊ちゃまの力次第にございますぞ」

　僕はえ、と思ってユリシーズが耳で指した方に目を凝らしてみた。けど練習で酷使したせいで上手くピントが合わない。なんとか無理矢理焦しよう点てんを合わせて縁を浮かび上がらせたけれど、綻びた縁は見つけられなかった。ヒソヒソとうさぎさんに聞く。

「（見つかりました？）」

「（いいや。綻びは一つも見ておらん）」

「（じゃあユリシーズは……ローランを励ますために？）」

「（それもあるじゃろうが）」

　うさぎさんはユリシーズを見た。

「（あやつ、もうほとんど縁が見えておらんのじゃろう）」

　僕は言葉を詰まらせた。

　縁を結ぶうさぎなのに、縁が見えていない。

　その事実は何よりも強く、ユリシーズの時間が残り少ないことを教えていた。

「行こう、ローラン」僕はローランの背中を押す。「歩き回りながら綻びた縁を探そう」

「必ず見つけてみせる」

　僕たちは賑わう人々の背中を見回しながら、人混みを割って参道を進んでいった。
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　一時間が、矢のように通り過ぎて消えた。

　状況は予想以上に厳しかった。

　まずこれだけの人がいるのに、綻びた縁が見つからない。兆しは二つほど見かけたけれど、綻びは本当に一つもない。「元から頻繁にあるものではない。見つかるかどうかは運に任せるしかない」とうさぎさんは言った。

　うさぎさんは鼻を鳴らしながら縁の気配を探してくれている。うさぎさんの鼻は兆しや綻びの気配を嗅かぎ分ける力があるのだけど、その力もあまり強いものではなく相当近くになければ嗅ぎつけられない。ここまでの間に当たりはなかった。

　また、僕のコンディションが見つけにくさに拍車をかけていた。

　今日までの練習と睡眠不足が祟たたり、僕の目は限界に近かった。縁を見ようとしても目が痛んで長く見られず、綻びを探すどころか普通に見ることすら覚束ない。なので縁探しはうさぎさん一人が頼りになってしまい、そうなるとこの人出ではどうしても限界があった。

　そして肝心のローランは。

　未だ縁の紐を見られずにいた。

　この十日間酷使され続けてきたローランの目は、僕なんかよりもよほど酷い状態のはずだった。なのに彼は一刻も休まず目を凝らし続けている。身体の限界を心で無理矢理抑え込んで、一秒でも早く縁を見るために全てを懸かけている。今ローランは、この世界の誰よりも縁が見たいと願っているはずなのに。

　なのに。

　縁は見えないで。

「ツっ！」

　ローランが両手で目を押さえる。

　僕は慌てて彼の手を引いて参道を脇に抜けた。夜店の裏側に回り、ローランを木の下に座らせる。

　バッグからおしぼりを出して彼に渡した。ローランがそれを目に当てて呻く。蒸気のアイマスクも開封した。カイロと同じ原理なので温まるまで少しかかる。

「少し休もうローラン」

「嫌だ、時間がない」

　すぐに立ち上がろうとするローランの肩を無理矢理押さえる。

「一分でも二分でもいいから目を休めるんだ。その方が必ず効率も上がるから」

　本当は五分、十分、可能なら一時間は休ませたい。

　けれどそれができないのもよく解っている。

　やっと温まってきたアイマスクを渡した。ローランは焦れったそうにそれを当てて待った。

「すまん、じい……すぐに復活するから」

　ローランが抱きかかえていたユリシーズに声をかける。

　ユリシーズは目を閉じて寝息を立てている。

「じい？」

　ローランはアイマスクを外して、ユリシーズの頭を心配そうに撫でる。

「じい……大丈夫か」

「……ああ、坊ちゃま。いやいやすみません、ついうたた寝を。祭りの最中に眠ってしまうとはなんとも情けない。若い頃はパリ祭で一晩中騒いだものですが。まあこちらの祭りには花火とエッフェル塔が足りませんから仕方ありませんな」

　目を覚ましたユリシーズはいつもの軽口を叩いた。けれどその言葉に力は無い。

「そういえば坊ちゃまとも一緒にエッフェル塔に上りましたなあ……」

　パリを懐かしむユリシーズの言葉は、地球の反対側の日本では、あんまりにも弱々しかった。

「じい……」

　その時、急にローランがハッとして顔を上げた。

「おお！　そうだ！」

　抱いていたユリシーズを地面に置くと、跳ねるように立ち上がる。

「何？　どうしたの？」

「じい、ちょっと待っていろ！」

　言いながらローランは参道へと走っていった。なんなのかわからず一瞬面めん食くらってしまったけれどすぐに気を取り直す。一人で行かせるのはまずい。ここではぐれたら目も当てられない。

「うさぎさん、ここにいて下さい！」

　僕はユリシーズをうさぎさんに任せて、慌ててローランの後を追った。
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　参道の中ほどの出店の前でローランの姿を見つけた。

「ローラン！」

　駆け寄って声をかけると、ローランは逆に僕の腕を摑んで引っ張った。

「ゆかり！　あれだ！」

　彼の指差した先を見る。

　そこにあったのは輪投げの出店に並んだ景品の中の一つ。観光地のお土産みやげみたいな、物凄く安っぽいエッフェル塔の置物だった。

「あれを獲っていくぞ」

「ユリシーズにか」

「そうだ、手伝え！　あとお金！」

　ローランはカードしか持っていなかった。考えなし過ぎると思いつつ、今はそんなこと言っている場合じゃない。三百円で五本だったので僕が六百円を出して二人で挑戦した。

　しかしやってみるとこれが超難しい。エッフェル塔だけなら輪が掛かりやすい形なのに、その四方を守る同サイズの大だい仏ぶつが妨害以外の何物でもない。なぜエッフェル塔をそこまで取らせたくないのだ。二人で瞬またたく間に十本の輪を外す。これは三百円六百円で獲れるものではない。

「ゆかり！」

　僕は。

　僕は自分という人間の全てを賭として。

　五千円を出した。

　六十二本目に投げたローランの輪が見事エッフェル塔を捉えた。ローランはおじさんから引ったくるようにエッフェル塔を奪い取り、僕らは大急ぎでさっきの木の所に戻った。
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「じい！　見ろ！　見事獲ってきたぞ！」

　ローランがエッフェル塔の置物を掲げて走り戻った時。

　木の下には、誰も居なかった。

「じい？」

　うさぎさんが居ない。

　ユリシーズの姿もない。

「うさぎさん！　どこですか！　うさぎさん！」

「じい！　返事をしろ！」

　僕らは半はん狂きよう乱らんで叫ぶ。

　すると植え込みがガサガサと動いて、下からうさぎさんが這い出てきた。

「うう」

「うさぎさん！　うわあ！」

　僕は思わず悲鳴を上げた。うさぎさんが顔から流血して血だらけに見えたのだ。

「ケチャップじゃ。ううう……」

「いったいどうしたんですか……」

「じいは？」

「すまん……子供に連れて行かれた」

　空気が凍る。

　ローランが呆然と立ち尽くす。

「はぐれたペットと思われたらしい。小学生ほどのガキ三人じゃ。わしは大暴れして逃げおおせたが、まさか口をきいて止めるわけにもいかんし……」

「じい」

　ローランが放心するように呟く。

　最悪だ。

　考えうる限り最悪の展開だ。

「探しに、じいを探しにいかねば」

「待ていっ」

　フラフラと歩き出そうとするローランの背中にうさぎさんが飛びついた。そのまま服をよじ登って彼の肩に上がる。

「白うさぎ」

「狼狽うろたえるな。闇雲に探しても時間の無駄じゃ。縁を使うぞ」

　僕はハッとして気付く。

「そうか、縁を伝っていけば……ローランとユリシーズの縁は今も繫がってる」

「そんなことができるのか、ゆかり」

「大丈夫。前にもやったことがある」

「うむ。とは言ったものの、すまん、わしは無理じゃ……」うさぎさんが自分の両目を手でゴシゴシこする。「ケチャップが目に入ってしまって見えんのだ。ゆかり、お前が見ろ」

　僕は頷いて、急いでローランの背中に目を凝らした。

　見えない紐に、目の焦点を合わせていく。目がじわりと熱を持ち、疲労と痛みがまたぶり返し始めた。だが今はそんなことを言っていられない。

　沢山の縁の紐が順番に浮かんでくる。

「どれだろう……」

「縁結びとの縁じゃぞ。強いに決まっとる。なんなら飾りまで見えるかもしれん。一番太くて、一番ゴージャスなやつを探せ」

　僕は更に目を凝らしていく。縁の紐と紐の間の空間に焦点を当てて、まだ見えないものを探った。空間の裏側を探るように。奥の奥に隠されたものを見出みいだすように。

　すると沢山の縁の中から、明らかに違う一本が浮かんできた。

　太い。

　綱みたいに太い。

　その太い綱は、金色に光る鎖の装飾とキラキラの宝石、そして沢山のバラの花で彩られている。

「これだ……」

「見えたか、ゆかり」

「辿ります。ローランは僕の後を付いてきて！」

　ローランは不安そうな顔で頷いた。

　僕たちはその煌びやかな縁の綱を辿っていった。
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（痛い……）

　十何度目か立ち止まって目をこする。目の裏が焼けるみたいに痛い。両目からぼろぼろと涙が止まらない。

「こっち、です」

「ゆかり、痛むのか」

　ローランが僕の背に心配そうに手を当てた。

　僕は涙を切って再び目を凝らす。

「大丈夫」

　言ったそばから頭がガンガン痛んだ。頭痛に気を取られるとすぐに縁の綱が霞んでしまう。集中、集中しないと。

　僕は先頭に立って人混みを搔き分ける。ローランの縁の綱は参道の石いし畳だたみの上をずっと伸びている。太くて豪ごう華かでこれ以上無いほど見つけやすいのに、縁日の余りの人出がその太い綱すら踏み消してしまう。何百本という足の間に落ちている、たった一本の縁の綱に焦点を合わせ続ける。

「（お前の目ももう限界じゃな……）」肩のうさぎさんが呟く。「（早く見つけんと）」

「大丈夫です……あと少しなら……」

　顎あごの先から脂あぶら汗あせが垂れた。今日は暑いから、夏だからしょうがないなと自分を騙して、辛くない辛くないと思い込みながら石畳の上を進む。

　キュッと、綱が九十度曲がった。

　綱は参道の石畳から外れて土の方に流れていた。僕は顔を上げてその先を見る。パイプとビニールのテントが見える。お祭りの運営か何かのテントだろうか。

　そこから遠い声が耳に届いた。

　子供が泣いている。

「あそこだっ！」

　僕は叫んで駆かけ出した。ローランも後ろから付いてくる。

　テントに着くと、運営らしきおじさんたちと、三人の子供がいた。低学年の女の子がギャン泣きしていて、年上の男の子二人がそれを宥めている。

「（こやつら、こやつらじゃ）」

「あ！　さっきのうさぎ！」

　ケチャップまみれの男の子がうさぎさんを指さして言った。間違いない。

「ごめん、これは僕のうさぎなんだ」

　しゃがみ込んで目線を下げる。僕は年上の二人に呼びかける。

「もう一羽、モサモサのうさぎを連れていったんだよね？　そっちは……」

「逃げちゃった……」

　男の子が斜め上を指差す。

　参道の先、石段を登った一段上の境けい内だい。

　その先には神社がある。

「あっちに走っていった。あの、ごめんなさい……お兄さんのうさぎ」

「うん、大丈夫。すぐ見つかるよ」

　僕らはまたすぐ走り出す。もう一秒も無駄にできない。

　子供たちの言う通り、確かに縁の綱が石段を登っているのが見える。

「じい……」

　ローランが、エッフェル塔の置物を強く握りしめた。
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　空の紫むらさき色いろが降りてきている。

　境内は暗い。祭りの出店は石段の下までで、神社の境内にはお参りの人用に僅かなライトが立っているだけだった。それも最低限石畳のあるところだけで、道を一歩外れてしまえばもう木々の作る闇が広がっている。

　誰もいない参道で、僕は更に強く目を凝らした。暗ければそれだけ縁も見えにくい。ローランとユリシーズの縁は兆しが出ているわけじゃないので、どんなに太くても暗がりに溶けてしまう。

　縁は途中で石畳を外れて砂利じやり道みちの上に流れている。

「こっ、ちっ……」

　と言った時、縁が消えた。またぼやけて見えなくなった。僕は目を凝らして。

「ぐ」

　そのまま目を押さえて蹲うずくまった。

　痛い。なんだこれ。痛い！

「ゆかり！」

　ローランが僕の肩を支える。うさぎさんが下に飛び降りた。

「限界じゃ」

「まだ、まだいけます」

「阿呆。お前が強がっても目が無理じゃ。限度を超えるとしばらく見えなくなる。もう二、三日は見えんじゃろう」

「そんな」僕は目を開けようとして、強烈な痛みにまた閉じる。薄目を開けるが涙がこぼれて止まらない。「うさぎさん、うさぎさんは見えないんですか」

「わしもまだ異物が抜け切らん……ここまできて間違えでもしたら目も当てられん」

　じゃから、とうさぎさんは言った。

　うさぎさんは顔を向けて。

　ローランの青い目を見つめた。

「お前が見ろ」

「……俺が？」

「そうじゃ。お前は縁結びじゃろうが」

「だが、しかし、俺はまだ、縁が見えないのに……」

「そうじゃな。お前はまだ縁の紐が見えておらん。煙みたいな縁では太いも細いも判らん。無数の縁の中から決まった一本を見分けるのは、お前にはまだ無理じゃろう」

「やっぱり駄目なんじゃないか！」

「じゃがな」

　うさぎさんは耳を一本だけ、ピンと立てた。

「この縁は、この縁だけはお前にも見えるはずじゃ。他の縁は見えんかったかもしれん。じゃがお前とモフうさを繫ぐ一本だけは、必ず見える。なぜならお前たちは、どんな絆きずなより強い縁で結ばれた、縁結びのコンビであるからじゃ」

　うさぎさんが飛び上がってローランの肩に乗る。

「首を回せ。背の方を見ろ」

　ローランは言われた通りに振り返る。自分の背中から伸びる、自分の縁があるであろう場所を見つめる。

「目を凝らせ」

「白うさぎ」

「いいか。縁は能力ちからで見るのではない。技わ巧ざで見るのではない。縁は、心で見るのだ。想え」

　モフうさを想え、とうさぎさんは言った。

「じい」

　ローランはユリシーズを呼んだ。

　彼の目に力が込もる。

　ローランが目を凝らす。

「じい……！」

　僕には彼の視界が見えない。

　彼の目に、どんなものが映ったのかはわからない。

　けど僕はその時。

　ローランの青い目が、大きく、丸く、見開いていくのを見た。

「これか……？」

　ローランの青い瞳が。

　間違いなく、何かを見つけていた。

「これが……縁？」

「見えたか。辿れ！」

「じい！」

　ローランは駆け出した。僕も立ち上がって後を追いかける。

　砂利道の上を走り抜けて、土の上を行く。神社のお堂を回り、杉の木の間を縫って、境内の裏側に出る。暗い杉林の奥に、物置のようなおんぼろの小屋が立っていた。ローランはその小屋に走り寄った。

　小屋の裏側から、茶色の長い毛が覗いている。

「じい！」

　ローランが駆け寄って毛玉を抱き上げる。だらりと広がっていたユリシーズの体に、震えるように力が入っていく。ユリシーズに意識が戻る。

「坊ちゃま」

「じい！　大丈夫か、怪我は」

「ハハハ坊ちゃま。あんな幼おさな子ごの絞め技程度で屈するユリシーズではございませんぞ。おや……そちらは……おお……エッフェル塔ですかな」

「そうだ、エッフェル塔だぞ。俺が輪投げで獲ったやつだ。じいにやろう」

「流石坊ちゃま。遊ゆう戯ぎも達たつ者しやでいらっしゃる。ああ……素晴らしき造形ですな。やはりエッフェルは我らがパリの誇りですな……」

「そうだな。また上ろう」

　ユリシーズの声に、力は無かった。

　もう起きているのすら辛そうに。

「して坊ちゃま……いったいどうのようにして、こちらに？」

　ローランはユリシーズを抱いていない片方の手で、何かを摑んだ。そしてそれをユリシーズの顔の前に差し出す。今の僕にはそれが何か見えない。

　けど、彼が摑んだのはきっと。

「坊ちゃまっ……！」

「見えるようになったぞ。縁が見えるようになったぞ、じい」

「ああ、ああ、わたくしは、わたくしは信じておりました。この日が来るのを、心の底から信じておりました」

「だが、すまん……じいに言われた最後の修行、縁切りがまだ」

「これが見えるか」

　うさぎさんが、横から手を差し出す。

　何かを持っているらしかった。それもまた、僕の目には見えない。

「見える」

　けれどローランには、それが見えているようだった。

「綻びている……」

「この世の縁という。モフうさの縁じゃが、もう切れかけじゃ」

　うさぎさんがおもむろに、耳を開いていく。

「わしの耳を貸してやる」

「白うさぎ」

「お前が切ってやれ」

　ローランは、ユリシーズの顔を見つめた。

　ユリシーズも、ローランの瞳を見た。

　そしてユリシーズは、一つだけ、小さく頷く。

「お願い致します」

　ローランは頷き返すと、うさぎさんの耳の根本に手を添えた。

　彼は、ゆっくりと力を込めて。

　うさぎさんの耳を、はさみのように合わせた。

　その瞬間だった。

　はさみを入れたところから突然光が広がった。眩まばゆい光が周囲を照らす。境内の杉林が朝みたいに明るく照らされていく。

　そして僕の視界に、見慣れた紐が現れた。それは縁の紐だった。目の痛みが一気に消えて、縁が再び見えるようになっている。

　その紐は、もう二つに分かれていて。

　分かれた切り口から小さな光の粒になって、少しずつ空気の中に散っていた。

　紐は淡く光っている。

　その先に繫がるユリシーズもまた、淡い光に包まれている。

「坊ちゃま」

「なんだ、じい」

「最後にこのユリシーズめが、坊ちゃまに良いことを教えて差し上げましょう」

　縁の紐が、ゆっくりと散っていく。

「天に愛されし坊ちゃまは、生まれながらにしてとても貴重なものと縁がつながっておいでです。その縁は非常に稀有なものゆえ、そこなゆかり殿や白うさぎの腕前では、紐の切れ端すら見つけられぬことでしょう。ですがわたくしにはハッキリと見えております。それは何よりも美しき縁。坊ちゃまは、この世界で最も素晴らしいものと縁があるのです」

「それはなんだ？」

　ローランは微笑んで聞いた。

　ユリシーズもまた微笑んで答えた。

「〝幸せ〟でございます」

　縁の紐が解けていく。

「坊ちゃま」

　光の粒が二人を包んだ。




「幸せにおなりなさい」




　淡い光が広がった。

　ローランの手の中で

　ユリシーズは幻のように消えていった。
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　蟬の声が無遠慮に響き渡る。

　プラシーボの温度計以外使用禁止の自治会室で、僕は紙切れを恨めしく眺めた。紙切れには講義の名前が七つ書いてある。あと「追」と書いてある。

　七教科追試である。

　理由は解っている。全面的に解っている。試験勉強のために存在する試験休み期間中に、過去問ではなく縁を見続けていたからだ。縁には問題傾向も暗あん記き単たん語ごも書いていない。縁とはなんと役に立たないものなのだろうか。

「お前、縁をなんだと思っとるんじゃ」

　テーブルの上のうさぎさんがアイスコーヒーを優雅に置いて言った。口の周りの毛が黒くなっている。

「縁さえ見ていなければ二つくらいで済んだんですよ……」

「結局追試ではないか」

「そうですけども」

「二つも七つも大差ない。追試はいつじゃ」

「後期の始まる直前です」

　僕はカレンダーを見た。

　今は七月末。これから大学は十月一日まで、丸二ヶ月の長い夏休みを迎える。平均的な日本の大学生である僕は心置きなく夏休みを満喫したいのに、九月の終わりに追試が控えていると思うと心が休み切らない。

「勉強など直前にすればよい。つまり夏休みの大半は暇ということじゃ」

「なにが言いたいんです」

「夏は贅ぜい沢たくに縁結び三ざん昧まいできるという話」

「嫌だ、絶対に嫌だ」

　僕はフルフルと首を振った。ドラえもんに泣きつきたい気分だったが、多分ポジション的にドラえもんと思われるうさぎさんはただの敵である。

「そもそもうさぎさん。五月くらいに、後一本結んだら僕の縁を結び直してくれるって約束しましたよね？」

「お前、結局あれから一本も結んでないではないか」

「う」

「三ヶ月もさぼりおって。もう時効じゃ。また兆しが自然に出るのを待て」

「そんな」

　絶望に打ちひしがれて、僕はその時やっと解った。うさぎさんはもう駄目だ。この動物に付き合っていたら一方的に搾取され続けて心を病んで休学して実家に帰ってひきこもりになるだけなのだ。これだけ酷い目に遭わされているのにまだうさぎさんに縁を結んでもらおうと思っているのが、もう判断が正常でない証拠じゃないか。

　ああ神様、どうか。

　どうかうさぎさん以外の縁結びを僕の元に。

「今呼んだか？」

　自治会室の裏窓が開いて。

　碧い目が、僕とうさぎさんを見渡した。

「神様。これではないです」

「何の話かわからないが侮ぶ辱じよくされたのはわかるぞ」

　ローラン・ド・リシュリュー坊ちゃまは、窓から勝手に部屋に侵入なされた。

　結局あれから。

　ローランはフランスに帰国せずに、引き続き日本に滞在している。暮らしぶりもなんら変わることはなく、珠大付属高校に通って、学校が終われば自治会室に遊びに来て、西院さんと一緒に裏の花壇でひまわり畑を作っている。

　ローランは変わらず元気で。

　いつも通り気高かった。

　それはまあ、とても良いことではあるけれど。

「なんで帰らないの君」

「本当にゆかりは失敬だな」

　ローランは先週勝手に持ち込んだ玉ぎよく座ざに座って足を組む。

「ゆかりには世話になったから、多少は恩を返してやってもいいと思ってわざわざ残ってやっているんだろう。ほら、俺だってもう縁が見えるし。もしかしたら俺の方が見えてるんじゃないか。見方を教えてやろうか」

　僕は大変不ふ愉ゆ快かいな気分になる。

　あの夜を境に、ローランの縁を見る才能は見事開花した。うさぎさんが見立てるところだと、彼も僕と同じくらい、つまり五分ほどに見えているそうだ。さすがにあの日見えていた〝この世の縁〟はもう見えなくなったようだけど。

「それにゆかり。お前、縁が切れてるんだろう？」

「そうだけど……」

　ローランは椅子から立ち上がると、僕の背中に回って凝視する。

「どれどれ」

「これじゃこれ」

　うさぎさんが僕の切れた縁を摘つまんでローランに渡した。ローランが紐を受け取る。

「あれ、今光ったか？」

「え？」

　僕は驚いて振り返るが、自分の背中側なので首が回り切らない。

「ええ？　兆しが出たの？　ほんとに？　噓じゃなくて？」

「気のせいだった」

「酷い……」

「よし」

　ローランは人の縁をぞんざいに振って言った。

「この縁、俺が結び直してやろう。これの相手が見つかるまで、こっちに居ることにするか」

「ええ、それは……どうなの……？」

　喜ぶべきか悲しむべきか判断に迷う提案だった。

　確かにうさぎさんに任せられないとは言ったが、じゃあローランになら任せられるかというと、別方向の重大事故が発生するだけの気がしてならなかった。

「まあ大船に乗ったつもりでいるがいい。俺はフランスが生んだ稀代の名縁結び、じいの最後の教え子なのだからな」

　そう言って笑うローランの肩で。

　ハハハと笑い声が聞こえた気がした。

　その声はすぐに消えてしまったけれど、でもその失礼な笑い声はなんとも頼もしくて。じゃあ僕も少しだけ信じてみようかなという気持ちになった。

　海を越えてやってきた、世界を股にかける名縁結び達のお点前てまえを。

「ふふん、これも」

　ローランは、気高く微笑んで呟いた。

「なにかの縁だ」
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　前巻のあとがきで、自分とこの本の間になにかのご縁があった、と書きました。

　そして二巻を書き終えてみてふと気付いたことは、一巻二巻それぞれが縁を持つように、一巻と二巻、前の本と新しい本の間にも、一本の新たな縁が生まれているということでした。点が増えればそれを繫ぐ線も増え、本が増えればそれを繫ぐ縁が増える。言葉にしてしまえば当たり前のことなのですが、もしこれからも物語が続いて、本と本、本と読者の皆様を繫ぐ縁をどこまでも増やし続けていけるならば。それは縁の物語である本書にとって、何より幸せなことなのだろうと思います。




　本書の刊行には、一巻より引き続き縁のある多くの方々にご助力いただきました。

　担当編集の湯ゆ浅あさ隆たか明あき様・土つち屋や智とも之ゆき様。イラストレーターの戸と部べ淑すなほ様。カバーデザインのBEE-PEE・内ない藤とう信しん吾ご様。その他多数の皆様に深く御礼申し上げます。

　読者の皆様と本書、読者の皆様と前巻、そして願わくば読者の皆様と次巻の間に、なにかのご縁がありますように。





野の﨑ざきまど









野の﨑ざきまど

東京都墨田区生まれ。２００９年、第16回電撃小説大賞にて〈メディアワークス文庫賞〉を受賞、同年受賞作『［映］アムリタ』でデビュー。また雑誌「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」にて短編小説企画『野﨑まど劇場』を連載中。







イラスト／戸部 淑
















本書は書き下ろしです。
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なにかのご縁えん２




ゆかりくん、碧あおい瞳ひとみと縁えんを追おう
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